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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「自分の好きなように自由に生きなさい。せっかく生まれてきたんだもの、自分のやりたいように自由に生きなきゃ甲か斐いがないでしょ」

　そんなようなことをよく言っている母親だった。あ、なんか変に過去形になっちゃったけど現役バリバリで存命中なのでご心配なく。ひとり娘にそのように言って聞かせて育てるような母親だから当然のように本人も好きなように自由にやっているみたいで昔から家は留守にしがちでどこでなにをやっているんだかよく分からないし、当たり前のように家のことなんかろくろくやらないしって感じで仕方がないから今日も今日とてわたしはお母さんが散らかすだけ散らかして投げっぱなしのやりっぱなしな服とか服とかお洋服とかを片づける。クイーンズコートのブラウスは裏返しにしてネットに入れてやさしくお洗濯。リリーブラウンの色柄ニットはおしゃれ着用洗剤で手洗いして日陰に平干しする。５ＬＤＫ二階建ての我が家はお母さんとわたしのたったふたりしか住んでいないのにたくさんの大量なものすごい量のお洋服たちでもうパンク寸前。椅子という椅子の背もたれには上着だのジャケットだのアウターだのが二重三重に重ねて掛けられているし、せっかくの仕立てのいいコートも明らかにお母さんが下に敷いて寝ちゃったみたいな皺しわが寄っているし、ソファーにはバッグや鞄かばんやバスケットがドカドカ座っていて人間が座るスペースはないし、あらゆる隙すき間まには忘れ去られ出番を失ったアクセサリーや小物たちがひっそりと息をひそめていて再び表舞台に立つ日を夢見ている。お母さんが通ったあとはあれもこれもぜーんぶ散らかしちゃって散らかしっぱなしで台風のあとみたいな目も当てられないありさまで、お母さんだけがひとりで勝手にモリモリ綺き麗れいに元気になっていく。他の誰かがお母さんの通ったあとを黙々と片付けてまわる。まあ、自分のやりたいように自由に生きているんだろうなって思う。わたしはといえば、日々目の前に積みあがるタスクをこなすのに精一杯で流れに流されるままにどうにかこうにか生きているだけでイッパイイッパイで、自分の好きなこととかやりたいことって言われてもまだいまいちピンとこない。でも少なくともお母さんの脱ぎ散らかしたお洋服を片づけて片づけて片づけ続けているのは別に好きでやりたくてやっているわけではないと思う。誰かが自分のやりたいように後先考えずに自由に好き勝手にやっていれば、その分のしわ寄せは誰か他の人に行くのが世の常ってものなのだ。あんまりそんな好き勝手ばっかりやっているのもよくない（←結論）。なんの仕事をして生きているんだかはよく分からないのだけど稼ぎが悪いわけではないらしい。まあきっとなにかヤクザな稼業をやっているんだと思う。ポーンと景気よく十万円とか置いて「これでおいしいものでも食べててね」ってポーンとどっかに行っちゃう。全然帰ってこない。全然帰ってこないからこれでようやく家の片づけがちょっと進むかなーって思うんだけど、片づけても片づけても家の中はそもそも絶対的に物が物量が容積に対しての内容量が多すぎて一向に片づく気配がない。やっとようやく少なくとも床にはなにも落ちてないってところまで片づけたなーと思ったら、また一瞬でなんだこれは泥棒にでも入られたのかって思うくらいにクチャッと散らかっていてお母さんが帰ってきていたことが分かる。わたしはまた大きく溜ため息をひとつついて、床に脱ぎ散らかされているお洋服を拾って歩く。脱ぎ散らかされたお洋服に混じってお母さんも床に落ちていたりする。わあビックリした。色とりどりの高価で綺麗なゴミに埋もれてお母さんも高価で綺麗なゴミって感じ。ハンガーに掛けて干してやりたい。

「ちょっとお母さん寝るならちゃんと自分の部屋で寝てよー」

　お化粧も落とさないままカーペットに転がっていたお母さんは「うーあったまいたい～」とか呻うめきながらモソモソ起き上がる。わたしは「ほらお風呂入ってお風呂」と牧羊犬みたいにお母さんをお風呂場に追い立てる。「ねぇなんか食べるのー？」ってきいたら「食べるー」って返事するから、わたしはお母さんがお風呂に入っている間に朝ごはんを作る。ベーコンと卵を焼いて、食パンはトースターに。コーヒーメーカーをセットして、あとはサラダでしょってキャベツをせん切りにしようとしたら包丁の隣にエクスカリバーが無造作に並んでいてまたビックリする。

「もーお母さんエクスカリバー台所に置いとくのやめてよービックリするじゃん！」って声をかけたら「だってウチに他に刃物置いとくようなところないでしょ」ってお風呂上がりのお母さんはバスローブいっちょで髪をタオルドライしながら言うんだけど地上最強の聖剣と包丁を刃物っていう共通点だけで並べちゃうのはどうなのよ。お母さんがバスローブ姿でのんびり朝ごはんをしている間にわたしはパパッと朝食を済ませて学校に行く準備をする。

「そういや今日は晩ごはんはどうするのー？」

「いや、いいや。またちょっとしばらく出かけるから」

「あそー」

　ってまた十万円置いてポーン。わたしはお母さんがポーンと置いてった十万円をポーンと使っちゃったりせずにちまちま使うし貯金もする。今はそれなりにそれなりな稼ぎがあるみたいだけどなにせメイビーヤクザ稼業だからそれもいつまで続くかなんて分からないし、お母さんは絶対に自分で計画的に貯蓄とかしてないだろうから今のうちからわたしのほうで貯ためておかないといざ大学受験ってなった時に進学資金がないなんて事態にもなりかねない。服なんかはだいたいＧＵかＨ＆Ｍのセール品とかで揃そろえちゃうし、っていうかそもそも友達がほぼ居ないからお出かけするような用事なんて滅めつ多たになくてヨソ行きもそんなに必要じゃない。きょーび女子高生だってプラダのお財布ぐらいは持っていたりするものだけれどわたしは貯蓄ちょきんぎょのガマ口から千円札とポイントカードを出して特売の卵とトイレットペーパーを買う。おからでかさ増ししたハンバーグをこねる。学校にもお弁当を作って持っていく。サワメグもお弁当を自分で作って持ってきているんだけれどもサワメグのはブロッコリーの緑とかコーンの黄色とかタコさんウインナーの赤とかポップでカラフルでかわいい。わたしのはなんか、なんつーの？　淡いベージュのおからハンバーグにベージュの切り干し大根に濃いベージュのきんぴらごぼうとなんだこのアイシャドウのパレットみたいな細やかなベージュのグラデーションは。ナチュラルベージュの魅惑的なグラデーションがあなたのまなざし美を演出します。ひじきのブラックがアクセントになってピリッと引き締め全体をシャープな印象に！　派手な母親の教育方針とは裏腹にお弁当の具材まで地味ってどういうことよ、これも反面教師ってやつ？　と溜め息をつけば「どうした？　幸せ逃げちゃうよ～～??」とサワメグが鼻先にタコさんウインナーを突きつけてくる。反射的に食べる。もぐもぐうまい。

「幸せねえ。なりたいねえ」と曖あい昧まいな返事をすれば「彼氏でもつくれば？」と、これまた女子高生らしい安易で曖昧な提案が返ってきて、まあ女子高生にイメージできる幸せなんてそのへんが限度だよなぁって感じ。でも友達もロクにできないうちから彼氏ってちょっとハードル高くない？

　サワメグは入学式直後の開幕スタートダッシュてきクラス内のグループ形成にすっかり乗り遅れちゃって一か月も過ぎるころにはクラス内グループはガッチリ形成されちゃっててもうどこにも入り込む余地なんてない感じでさてどうしたものかって思っていた頃合いになってようやくできたわたしの高校での初めての友達で、魔法少女。いちおう本当に魔法少女なのはみんなには内緒らしいんだけどサワメグは木を隠すなら森って作戦っぽくて頑かたくなに秘密にするよりはむしろ積極的にわたし魔法少女で～っすキャピッ☆　みたいな感じの芸風でやってて、そうするとちょっとぐらい魔法がどうだとかいう話をうっかりしちゃっても「まあサワメグだしな」みたいな感じでスルーされるっていうそういうアレなわけ。なものだから、すでに学校でも指折りの変人ってことで有名になっていて、ただでさえ見た目も地味だし運動も勉強の成績もほどほどで流行の話題にも鈍感で特に見どころもないくせに「なんか援助交際だか売春だかそういうようなことをやっているらしい」という噂うわさがあるというただ一点のみにおいてキャラ立ちしちゃっているわたしが唯一ツルんでいるのがよりにもよって魔法少女なものだからシナジー効果でますますアンタッチャブル感だけがましましでこれ以上友達ができる見込みは薄い。でもなんだかんだでサワメグはいい子だし、このままサワメグとふたりきりで余人にはアンタッチャブルなＡＴフィールド全開空間を形成して高校の三年間を突っ切っていっちゃうのもそれはそれでアリかもな～とか思う。次回、大学デビュー。ご期待下さい。

「でもアズはモテるんじゃないの？　だって男食いまくってるんでしょ？」

　と、普通なら言いにくそうな話も特にオブラートに包むことも声をひそめることもなく平然と持ち出してくる。サワメグはそういう性格。言っていいことと悪いこととか他人との間合いとかそういうのは苦手っぽいんだけれど、普段から発言が全般的に軽いからちょっとぐらい失言しても「あ、今の言っちゃダメなやつだった？　ごめんねキャピッ☆」とかそういうノリで乗り切っちゃうわけ。まあ別にいいんだけど。なにしろ「なんか援助交際だか売春だかそういうようなことをやっているらしい」という噂は真実を捉とらえているとまでは言えないものの、まるっきり根も葉もない流りゆう言げん飛ひ語ごということはないし。自業自得というか。まあ、それはそれとして。

「それとこれとは話が別っていうか」

「そう？　いちおーアレでしょ。相場が何万円なんだか知らないけど、まあそれくらいのお安くない金額を払ってでもそういうことを致したいという需要はそれなりにあるわけでしょ？　彼氏くらいできるんじゃないの？」

「それはわたしのっていうか、女子高生っていうブランド価値の値段だから」

　制服を着た女子高生。それはかつて女子高生だった数々の女の子たちや各種メディアが長年にわたり築き上げてきた信頼と実績の不動の最強ブランド。幻想の期間限定ブースト。弾はじける前提の性的バブル景気。地味で地道だけが取り柄のベージュ系女も高校の制服を着せて街に放ほうり込めば付加価値がボーンッ！　とついて支払額はそれなりになるってだけの話で、内訳としてはほとんどが付加価値のほう。本体価格は一割くらいのものだと思う。もちろん、女の子全員が全員制服を着た女子高生である校舎の中ではそんなブーストはかからないから、そうなると残るのはただの良くない噂のあるベージュ系女だけってわけ。

「んー？　んじゃアレは？　日くさ下か部べ穂ほ高たか。穂高センパイ。吹奏楽部の」

「誰それ？」

「え、知らないの？」

　知らぬは本人ばかりなりってやつ～？　なんてサワメグは大げさにのけ反ぞってみせるけれども、そんなこと言われたってそもそも高校生になってから「うん」とか「ううん」以外の会話らしい会話をしたのなんてサワメグくらいしか居ないんだから仕方がない。

「アズが女子から不人気な理由のひとつ。同じ吹部の松まつ川かわさんが穂高センパイに分かりやすくホの字らしいんだけど、その穂高センパイのほうはアズに惚ほれてるっぽいから、それでアズやっかまれているのよ」

　待って。また知らない名前が出てきて事態は混迷を極めるというか謎は深まるばかりである。誰？　松川さん？

「あのね、アズもせめてクラスメイトの顔と名前を一致させるぐらいの努力はあってもいいと思うよ」

　そんなこと言われても、キャベツ畑のキャベツをそれぞれ見分けろって言われてもちょっとそんなの無理でしょ？　そういう感じなわけ。このへんは努力の有無というよりはわたしの性質に由来するものだからいかんともし難がたいところがある。

「松川常盤ときわって居るじゃん。アズのクラスのめっちゃ可か愛わいい、って言ってもわたしの次に可愛いくらいの、こんな感じでポンパドールのおでこが綺麗な」

　そう言いながらサワメグが前髪をクルッとねじって上に上げてキメ顔をして、それでわたしもようやく「あーあーあー、いるいる。あの子ね。めっちゃ可愛い子だよね」って把握する。

「あの子が入学早々にアズのクラスを掌しよう握あくしちゃってクラスカーストのトップに君臨して実効支配しているから、アズのクラスでは松川さんが敵視しているアズに絡みにくい雰囲気みたいなのがあるわけよ」

　なにその掌握とか君臨とか実効支配とかずいぶんと物騒な力強い単語がポンポンと。ていうか身からでた錆さびだけじゃなくて、そういう事情もあったのか、友達ができないの。まあ、理由はそれだけじゃなくて複合的なんだろうけど。複合的に色々がぜんぶ最悪なんだろうけど。でも、別にわたしがなにをしたってわけでもないのに勝手に敵視されていたりとか、ん～ちょっとそういうの疲れるな。やっぱサワメグだけでいいかも、友達。

「本当になにもしてないの？　入学一か月で男子の、それも接点ほぼない先輩のハートを射抜くって相当な早業だと思うけど」

　まあ、アズは特性的にそういうことがあっても全然おかしくはないかもね。なんてサワメグは言うんだけれど、わたしとしてはまったくこれといって身に覚えがない。と思ったんだけど、サワメグが「ほらアレだよアレ、アレが穂高センパイ」って言って、屋上から穂高センパイ（？）が音楽室でトロンボーンの練習をしているところをマジカル双眼鏡（魔法少女アイテム：遠くまでよく見える）で覗のぞき見てみたら、ああそういえば接点があったかもなぁって感じがなくもない。そうたしかアレはまだわたしが高校に入学したてのころ（ほわほわほわ～と以下回想シーン）

　ＨＲでボーッとしている間になんか勝手に押し付けられちゃった美化委員会とかいうなにをするんだかも不明な委員会の謎の初会合を終えて結局なにをするんだかよく分からないままに校門のほうに校庭を横切りながらふと足を止めて空を見ていたら「どうしたの？　忘れ物？」と声をかけてくる人が居たので、わたしは「あ、いえ」と応え西の空を指さす。「夕ゆう陽ひが綺き麗れいだったもので」以上、回想終わり。

「それだけ？」

「うん、それだけ」

　なにしろ物忘れが激しいのであんまり自信はないのだけれど、たぶんあの人だったと思う。そういえば、あの時もぼんやりと綺麗な顔をしている人だなとは思ったんだった。こうやって改めて見てみてもなかなかに、というかかなり綺麗な顔をしていて、これは女子から人気があるらしいのも頷うなずける。手足が長いからトロンボーンも向いてそう。あと顎のラインと鼻筋が綺麗！　歯並びもバッチリだし髪だってサラサラだし。うーんあの人か彼氏か～そうか～彼氏いいな～。高校生カップルらしく自転車の二人乗りとかしちゃったりね。当然荷台に横乗りでね。わたしはどこを摑つかむのかちょっと逡しゆん巡じゆんした挙げ句に遠慮がちにベルトとか摑んじゃう感じね。あ～いい。青春っぽい。

「なるほどね～下へ手たに色々と喋しやべりすぎちゃうよりもそういうののほうが良かったりするのかな～。うーん、ロマンチストなのかもね」

　アズは黙ってるとわりと可か憐れんっぽく見えるところあるし、肌だって白いし、とサワメグに雑に褒められる。褒められているよね？　褒められていると思っておこう悲観的になるのはよくない。

「それか、偶然になにかの魔法が成立しちゃったかな？　夕方って昼と夜の間の曖昧な時間でしょ？　時間とか空間とか次元とかの普段は絶対的に君臨しているモノたちの支配がちょっと緩むのよね。そういう曖昧さのどさくさに紛れてズルを通すのが魔法だから」

　子供と大人の間の曖昧な時期、とかね。なんてサワメグはよく分からないことを言うんだけれど、そもそもわたしはサワメグと違って魔法なんか使えない。

「女の子は誰だって魔法を使えるのよ？　魔法って別に特別な力じゃないから。そう、喩たとえるならば野手がお互いにフライを譲り合って結局取れずにヒットになっちゃうみたいな」

　うん、全然分からないけど。ところで夕陽ってなんか無条件にノスタルジーだよね、なんて話をしたらサワメグは「人は誰でもよく似た夕陽をその胸の奥に持ってるって言うしね」なんて歌うように言っていて、言うのか？　知らないけど。でも夕陽が綺麗だとついつい足を止めてちょっと見ちゃうし、なんでか謎に懐かしい気持ちになる感じがある。帰省する田舎があるわけでもないのに、田舎の古い日本家屋を見ると無条件に懐かしいような気持ちになるみたいな、そんな人類共通のノスタルジーてきなのあるんじゃないのかな。いや違うか。よくよく考えてみたら、これ実際にあったわたしの古い記憶か。川っぺりの土手のところで夕陽が綺麗で、目の前にオレンジのフィルムを張られたみたいに世界の全部がオレンジで。そう……なんか誰かと一緒に居るんだよね。あれは誰だったっけ？　あ、なんか喋ってるかも。ん～？　なんて言ってるの？　『……

「もしも～し」

　サワメグに目の前でパチンと指を鳴らされて、わたしは催眠術が解けるみたいに夕陽の川っぺりの土手からビューンと学校の屋上に戻ってくる。えっとなんだっけ。そうそう、夕陽の話。

「ねえねえ。学校の帰り道に夕陽がめちゃくちゃ綺麗に見えるとっておきの秘密の場所があるんだよね。今度サワメグにも教えてあげるね？」なんて誘ってみても、サワメグは「いや、わたしはアズみたいなそういうロマンチックな感性ってそんなにないから」って、あんまり乗り気じゃない感じ。見れば綺麗だなとは思うけどわざわざそのために寄り道しようとまでは思わない、らしい。なんていうか見たまんまそのまんまの当たり前って感じなんだけど、わたしとサワメグの感性とか性格とか価値観っていうのは徹底的に合わない。でもちょっとしたことがきっかけで、なんでか結局こうして一緒に居るんだから不思議なものだよなあと思ったりもする。

「時の流れが血よりも濃い妙なものを作ることもあるらしいからね」

　いや、そこまで濃くはないよたぶん。出会ってからの時間もそんなにだし。

「ていうか、夕陽の話じゃなくてさ」

　違ったっけ。えーと、なんだ。そうだ、日下部穂高。穂高センパイ（顎のラインが綺麗）

「まぁでもアズは男食いまくってるしね～、穂高センパイがそういう恋に恋している系のロマンチックな感じで幻想抱いてるんだったらちょっと難しいかもね。そういうのはどうせそのうちバレるし」

「これでもわたしなりに節度をもってやってるつもりなんですけど～」

　なんて、ぷぅ～っとわざとらしく頰ほおをふくらませてみたりするけれど、している話がそんな手あたり次第に男食いまくってんなよ～とかそういう話なのでかわいコぶってみたってイマイチさまにはならない。とはいえ、いかんせんあの母親の娘であるので抗あらがいがたい遺伝的要素というのはどうしてもあって、自分の気持ちとか考えとかそういうのとは無関係に身体の芯のところからそういう熱がわいてきちゃうのだ。これはもう、そういう生態だと理解していただくしかない。

「ん～まあね～。無理して自分を飾って彼氏つくったって仕方ないってところはあるだろうけどね。とはいえ、アズのそういう性質を分かった上でまるっと受け入れてくれる奇跡のような人だってそのうち現れるかもしれないし、逆にそんな奇跡のような人が現れればアズのその性質だってちょっとは落ち着くかもしれないしね」

　わたしたちは巡り合うためのそれぞれの花を抱いて生まれてきたのよ、なんて、サワメグは深いんだか適当なんだかよく分からないことを口ずさむ。サワメグとそんな話をしてから改めて見てみると意外とわたしと穂高センパイの距離感が近いことに気付く。まず通学に使っている電車が同じ。十八分発の普通電車。乗り込むとだいたい同じ車両のちょっと離れたところに穂高センパイが乗っているから、同じ路線で穂高センパイのほうがわたしの家よりもちょっと学校から遠いっぽい。あと委員会が一緒。美化委員会。わたしが会合終わりに夕陽を見ていたところへ穂高センパイが通りかかったのも当たり前の話で、実は同じ会合に一緒に出ていたのだった。とはいえ最初の会合以来まだなんの活動もないからそれで実質的に絡むってことはないんだけれど、名簿には名前が載ってるし、思い返してみれば会合のとき同じ教室に居たような気もする。記憶の中で十じつ把ぱ一ひと絡からげの背景だった人たちの中から、穂高センパイだけが明確な輪りん郭かくを持って再生される。意識するまではまったく映像として像を結んでいなかったから、これも実際の記憶じゃなくてわたしの事後の捏ねつ造ぞうかもしれない。どうだったかな、どんな感じだったっけ？　なんて思いながら、ここのところわたしは毎朝電車でチラチラと穂高センパイのほうを盗み見ている。穂高センパイはだいたいドアのすぐ近くに立っていて片手でにぎり棒を摑みながらもう片方の手でアイポッドみたいなのを持って、白いイヤホンで音楽を聴きながら外を見ている。たまにフッと目が合うような気がして、わたしは慌てて目を逸そらす。そんな感じで基本ベージュ系のわたしの生活もここ最近は朝一番のほんのちょっとの時間だけパステルカラーに青春してるっぽさがある。授業はそれなりに真ま面じ目めに受けるしノートもちゃんと取る。たまにトランス状態で自分でも意味不明なラクガキを端にしてたりする。お昼はサワメグと食べる。サワメグと穂高センパイのことをワイキャイ言い合ったりする。サワメグは魔法少女だから日夜世界の脅威と戦っていたりでそれなりに忙しいっぽくて放課後まで一緒になって遊ぶってことはあんまりない。かといってわたしはわたしで世界のことなんてどうでもいいし青春の全てを捧ささげるような熱い部活動をしているわけでもないし、それでいてそこまで真面目ちゃんってわけでもないありきたりなどこにでもいる現代的な女子高生なので、イマドキの女子高生様なので、普通電車を途中下車して制服のまま適当に街をプラプラ歩いてみたりする。プラザを散々冷やかしてからお愛想みたいにどうでもいいようなヘアピンを一個だけ買ってみたりヨドバシの液晶タブレットコーナーに気合いの入った落書きを残してみたりおいしいって評判のクレープ屋さんの行列に並んでみたりもする。女の子ってわりとベリー系とかトロピカル系とかなんかフルーティーでカラフルなちょっと変わった味が好きな子のほうが多いけど、わたしはもう断然カスタード。永遠のスタンダード、シンプルイズベストのカスタードメイプルこそ至高。もうこれだったら東京ドーム一杯分だって食べちゃいたいっていうくらいに完全な別腹。おのれベージュ系の呪いめこんなところにまで。それはそうと東京ドーム一個分とかってよく単位で使われるけど、たぶん具体的にイメージしやすいようにってことなんだろうけど、そんなん言われたって実際どんなもんなのかってよく分からないよね。これ一粒でレモン四個分のビタミンＣ！　とか言われたらマジかよレモン栄養ねーなって思うじゃん。思わない？　あそう。

　それでクレープ食べながらベンチに座ってスマホぽちぽちしてたら知らない男の人が話しかけてきたりする。第一声からイエーイってノリだったり意外と丁寧な感じで喋りかけてきたりとパターンは色々あるけれども、いきなりくっそダルそうな感じで「あのさぁ」から始まるのはわりと珍しくて最初わたしは自分が喋りかけられていることに気付かない。

「君さ、めっちゃ臭におってるんだけど、自分で気付かない？」

　ぼそぼそとした声ですごく失礼なことを言われている気がする。え、もしかしてわたしのことかって思ってフイと横を見ると金髪のパンクスがいつの間にか隣に座っててすごい。短いキンキンの金髪を全部逆立ててもうそろそろちょっと暑いくらいの気候なのに黒の革ジャンに黒のスキニーで今どき珍しい模範的なパンクス。ここまでフルコンプリート装備だと反権力っていうよりはむしろ次代の伝統芸能の担にない手って感じがする。ただ外見的なパーフェクトパンクス具合に比べて元気がないっていうのか生気がないっていうのか世の中に反抗してやるぞ俺はっていう気概に欠けているような感じで、どっちかっていうともう仕事辞めようかな～とか悩んでいるサラリーマンみたいな無気力っぷり。パンクスならパンクスらしく肚はらからがなってみろよと思わなくもない。っていうか近いし。この距離感さすがに独り言じゃなくてわたしに喋りかけているんだとは思うけど、ただでさえわたしはコミュ力あるタイプじゃない上に金髪のパンクスも距離感とは裏腹にまったくこっちを見ずに遠くのほうをぼーっと見ながら喋ってて最高に絡みづらい感じだしでとっさに返事もできずにわたしはとりあえずクレープをもう一口食べる。うまい。

「ひょっとしてさ、最近このへんで男漁あさりまくってるの、君だったりするでしょ」

　そう言われてわたしも心当たりがまったくないわけでもないけれど、だとしたらどうなんだろうって感じでやっぱりまだ用件がよく把握できない。たとえばここからじゃあふたりでどこか休めるところでも行きますかみたいな話の展開はたぶんないでしょコレ。でもそうなるとそれ以外に知らない男の人がわたしに用事っていうのもあんまり想像がつかないし仕方がないからまた一口クレープを食べる。うんうまい。

「いちおー俺らもプロだからさ。困るんだよね、素人しろうとさんにそうやって好き勝手されちゃうとさ。示しがつかないっつーか」

「はあ、そうですか」

　なんかヤクザ稼業とかの方面でも色々とあるらしい。いや知らないよわたし素人さんだし。それで結局わたしにどうしろっていう話なのよってだんだんムカムカしてきて、いっそ「それで結局わたしにどうしろって話なのよ」って言ってやろうかよし言ってやろうもう一口クレープを食べたら言ってやろうって決意を固めたところでパンクスはさらっと用件を言ってくる。

「じゃあ、とりあえず死んどく？」

　極限にヤバいやつだった。ムリムリ無理。いくらなんでもそんな突拍子もなく唐突にいきなり現れて四の五の言わず単刀直入に人生終わるとかさすがにそれはないでしょう「とりあえず」ってそんな枝豆じゃないんだからチィーッスおつかれさまで～っすじゃないんだからって思うんだけど、いやそういうのもあるのかなって心のどこかで諦めている感じもちょっとある。あーやっぱそんな人生自分のやりたいように自由にばっかりやってられないよねーどっかでしわ寄せは来るもんだよなーとか思っちゃったりもする。あんまり好き勝手ばっかりやっているのもよくないよね、今さらだけど。それで特に逃げるでもなく抵抗するでも大声を出すでもなくさーてどうしたものかなーと半ば思考停止状態でクレープを食べてたらまた別の人が「ごめん待った？」と声をかけてくる。いや別に誰のことも待っちゃいないけどって見たら日下部穂高。穂高センパイ。チラッとパンクスのほうを見たあとで「じゃあ、行こうか」って言いながら手を差し出してくるからわたしは素直にその手を取って歩き出す。ちょっと行ったところで振り返ってみたけれどパンクスはそのままベンチに座っていて追いかけてくる様子はない。なんかめっちゃこっち見てるけど。助かった、のかな？

「あの」

　角を曲がってパンクスも見えなくなって、わたしがそう声をかけると穂高センパイが「あ、ごめん」と慌てて手を離す。手を離されてからわたしは「そうかそういえばいま男の人と手を繫つないでいたな」と気が付いて遅ればせながらちょっとキュンとする。

「なんか、困ってるっぽかったから」

　と、穂高センパイは伏し目で下斜め四十五度くらいを見ながら言い訳っぽく苦笑して、離した手を後ろ頭に持ってって髪をワサワサ～ってする。サラサラの髪が揺れて、あ、すっごい石せつ鹼けんの香りがするなにこのさわやかボーイ。

「あ、はい。助かりました」

　道の真ん中でいつまでも立ち止まっているのもなんだから、手を離してふたりで並んで歩きながら話すんだけど、わたしはなんか緊張しちゃってちゃんと穂高センパイのほうを見れない。左斜め上二十度くらいのところに頭があって、わりと背丈あるんだなーとか、いいバランスだなーとか思う。いいバランスってなにが？　って感じなんだけど。一説によるとこの人はわたしに惚ほれているらしいという説なども一部では言われているという説もある【要出典】

「アレ、なんだったの？　ナンパかなにか？　なんかあんまりそういう雰囲気でもなかったけど」

「ん～なんていうか」

　さすがに説明に困るっていうか、まさかわたしがこのへんで男漁りしまくってるせいで困っているなんらかのプロの人のようで、とりあえず死んどく？　って言われましたって言うわけにもいかないでしょってわたしの頭の冷静なところはちゃんと考えてるんだけれど、なんだかんだテンパってるっぽいわたしはそのまま「わたしがこのへんで男漁りしまくってるせいで困っているなんらかのプロの人のようで、とりあえず死んどく？　って言われました」って言っちゃう。うわ！　なに言ってんだわたし!?　さすがに動揺しすぎでしょ。ああ、慌てたっていいことなんてなにもないわ。落ち着かなきゃ～落ち着かなきゃ～。

「プロってなんだよ……」

「あの！　ほ……！　穂高センパイは!?」

　と、わたしはなんとか崩れた体勢をリカバリーしようとするんだけれど、散々サワメグと裏で穂高センパイ穂高センパイって呼んでいたせいで事実上の初絡みみたいな感じなのにわたしはいきなり穂高センパイのことを面と向かって下の名前で呼んでしまう。なんだこれは。泥沼か。

「あれ？　俺の名前知ってたんだ」

「委員会！　一緒ですから!!!!」

　まあ本当はごく最近までそのことにも全然気が付いてなかったんだけど。で、そのまま勢いで押して改めて「穂高センパイはなにをしていたのですか？」って話に持っていって、なんとかさっきのナニやらカニやらは誤ご魔ま化かせたような気がしなくもない。勢い、大事。

「俺はね、予約していたＣＤを取りに行くところ」

　ついてくる？　って穂高センパイが何の気なしって感じにサラッと言うからわたしも別に用事があるわけじゃないし折せつ角かくだし（なに？）ってことでそのままついていくことにする。お店はＨＭＶとかタワーレコーズとかそういう大型店じゃなくて、なんかマニアックっぽい小さな雑居ビルの狭い階段を上がったところで、ＣＤ屋さんっていうよりはレコード屋って感じの雰囲気で、まあ売ってるのはだいたいＣＤなんだけど手提げ袋のロゴまでオシャレっぽい感じでちょっと鼻持ちならないみたいな。ベージュ系女にはあんまり馴な染じみのない雰囲気だけど、ガヤガヤしてなくて静かで落ち着いてて、まあポイントは高いッスね。なんか大人っぽくてカッコイイかも（←安直）。「穂高センパイはどんな音楽を聴くんですか？」って、あ、なんかもう成り行きで普通に下の名前で呼んじゃってるんだけど、たずねてみたら「聴いてみる？」って、小首を傾かしげていま買ったばかりのＣＤが入った手提げ袋をちょっと掲げて、その仕草もなんか謎の後光みたいなエフェクトがかかっちゃってるんだけど、でもＣＤを聴けるような機材なんて持ち歩いてないよね？　今どきポータブルＣＤプレイヤーなんて持ってる人も滅めつ多たに居ないし穂高センパイはたぶんアイポッドだしって思ってたら「近くに知り合いが働いているお店があるから、そこならかけてくれると思う」って言ってて、なんかそのへんも通っぽいっていうか、へーお店の店員さんと知り合いなんだーへーって感じでじゃかじゃかハイスコアを更新中。じゃあそこに行きましょうって話になって、成り行きでアレこれちょっとデートみたいじゃね？　しかもちょっとオシャレじゃね？　なんかイケてるんじゃね？　って感じになる。わたし自分ではこういうちょっと気取ったようなのは全般に苦手っていうか敬遠してたところがあったはずなんだけど、なにしろベージュ系貯蓄ちょきんぎょなので、でもなんかこの至近距離でやられちゃうと意外と素直にいいなって思っちゃう。そんな自分が自分でもちょっと意外。

　それでちょっと行ったところの繁華街の一番外れの端っこらへんの間口の狭い古い造りの喫茶店に入る。入るとき、穂高センパイが扉を引いてくれてごく自然にわたしを先に通してくれるから、なんかすごいなどこまでもレベルが高いなって感じですごい。店員の男の人が「お、穂高じゃ～ん」みたいなノリで穂高センパイはちょっと苦笑いで「や」と右手を挙げて、あ、本当に馴染みなんだって感じで、穂高センパイがＣＤを出すと店員さんは「お、新譜じゃ～ん」って言って快く曲をかけてくれる。難しいことはよく分からないけれどとりあえずアニソンではないしヘビメタでもないし、わりと静かでオシャレっぽいやつ。席についた穂高センパイが「外れ」って小さい声で言うから曲があんまり気に入らなかったのかなって思ったんだけどそうじゃなくて店員さんが外れってことらしい。「俺あんまりアイツ好きじゃないんだよね」と言って、映画で見る外国人の俳優みたいな左右非対称の微妙な表情をして肩をちょっとすくめる。別の店員さんのほうがもっと仲良しらしい。まあ確かに穂高センパイの感じとも店の落ち着いた雰囲気ともちょっと違ってひとりだけ軽薄で浮いているような感じはある。かなり人なつっこい性格みたいで注文を取りにきたりブラウニーを持ってきたりするたびにちょいちょい喋しやべりかけてくる。ブリーチしたロン毛がワサーッてしててライオンっぽいんだけど、挙動は完全に犬科っぽい。尻尾があったらブンブン振っているだろうな、みたいな。

「穂高が女の子連れてくるなんて珍しいじゃん。学校の子？」

「んまあ、後輩」

　そう言ったきり穂高センパイはあまり喋らなくて、わたしは「おれ龍りゆう之の介すけっつうの。よろしくね」「あ、どうも。中なか萱がやです」「中萱ちゃん？　下の名前は？」「梓あずさです」「穂高と同じ学校ってことは頭いいんだ？」「いや、わたしはそうでもないです」「梓ちゃんもジャズとか聴くの？」「いや、あんまり分からないですね。エビスビールの曲とか？」「あ、リューミホね。いいよねアレ」とかなんかどうでもいい話をひたすら店員さん（龍之介？）としてて、龍之介は完全に馬鹿っぽいんだけどなんか喋りやすくてついつい話を続けちゃう感じで気が付けば折角の機会なのにわたしは全然穂高センパイと喋ってない。いや、龍之介はいいんだよ。去れ。

　念が通じてようやく龍之介がテーブルから離れたと思っても「何歳なんですかね、あの人」「大学七年生って話」「わわー……」「しかも浪人しているはずだから、わりといい歳としのはず」「わわわー……」って結局は龍之介の話ばっかりしていて穂高センパイの話はできてないって感じ。むぅままならない。わたしがいや龍之介の話はいいよって思っていたら穂高センパイも「いや龍之介の話はいいよ」って言うものだから、わたしはすわ以心伝心かとキョトンとして穂高センパイの目を見ちゃって、バッチリ穂高センパイと目を合わせちゃって、それでなんとなくふたりでフフッて笑ってなんか仕切り直しっぽい雰囲気になって、わたしはごく自然なテンションで「音楽好きなんですね」と言う。ようやくそれっぽいことを言える。

「うん、まあ好きかも」

「部活も吹奏楽部だし」

「あれ？　そんなところまで知ってる？」

「見たことありますよ。トロンボーン吹いてるところ」

　屋上からマジカル双眼鏡で勝手に、と心の中で付け加える。穂高センパイはちょっと恥ずかしそうに頭を搔かいて、それでまた石鹼の香りがふわっとして。

「本当はクラシックじゃなくてジャズがやりたいんだけどね。まあ、ウチは人数も少ないほうだしわりと融通も利くから、言えばたまにビッグバンドっぽい楽譜でもやらせてもらえたりして、そういうのは楽しい」

　わたしは音楽のことは全然分からないから、ビッグバンドっぽいっていうのがどういうのなのかすら分からないのだけれど、音楽の話をする時は穂高センパイがちょっと照れたような誇らしいような楽しそうな表情をするから、それはいいなって思って、自然とわたしの口角もちょっと上がる。

「中萱さんは？」って穂高センパイが語尾を上げて、それだけだとなにを聞かれているのか分からなかったんだけど「なにか好きなこととかあるの？」って付け足されて、あーそうかー好きなこと。わたしの好きなことなーってなる。んーと、なんだろうね？　節約、は違うよね。貯蓄？　整理整頓？　いや、たぶんそういうことじゃなくて。男漁あさり←それはダメだ。

「強いて言うなら、本は好きかも……ですけど」

　わたしはひねり出すみたいにそう答えて、よしなんとか乗り切ったぞ！　って感じだったんだけど、また穂高センパイが「たとえば誰の本が好き？」と質問を続けるから、さらにうーんってなって咄とつ嗟さに出てきた名前がオーヘンリー。言ってから自分でそんなに好きだっけ？　って思ったりもしたけれど、咄嗟に名前が出てくる程度には好きなはず。たぶん。

「オーヘンリー？」

「分かりませんか」

「うーん、外国人だよね。海外のはあんまり読んだことないかも」

　まあ日本人の作家もあんまり読んだことないけど、と穂高センパイは言う。本ってなんか勉強するために読むものって感じだから、って。

「えっと、有名だから話の筋とか聞けばわりと知ってたりすると思うんですけど」

「へー、たとえば？」

「えーっと……」ペラペラと咄嗟に作り話が思い浮かぶ女の子の話は、あれはオーヘンリーじゃなかったっけ。えーっとオーヘンリーえーっとって、わたしが必死に頭をひねっていたら穂高センパイが「たとえばどういうところが好き？」と、まるで初めからそういう意図で質問したんですよとでも言うみたいにナチュラルに抽象的に言い直してくれて、とりあえずわたしはオーヘンリーの話の筋を具体的に思い出すミッションから解放される。えっと、抽象的にオーヘンリーの好きなところ。なんだ？

「古い、昔の薄い文庫本がチャーミングで好きなんです。手触りとか」

　手の中にすっぽりと馴染む感じとかカサカサとしたセロハンみたいな紙質とか小さくてちょっとクセのあるフォントとか。穂高センパイが「本が好きって話で手触りって言うのは初めて聞いたかも」と笑うから、わたしはなんだか急に恥ずかしくなって俯うつむいてしまう。また間違えた、みたいなことをわたしの中の誰かが言っている。また間違えた。本が好きっていうのはたぶん本来はそういうことじゃないのだ。そこでああそうかと思い至る。ああそうか、わたしの場合は本が好きだから読んでいるというよりは友達がいなくてひとりぼっちだったから、教室でひとりきりで本も読まずにただ座っていたのでは様子がおかしくなってしまうから、そういう外面的なエクスキューズとして本を手に持っているみたいなところが昔からあって、だからきっとあんなにもたくさん色々な本を読んだはずなのに読んできたはずなのに、いざどんな内容だったかと聞かれるとなにひとつ具体的に覚えてなんかいないのだ。ひょっとしたら、別に本なんか好きじゃないのかもしれない。ただなにかしらの本は手に持っていないといけないから、それは必要なことだから、それで上手に収まるサイズとか手触りとかばかりが気になってしまうのかもしれない。

「つまり、誰の本が好きか、じゃなくて、どの本が好きか、という尺度なんだね。本に対してそういう評価軸がありうるっていうのは今初めて気が付いた」

「そういうのも……本が好きってことでいいんでしょうか」

「どうして？　いいもわるいも、だって本が好きなんでしょ？」だったら、本が好きなんじゃないの？　そう穂高センパイが言って、ひょっとしたらそれは単に投げやりな返事だったのかもしれないけれど、わたしはなぜか素直に「そうか、わたしも本が好きでいいんだ」って思えてきて、つい今さっきまでわたしを支配していた正しく受け答えしないといけない正しく振る舞わないといけないみたいな焦しよう燥そう感かんが綺き麗れいサッパリ消えてしまって、普通にそのままで喋ればいいんだみたいな気分になる。穂高センパイがすこし喋るだけで、勝手に暴走しがちなわたしのテンションがスーッと落ち着くからすごい。そんな感じでようやく穂高センパイとちょっと話が弾みそうかなーみたいな気配が出てきた頃合いに空気を読まずにまた龍之介がテーブルに寄ってきて、わたしもわたしでついつい龍之介と喋っちゃうし、いやだから龍之介はいいんだってばって思って穂高センパイのほうに目を向けたら、穂高センパイはなんか無みたいな顔をしてそっぽを向いて虚こ空くうを見ていて心ここにあらずって感じで、アレ？　ひょっとしてなんか不機嫌になってないかな？　なにかマズい流れなのでは？

「中萱さん」

　龍之介がテーブルを離れたタイミングで穂高センパイがそっぽを向いたまま声をかけてきて、わたしはついビクッとなる。

「はい!?」

「外にさっきの男が来てる」

　お店はキュッとした感じであんまり見通しがよくないし、わたしのほうがお店の奥側の席に座っているのでここからだと外の様子はギリギリ見えないのだけれど、穂高センパイの位置からだと外が見えるみたい。真っ直すぐ見ちゃうと向こうに気付いていることを悟られてしまうから直視しないように視界の端で見ていて、そのせいでなんか曖あい昧まいなところを見つめることになっていたらしい。え？　いやなんか理屈は分かる気がするけれどそんなこと実際にできるの？　まあ穂高センパイがそう言っているんだからたぶんできるんだろうけど。

「パンクスの人ですか？」

「あんまり隠おん密みつ行動には向かない髪色だね。あっちの路地に居る。たぶんあの位置だと向こうからは俺は見えてても中萱さんのことは見えてないと思う」

「つけてきたんですかね……」

「たぶんね」

「どうしましょう……」

「龍之介さん今日何時上がり？」と、穂高センパイが龍之介に声をかけて「え？　早番だから六時には上がるけど？」「車でしょ？　中萱さんがちょっとヤバそうなやつに付きまとわれててさ。龍之介さん中萱さんを裏から出して送ってあげてもらえない？」って話をつけてくれる。龍之介はなにげない風を装ってチラっと外を見に行って「え、なにアレ？　普通になんか雰囲気ヤバいんだけどアイツ」とか言ってる。

「向こうはたぶん俺がここに座ってたらあそこを動かないと思うから、俺はもうちょっとここで時間を潰つぶしてから適当に帰るよ」

「オッケーオッケー」

　そんな感じでわたしは龍之介が仕事を上がるタイミングで一緒にそーっと裏口から出る。最後に小さく手を振ってみたけど、穂高センパイはパンクスに見られているからノーリアクション。なんか慣れてるっぽい感じなんだけどこんなシチェーションに慣れることなんかそうそうあるとも思えないし、たんに地の性格がすごい冷静で目端が利く人ってだけなんだろうか。それか実はどこかの国の秘密諜ちよう報ほう機関のエージェントだったりしたりして。さすがにないか。

　龍之介の車は地べたを這はうみたいな黒いミニバンであちこちが銀ピカに光ってて窓にはカーテンまでついてて露骨にあちゃーって感じだったんだけど、かけてる音楽がまだオシャレっぽい感じだったから多少の救いがあるかもみたいな。前門のパンクス後門の龍之介。これ穂高センパイわりと采配ミスなのでは？

「いや大変だね。ストーカーってやつ？」「うーん、たぶん。よく分からないですけど」「前から？」「いやー、ついさっき会ったばっかりだと思うんですけど」

　いくら人の顔を覚えるのが苦手なわたしでも、あんな教科書通りの模範的なパンクス、前に会ったことがあればさすがに覚えていると思う。たぶんだけど。

「座ってクレープ食べてたらいきなり声かけられて、そこを穂高センパイに助けてもらったんです」

「へー、穂高やるじゃん。梓ちゃんは？」って謎の疑問形で終わるからなにが？　って感じだしなにが？　って顔をしてたら「穂高のこと好きなの？」って直球で来るから「いえ、そういうことでは」って、とりあえずまだ、今のところは。

「じゃあまだ俺にもチャンスがあるってことじゃん」ないです。

「まぁでもね、分からないでもないけど。変なのに付きまとわれるのも。梓ちゃんなんかそういうの出てるから」「出てる」「フェロモンてきなやつ」「フェロモンてきな」

　それはたぶん制服による女子高生ブーストでしょう。中身はただのベージュ系グラデーション女である。

「んー、なんか可か愛わいいとか綺麗とかそういうのとは別でさ。そそるっていうのがあるじゃん？　そういうやつ」

　あ、いまさりげなく可愛くもないし綺麗でもないって言われた気がするけど、まあいいや龍之介だし。いちいち傷付いていても割に合わない。

「そそりますか、わたし」

「そそるね」

「性的に？」

「まあ性的に」

「わたし未成年ですよ」

「でもさ、ぶっちゃけ関係なくね？　そういうの」

　そうですか。だんだんめんどくさくなってきたわたしは単刀直入に「いくらなら出せますか」ってきいて、龍之介のほうも別にそんな驚くでも戸惑うでもなくわりと妥当な相場で提示してくるし、なんか慣れてるかもって感じで「いやさすがに車はヤなんで。ちゃんと休めるところならいいですよ」ってなったよってところまで話したところでサワメグに「コラコラコラコラ～～～～～～!!!!」と怒られる。バシーッとお箸をわたしの眉み間けんに突き付けて「いいですよじゃないでしょなんでそうなるのよ????　は？　マジで意味分かんないんだけど？　なに？　誰？　龍之介？　は????　そーーーーんなフラグどこにもなかったでしょ～～～～～????」って、いやさすがに声がデカいよ。人ひと気けもまばらな屋上でお弁当してるからまあいいんだけど、いやよくない、さすがに声がデカいよやっぱり。

「え？　なに？　穂高センパイは？　アズを二度も窮地から助けただけでフェードアウトで？　ほんで龍之介？　え？　マジなにそれ？　誰？　つーか誰??」

「だからその穂高センパイのいきつけのお店の店員さんで……」

「そーいうことを聞いてるんじゃあーりーまーせーんー!!!!」

　ボーンッ！　と、興奮しすぎてついつい魔法パワーでリアルに怒ど髪はつ天てんを衝ついていたサワメグがドサッと座りなおして「いやマジでアズのそういうところ本当に意味分かんないわー」とかぶりを振る。金色に輝いて逆立っていたゆるふわカールのふたつ結びがふわっと落ちていつもの栗くり色いろに戻る。まぁサワメグは愛と正義の魔法少女だから価値観としてはまるで相いれないだろうなとは思う。

「え？　なんで？　穂高センパイが石せつ鹼けんの香りのするさわやかボーイかつ良いバランスの身長差でシャレオツな音楽を聴いててシャレオツな喫茶店の常連でハイスコア更新でしかもアズの暴走超特急メンタルも宥なだめられる敏腕ポケモントレーナーでありながら冷静で抜け目ない性格とかそのへんの話からなにがどうなって龍之介なわけ？」

「だからそのへんはそういうスコアとはまた全然別なんだってば」

　ていうか穂高センパイは食っちゃマズいでしょ食っちゃ。

「それで？　なに？　そのラーのつくホテルてきなサムシングにトゥギャザーでゴーして？　ヤングなメンのネイキッドボディーをウォッシュしたりするわけです？　したんです??」

「そりゃまあ多少は」

　ウォッシュしないと気持ち悪いしね。

「ユーもネイキッドで？」

「ミーだけ着衣もそれはそれでどうかって感じもするし」

　制服だと着衣をご希望なさる方もそれはおられたりもしますけれども、普通に制服汚れちゃうのヤだし、いろいろとややこしいしめんどくさいじゃん。ややこしいのがヤだからなるべくめんどくさくないようにもっぱらラーのつくホテルてきなサムシングを使ってるのに。ラーならだいたいお風呂も大きいしね。お風呂が大きいと色々と捗はかどる。

「あーもー、だいたいね」

　はい、出ましただいたいね。このだいたいねはサワメグのお説教モードにスイッチが入った合図でだいたいねが出るともうわたしごときがなにをどう口答えしても無駄なのである。嵐が通り過ぎるのを首をひっこめてジッと待つしかない。

「男漁あさりが過ぎておにぎりに目をつけられて下へ手たしたら命も危なかったかもっていうその当日にまたその辺の適当な男をペロッと食っちゃいますか普通？」

　や、普通の人はそもそもどんな時でも適当な男をペロッと食っちゃったりはしないと思うけど、ってちょっと言い返そうとしたら「いいから聞け」と怒られたから「ハイ」と答えて大人しく聞く。

「マジな話、ちょっと自粛したほうがいいと思うよ。まーもうバッチリ顔も見られちゃってるしここから逃げを打ったとして逃げ切れるかどうかも微妙って感じだけど。なにしろ相手は曲がりなりにもプロなわけだし」

「うーんそうねー」

「あのね、話聞いてる？　かかっているのはアズの命であってわたしの命じゃないんだけど」

　そう、実際ピンチである。例のパンクスは明確にわたしをターゲットにして狙ってきているわけで、一日やそこら逃げ切ったところで仕方がないのだ。顔も見られてるしそのうえ制服着てたから学校もバレバレだろうし、そこまで判明してたらわたしを探し出すのなんてお茶の子さいさいだろうなーなにしろプロらしいし。プロってなんだよ。ひょっとしてこんなのんびり屋上でお弁当を食べてる場合じゃなくて今すぐ荷物をまとめて沖縄かどっかに高飛びするべきなんだろうか。あ、いいかも沖縄。青い空！　青い海！　スキューバダイビングとかしたいね。あーサンダル買わなきゃ。「アズまた現実逃避してるでしょ」ハイ。

「わたしは世界の脅威と戦う魔法少女だから世界の脅威以外を相手に魔法は使えないの。それはルール違反になっちゃうから。おにぎりはアズにとって脅威かもしれないけれども残念ながら世界の脅威ってわけじゃないからわたしがアズのためにおにぎりを倒してあげるってのはできないのね。悪いんだけど」

「うん、それは分かってるよ」なんとなくだけど。

　魔法少女と言っても色々と大変なようで、さまざまなルールとか決まり事なんかがあって自分の好き勝手に魔法を自由に使えるというわけではないらしい。魔法は基本的に「ズル」だから、無制限にズルをできちゃうとなにかとマズいってことみたいで、そこには制限が掛けられている。ルールを破ると逆に魔法少女のほうが「世界の脅威」と認定されて狩られてしまうことになる。そんなことを例の感じの悪い黒い犬が言っていた気がする。そのうえわたしはちょっと一般的な社会通念では受け入れがたいような生態をしているから、世界の脅威とまでは言えないまでも社会の脅威ぐらいではありえるわけで、社会の脅威程度のチャチさでしかないからサワメグの敵にはならずに済んでいるっていう、ただそれだけの話に過ぎなくて。それでも他の誰かにとっては看過できない社会の脅威ではあるわけで、だから自分のやりたいように好き勝手に生きている限りは、こういう事態は避けられない。

「逃げるなら逃げる、迎え撃つなら迎え撃つでなにか考えないと。そのままボヤーッとしてたらトンッと後ろから刺されてそれで終わりってことになっちゃうからね？　ちゃんと考えてるの？」

「あーねー」

　ぶっちゃけあんまり考えてない。ていうか考えてみたところで打つ手がないような気がする。警察？　警察とかでなんとかなるのか？

「お母さんには連絡した？　いま家に居ないの？」

「あーダメ。たぶん当分は連絡もつかないっぽい」

　居なくなる前にポーンしていく金額でだいたいの期間の目め途どぐらいは予測がつくけど、今回はちょっと長めっぽいような気配があるし、実際ここのところ毎回留守電だし。まあいちおう留守電入れておくか。でもなんて言えばいいんだろう？　調子に乗って男漁りしまくってたらヤバいのに目をつけられて命が危ないです？　お母さんに？　まぁそうか。素直に言うしかないのかなそこは。

「ひょっとすると、もとからアズのお母さんの不在を狙ってのことかもしれないわね。偶然じゃなくて計画的なのかも」

　でもアズを殺したところでどうなんだってところもあるし、そうなると本当の狙いはむしろあの炎の魔女のほうか。なんて、サワメグはあぐらをかいて腕を組んで、難しそうなことをブツブツとひとりで呟つぶやいているんだけど、わたしにはそのへんの話はよく分からない。珍しく綺き麗れいに巻けただし巻き卵をもぐもぐ食べながら、向かいでウンウンと頭をひねっているサワメグをボーッと見ていたら、またサワメグが「あのねぇ……」と言う。あ、はい。すいません考えます。

「アズひょっとして別に死んでもいいとか思ってない？」

「いや、それはないんだけど」

　でもまあ、そういうこともあるのかな、ぐらいの感じはしている。わたしみたいに生まれついちゃったのが人間の社会で普通の人間に混じって普通に生きていくなんていうのがそもそも土台無理な話だったんじゃないのかなみたいな諦めは、だいぶ前からある。今日を乗り切って明日、明日をなんとか乗り切って明後日、そうやってギリギリのところで日々の生活を積み上げていったところで、いつかは崩れる。ジェンガを無限に積み上げ続けることはできない。

「あのね」

　と、サワメグはバチーンッ！　てわたしの頰ほおを両手で挟み込んでズイッと顔を寄せてガッチリ目を合わせてくる。

「どんな風に生まれついたとしても、生まれちゃった以上は生きなきゃダメなんだからね」

「ハイ」

「アズは社会の脅威かもしれないけれど、わたしの友達なんだから。わたしは社会なんてふわっとして曖あい昧まいでなんだかよく分からないようなものよりも、友達のほうが大事」

「ハイ」

「わたしにはわたしの正義があってわたしの敵を倒すけど、わたしが倒す敵のほうにだってそいつらの正義があるのよ。お互いにお互いの都合があって勝つやつと負けるやつが居る。それだけの話」

「ハイ」

　わたしはサワメグにガッチリ目を合わせられるともうハイと言うだけのマシーンになってしまう。たぶんこれも、そういう魔法なんだと思う。

「負けんな。頑張れ。斜に構えんな。まだ若いんだからそんな世間を全部みてきたような疲れたことを言うな。気合いを入れろ。魂に火をつけろ」

　そう言ってサワメグは最後にゴチーンとおでこをぶつけてきて、痛いだけで別に気合いが入ったりはしなかったんだけど、まあなにかしら善処してみようかなという気にはなったかもしれない。少なくとも、死ぬまでは生きるのを諦めるのはやめておこうかな。まだ、今のところは。

「じゃあとりあえずハイこれ」

　サワメグは髪をふたつ結びにしていた赤いシュシュを片方ほどいてわたしにくれる。髪をひとつ結びに直しながら「マジカルお守り。ちょっとだけアズのことを守ってくれる」と説明する。いやマジカルお守りて。

「わたしがアズにしてあげられるのはここが限界。あんまり私情で肩入れしちゃうとわたしが魔法のバックラッシュを食らっちゃうから、あとは自分でも精一杯がんばってよね」

「うん、ありがとう」

　わたしはシュシュでくくるほど髪が長くないから、それを左手首につけておく。サワメグのシュシュはほんのりとサワメグの匂いがしてそれがほわっとわたしを包むからなんとなく守られているような感じがする。魔法少女のご加護があろうとヤバい金髪のパンクスに命を狙われていようと期末テストは無慈悲に容赦なくやってくるから、真ま面じ目めってほどでもないけれどそこそこは真面目だったりもするわたしはやおら放課後に図書室でテスト勉強を始めたりする。そしたらそこに穂高センパイが通りかかったりして、あれから大丈夫？　みたいな話をして、その成り行きでちょっと数学を教えてもらったりもする。

「穂高センパイすごいですね。頭いいんですね」

「いや、だって俺二年だし」

　一年の範囲分かんなかったらヤバいでしょ、って穂高センパイは苦笑いするんだけどそういうものなのか。わたしなんかテストが終わったらせっかく入れた知識も端から全部ダダ漏れしていくような感じがする。とりあえずバッファに入れてプリントアウトだけしたらもうおしまいみたいな。地味で地道だけが売りって言っても目の前の仕事をとりあえずこなすばっかりであんまり長期的な展望とか計画性とかそういうのがないんだなと自分で気付く。対症療法、場当たり的、戦略も戦術もなくただひたすらにボールに群がるだけの小学生のサッカー。だからおうちもどれだけ頑張っても抜本的に綺麗に片づいたりはしないのだ。んー、いちおう本人てきには真面目にやってるつもりではあるんだけどなぁ。なんか流れでわたしと穂高センパイは向かい合わせに座ってテスト勉強をする。図書室の机は大きくてそんなに親密な距離感でもないし図書室なんだから当たり前なんだけど穂高センパイもそんなに喋しやべらない。でも気まずい感じも全然なくて、穂高センパイの沈黙には漠ばく然ぜんとした受け入れられているような気配があって安心する。もうドキドキしすぎて回転数がレッドゾーンまで有頂天！　なんてことはさすがにないけれども、普段よりもちょっとだけ速くリズムを刻む自分の鼓動がちょうど心地良い感じで。ノートに文字を書く手とか指とか、ノートに書かれた文字が特別に綺麗ってわけでもないけど丁寧でちょっとチャーミングだったりとか、行き詰まった時に左手で自分のほっぺをつまんでむにむにする癖とか、そういう細かな情報を拾い集めてわたしはちょっと穂高センパイのことを分かったような気になる。まぁ、実際には今までした会話を全部あわせてもトータルで原稿用紙三枚分あるかどうかってぐらいだろうから、分かったような気がするのも受け入れられている気がするのも全部わたしの気のせいで希望的な観測なんだろうけれど。希望的？　うん、希望的。わたしはそれを希望している。気が付いたらわたしの手は止まっていてなんとなく穂高センパイの顎らへんをじっと見ている。綺麗なんだよ、顎のライン。目が合ってビクッとなってわたしは初めて穂高センパイの顎をめっちゃ見ていた自分に気付く。

「さて帰るか」

　ノートをポンと閉じてそう言った穂高センパイの「さて帰るか」の中にわたしは自分勝手に「一緒に帰りましょう」のニュアンスを見みい出だして帰り支度を始める。ふたりで一緒に図書室を出る。並んで駅まで歩く。これってひょっとして健全な高校生てきにはほぼほぼ付き合っているのでは？　周りからは付き合ってるように見えるのでは？　とか考えてわたしは急に周囲の目が気になりだす。露骨に挙動不審になる。

「やっぱ気になるよね」

「ふぇっ!?」

　なになにチョンバレですか恥ずかし～～とか思ってたら穂高センパイが続けて「例の金髪」っていうから、ああパンクスの人に怯おびえて周囲を気にしてると思われたのかって合点する。ていうか普通はそうだよね。そういえばわたしいま命を狙われてるんだっけ。そう思ったらだんだん腹が立ってきておのれパンクス！　って感じの気持ちが高まってきてたんだけど穂高センパイが「送ってくよ。物騒だし」とか言い出して心の裁判員が一転全会一致でグッジョブパンクス！　みたいなノリになる。いや、よくよく考えたらなにもグッジョブじゃないよ。

　帰りの電車は空いてるから二人で並んで椅子に座って、そしたら穂高センパイが鞄かばんからアイポッドを取り出して音楽聴き始めちゃって、あーやっぱりそういう感じかー大して会話も弾んでないしねーって落ち込みかけたところでイヤホン片方こっちに出して聴く？　みたいな顔してるからわたしはゲンキンにまたすぐ元気になる。もうちょっとだけ身を寄せて、ふたりでイヤホンを分け分けして音楽を聴く。やっぱりなんかわたしには馴な染じみのないちょっとオシャレっぽいやつでよく分からないんだけど「どう？」「好きです」みたいな曖昧な会話をする。最寄り駅からおうちまで歩いてる途中で唐突に猛烈な雨が降ってきてふたりで走る。「上がってって下さい。タオルぐらいはありますので」なんて言いながらグッジョブ雨！　って軽く天に拳こぶしを突きあげてガッツポーズしたいくらいの気持ちなんだけど、玄関のドア開けた瞬間にそういえばうちめっちゃ散らかってるんじゃん！　ってなってわ～どうしよう～どうしよう～ってなる。

「うちお母さんがちょっと物欲の権化っていうか、キャパシティーを超えてモノ買っちゃう病って感じで、ちょっとっていうかだいぶ散らかっちゃってるんですけど、わたしは毎日お片づけ頑張ってるんですけど……」

　とか、しどろもどろの言い訳しながらちゃちゃくちゃのリビングに穂高センパイを通したところで「おかえり」ってパンクスがくっそダルそうに迎えてくれて死ぬほどびっくりする。

「なにもう連れ込んじゃうわけ？　マジで早業じゃんスゲーね」

　パンクスはお母さんの鞄やバッグやバスケットたちを蹴散らしてソファーにひっくり返って、お母さんが読みもしないのにズラッと並べるのが好きで本棚にズラッと並べてるだけの世界名作全集からヘッセとか出して読んでて超くつろいでる感じ。いや、おかえりじゃないよなにひとんちで勝手にくつろいでるのよとかそういう話が先だと思うんだけどわたしは「穂高センパイはそういうんじゃありません！」とかそういうどうでもいいようなところが引っかかって言い返してる。

「え？　なにそういうのじゃないって。マジでフォーリンなラヴとかそういう話？」

　パンクスはヘッセをぽいってやってポケットからバタフライナイフを出す。折せつ角かくのバタフライナイフなのにカチャカチャーンって感じじゃなくて両手使って普通に刃を出す。

「概おおむねは！　そのような感じの！」

　興奮しちゃってるわたしは売り言葉に買い言葉でどんどんどうでもいいようなことを大声で言っちゃう。いや、どうでもよくはないよ大事なことだけど。ていうか大事なことじゃん！

「いやー、それだけ好きなように男食い散らかしといてピュアーなラヴは別腹ですとかそういうの普通に無理っしょ。厚かましくない？」

「別なものは別なんだからしょうがないでしょ！　欲求の出で処どころがちがうの！」

　ってどんどん変な方向に話それてたら「ていうか普通に不法侵入でしょ」って穂高センパイが超クールにスマホ出してる。

「あー少年？　ひょっとしてあんまり事情分かってない？　警察とか呼んでも無駄だから」

「は？　なにそれ」

「俺は今からその女を殺す。まぁ当然警察は来る。それでなんやかんやあって、その女は自然死ってことになる」

「いや、マジで何言ってんだか分かんねえんだけど。普通にダメでしょ殺しちゃ」

「殺していいんだよ。殺していい奴やつなのそいつは。だってその女男食いまくってんだぜ？」

「それが殺すほどの話かよ」

「は？　男食ってんだぜ？　むしろ死ぬ以外にどうやって始末つけられるっていうんだよ」

　パンクスがノロッと立ち上がる。片手でバタフライナイフを弄もてあそんでるんだけどやっぱりカチャカチャーンみたいな例のアレじゃなくて、普通に開いたナイフをそのままイジイジしてるだけでなんか冴さえない。そこまでビジュアルに力入れてるんだからもうちょっとそのへんも煮詰めろよって感じはする。

「あーアレか。ひょっとして少年のほうもその女にマジでフォーリンなラヴとかそういう話？」

「まあ概ねは。そのような感じの」

「いちおー言っとくけどそれ勘違いだから。その女はそういうふうにできてるの。お前がその女になんか欲情とかしちゃうのはタマネギを切ったら涙が出るとかコショウを振ったらくしゃみが出るとかそういうのと同じ話ね。アンダスタン？」

「それで？」

「それでもクソもねぇよ。そういう話。あーめんどくせ」

　パンクスは露骨にイラついてるっぽく頭搔かいて。

「あー俺もいちおープロだからさ。なるべく一般の人にはご迷惑をおかけしないようにってことで一般人の居るところじゃ引いてたんだけどさ。お前も分かった上でやってるってことならもう同罪ってことでいいよな？　書かなきゃならない始末書のこと考えるとそれもめんどくせーけどまぁどうにかなんだろ」と、ナイフを穂高センパイに向けて「お前も一緒に死んどくか」とそこから穂高センパイの動きは速かった。

　パンクスが踏み込んでナイフを突きだすのと同時に、手に持っていたスマホをホイッとパンクスの眼がん前ぜんに投げる。たぶん、ダメージを狙ってのことじゃなくてフェイントてきな。パンクスは自分の顔に向かって飛んでくるスマホを完全に無視して目も閉じない。パンクスのおでこにコンッとスマホが当たる。パンクスのナイフを持った腕が真っ直すぐに伸びる。穂高センパイはその手に、正直見ててもどういう動きだったんだかよく分からなかったんだけどジャンプして、こう（こうのジェスチャ）巻き付くみたいにとりついて、そのまま空中でパンクスの腕を支点に回転して、落下する勢いでゴーンッ！　と引っくり返らせる。カランッという音がして、パンクスのナイフが床に落ちている。取り落としたというよりは、倒れた時に誤って自分を刺してしまわないように自分から手放したみたいにも見えたような。ふたり一塊になって地面に倒れるんだけど、穂高センパイのほうはちょうどパンクスに馬乗りになるような体勢になっていて、一瞬おおっ！　って思う。でも、穂高センパイが床に落ちたナイフを拾うか遠くに弾はじくかしようとしてちょっと腰を浮かせた拍子に、パンクスが力任せに腕を振って、穂高センパイはものすごい勢いでキッチンのほうまで飛んでいっちゃう。ゴンガシャーンッ！　ってすごい音がする。わあ！　大丈夫ですか!?!?

「ビビった～。なんだアイツ素人しろうとじゃねぇのかよ」

　って呟つぶやきながら、パンクスはのっそりと起き上がってナイフを拾う。ちょっと驚いただけって感じで首をポキポキ回して「ま、いっか。じゃあ死ぬ？」ってすごいカジュアルにナイフ突き刺してくる。わたしは（あ、死んだ）って思ったんだけど、ナイフの刃先がわたしに触れた瞬間に冬の静電気のめちゃくちゃすごい版みたいなのがバチーンッてなって「あっつ！」ってパンクスがまたナイフを取り落とす。あ！　ひょっとしてサワメグのマジカルお守り!?　って思って左手首を見ると、サワメグのくれたシュシュはもう役目は終わったとばかりに赤い煙になって消えそうになってて、え、ちょっと待って今のでお守り効果終わり？　バチーンッてなっただけでアイツ全然生きてるんですけど!?　ほんとにほんの少しだけしか守ってくれてなくない!?　いくらルールとかそういうので勝手はできないっていったって魔法少女なんだからさすがにもうちょっと頑張ってくれてもいいでしょ!?　って思ってもそんなの後の祭りでパンクスは「いった～ビビった～なんだよマジで」って言いながら、また普通に落としたナイフを拾ってる。アッハイ。それで改めて刺して終わりッスよね。

　あ～死ぬ。もう終わった～って思ってたら「え、なにこれ？」ってパンクスの声がして、見たら今度はパンクスの胸からエクスカリバーが生えてる。パンクスはそれを見て、ちょっと驚いただけって感じで「マジかよ」と言って、そのまま白目をむいて倒れちゃう。死んじゃう。

「すっげ。なんか豆腐切るみたいにスーッて刺さったけどコレ」

　パンクスを後ろからエクスカリバーで刺し貫いた穂高センパイも手ごたえのなさにびっくりしてる。

「あ、それ伝説の聖剣なんで。地上最強の」

「……らしいね」

「真の勇者にしか扱えないんですけど」

「……そうなんだ」

　どういう由来でうちにあるんだかはわたしも知らないけれど、お母さんがそう言ってたからたぶんそうなんだと思う。とはいえ、お母さんはグーパンの人だから剣なんて使うことないし、わたしも当然剣なんかあっても使い道がないから、それでそのままキッチンの肥やしになっていたのだ。たまに天井の蜘く蛛もの巣を払うのに使ったりするけど、まあ要するにただの長い棒としてしか活用されたためしがない。ところで「らしいね」ってどういうことだろう。穂高センパイもエクスカリバーのこと知ってたのかな？

「これ死んだよね」

「そうですね。死にましたね」

　パンクスは身体のド真ん中を貫かれてドクドク血を流しながらもう動かない。なにか引っかかるところはあった気がするけれども、そんなことより今度は目の前に現れたパンクスの死体という現実的な問題に対処しないといけなくてそれどころじゃない。放っておくとどんどん血が出てきちゃうからどんどん掃除がめんどくさくなる。

「マジかー。まあ正当防衛ってことでなんとかなるよねコレ。さすがに」

「カーペット汚れちゃう。穂高センパイちょっと運ぶの手伝ってもらっていいですか？」

「運ぶ？」

「はい、ここだとさすがに部屋とかいろいろ汚れちゃうんで。お風呂場に」

「え、でもこういうの動かしたりしないほうがいいんじゃないの？　警察の都合とかで」

「警察呼ぶとマズイんじゃないですかね。なんか警察とも繫つながりがあるっぽいようなこと言ってましたし」

「あー、言ってたかも」

　人間やっぱり死んでるとめんどくさいもので、ふたりがかりでもなかなかお風呂場まで持っていくのも一苦労である。血も出てるからなにかと気遣うし。普段は自分で歩いてお風呂場まで行ってくれるから楽なものなんだけど。お風呂場のタイルにパンクスを転がして脱衣所で服を脱いでると普通に穂高センパイが見てるから「あの、すいません。さすがに出ててもらってもいいですか」って追い出してドアを閉める。「ねぇ、それどうするの？」ってドアの向こうから穂高センパイがきいてくるから「食べますよ。仕方ないですし」ってこたえる。別に食べたいコンディションでもないけどこうなった以上は仕方ない。

　パンクスの服もひっぺがして一通りゴシゴシ洗って頭からまるごとかじる。モリモリモグモグ。

「男を食うって言っても、お母さんはハーフなんでわりと性質強く継いでてめっちゃ強かったりしてもっとハチャメチャに無茶苦茶できたりするんですけど、わたしはさらにその半分だからせいぜいまるっとまるごと全部食べれるってぐらいで別に喧けん嘩かが強かったりするわけじゃないので抵抗とかされるとどうしようもないんですよ。なのでいつもは自分で服も脱いでもらって自分で洗ってもらって無防備なところをガブッとやるだけなんですけど」

　バリバリモグモグ。

「あ、男食うってそういう話？」

「はい、そうですよ？」

　あ、そういえばもう普通にバレちゃってるけどコレはコレでなんかマズいんだっけ？　なんとなく一段落してホッとした勢いであんまり頭が働いてなかったけれど、でもここまできちゃったら隠し立てするのも無理な気がするしもう仕方ないか。なるようになれ。

「じゃあ援助交際だか売春だかって噂うわさは」

「そういう風に思っててもらうほうがまだマシかなって思って別に否定もしてないんですけど、それはいちおー自分なりの基準っていうか、制服の未成年お金で買ってどうこうしようなんて人なら別に食っちゃってもいいかなーみたいな」

「あー、なるほど」

　ムシャムシャ。

「お風呂場でやっちゃえば食前も食後も洗うの楽ですし合理的かなーって」

「それはそうかもね」

　なるほどそういうことかーとか言って穂高センパイはなにかを納得したらしい。

「全部まるごと食べちゃうとほとんど痕跡も残さずにただ消えちゃうだけなんで、あんまり事件にもならないっぽいんですよね。まぁ本気で疑われてちゃんと捜査とかされればルミノール反応とかＤＮＡとかそういうのは出ちゃうんでしょうけど」

「じゃあそいつも丸ごと全部消えちゃうわけ？　骨とかも」

「はい、骨も丸ごといけます。もう半分くらいはいった感じですね」

「そうか、ならいいか別に」

　と、わたしは唐突に思いついてバーンッ！　と扉を開けて「あの！　でも穂高センパイのことはそういうことではなく！」とか言うんだけど「や、とりあえず食べ終わってからにしない？　わりと普通にグロいんだけどソレ」って言われて、素っ裸だし血まみれだし片手にはもぎりとったパンクスの腕とか持ってるしで、わ！　なにやってんだ！　って感じで慌ててまたドアを閉める。

「ハイ……ハイただちに……」

「あーゆっくりでいいよ。俺ヘッセでも読んでるから」

　それからまるっとパンクスの死体をやっつけてついでにお風呂にも入って、あと部屋の汚れちゃったのとかも掃除して、血のついたカーペット以外はほとんど綺き麗れいサッパリ痕跡もなくなってってぐらいまで話したところでサワメグが呆あきれ返ったみたいな表情で「それでいいのかよ……」とか言ってる。

「それでなに？　アズと穂高センパイは結局付き合ってんの？」

「いや、別にそういうわけでは」

　まだ、今のところは。そういえばもうお互いに勢いで告白しちゃったようなところがない気がしないでもないけれど、概おおむねはそのようなって話だしなんか曖あい昧まいだしそのあともなんかゴタゴタしちゃってそれどころでもなかったし、そのへんはどうなんだろうね？

「は～……まあなんにせよいい感じっぽくてよかったわね」と言って、サワメグは雑にパチパチと手を叩たたく。おめでとーおめでとー。「へーそうか～人食い鬼の娘にも春が来るとかそういうのあるのか～、ていうか穂高センパイすごい包容力っていうか、受け入れ力？　だね。わたしも諦めずに頑張ってみようかな」

「なにサワメグもいい感じの人とか居たりするの？」

「どうかしらね。ていうかおにぎりも一匹やっつけりゃ終わりとかそういう話でもないでしょうに、今後どうするの？」

「あ、お母さんが言うにはたぶん今回のは功名心にはやった単独行動の野良おにぎりだろうって。たぶんこれが続くってことはないみたいな感じらしいけど」

「あー、やっぱ本命はアズのお母さんのほうだったのか。あの炎の魔女を倒して名を上げようってイキったやつだったわけね。それならそれでそれなりに腕に覚えもあったんだろうけど、本命をおびき出すための前ぜん哨しよう戦せんで死んでりゃそりゃ世話ないわ」

　まあ、炎の魔女はアレはアレでハチャメチャなように見えて意外と根回しとパワーバランスで上手うまく立ち回っているところあるからね。大きく組織立っているところほどそう簡単には敵に回せないみたいなところはあるか～。とかサワメグはなんか訳知りっぽいようなことを言ってて、わたしはそんなヤクザな世界のことはよく知らないのだけれど、なにか微妙な力の均衡みたいなものがあるっぽい。

　そんな感じでなんかバタバタと色々とあったけれども、わりとわたしの日常にはこれといって大きな変化もなく、そこそこ真ま面じ目めに適度に退屈に、相変わらず地味で地道なベージュ系の高校生活を送っている。明日からの期末試験に備えて今夜は突貫一夜漬け勉強をしたりもする。期末試験が終わればいよいよ夏休みで、高校一年生の夏休みで、わたしのこの変な習性を知った上でも友達で居てくれる人も居たりして、スタートダッシュには出遅れちゃったけどようやく少し輝かしい青春っぽい気配がしないこともない感じがする昨今、わたしはちょっと、これはしばらく男漁あさりはもう控えておこうかなとか考えたりもしているわけです。とりあえず、今のところは。
















「夏と言えばやっぱ水着回でしょ」

　期末テスト最終日、細かいことはさておきなにはともあれやったー終わったー！　ってテンションで学校帰りにサワメグとふたりで駅前のショッピングモールに寄り道をして、サワメグは普段はだいたい魔法少女てきな活動かなにかで忙しそうにしているからこうやって学校以外の場所で一緒に遊ぶのは珍しいんだけど、ていうかこれが初めてだっけ？　なんだけど、なにしろすっごく広いショッピングモールで目的もなく漫然と歩いていると一瞬で陽ひが暮れてしまうから「サワメグなにか買いたいものとかあるの？」ってきいてみたらサワメグがそう言って、「海に行きましょう」って。

　海かー海ねー、うーん漠ばく然ぜんと楽しそうだけど、青春っぽいし。でもわたしとサワメグのふたりで？　「どうせだから穂ほ高たかセンパイも誘ってみれば？」なんてサワメグは気楽に言うんだけど、なんというか今ぐらいのこの微妙な距離感でいきなり水着回ってなんていうかこう、ちょっと不健全なのでは？　うん、そう微妙な距離感なわけ。

「お風呂はよくて海はダメってそれもどうなのよ……」

「いや、お風呂も良いってことは全然ないけどさ」

　アレに関してはわたしも別に健全だと思ってやってるわけじゃなくて不健全上等な感じなんだけど、でもホラ、たとえ全裸でもお風呂でもその事実まで含めて全部まとめてお腹なかの中にボッシュートだから、まあ多少はね？

「ふーん、相変わらずアズのそのへんの価値観はよく分からないけど、気にし過ぎなんじゃないの？　別に水着くらいいいじゃん減るもんじゃなし」

　そりゃサワメグはいいよ。真っ赤なセパレートとか着てもなんかアネッサ（ＳＰＦ50＋）とかアリー（ＰＡ＋＋＋＋）のポスターみたいな感じでモデル寄りというか、健康的で健全っぽいし。

「わお……」っていうのはわたしが試着室のカーテンを開けた時のサワメグの反応なんだけど。

「やっぱそうなる……？」

「うん……なんかこう、意外と肉感てきというか……あとその変に恥じらいが残っているのが逆に良くないよ。じつに良くない。もっと堂々としたまえよ君」

　むしろ制服でデチューンされているタイプだったのでは？　とかサワメグは腑ふに落ちなさそうな表情でなんかブツブツと言っている。まあ結局買ったんだけど、タンクトップつきのいわゆるタンキニってやつ。なんか勢いで。サワメグが行け行けって煽あおるし、まあこういうのはなんにせよ勢いが肝心だってことで水着を買った勢いそのままに一念発起してガンジーでも助走をつけて清水の舞台から飛び降りる覚悟で穂高センパイにお誘いのメールを送ってみたら「あ、いいね」みたいな軽いノリであっさりと日程が決まっちゃう。え！　どうしよう！　日程まで決まっちゃった！

「うわー！　どうしよう！　なんか緊張してきたー！」

「あ、ひょっとしてアレか。そういうことならむしろわたしは行かないほうがいいのか」

「え？　なんで！　サワメグも一緒に来てよ！」

「だって普通にわたしお邪魔虫じゃない？」

「ないない！　だってヤバいじゃん！　サワメグ来なかったらふたりっきりじゃん！」

「だから行かないほうがいいのかなって」

「え！　ダメだってば！　ヤバイって！」

「そう？　じゃあ一緒に行こうかな。なんだかんだわたしも他に遊ぶ友達いないし」

「うわー！　え!?　どうする!?　なに着ていこー！」

「はいはい。ウィゴー見に行く？」

「あ！　いいね！　ウィゴー安いしね！　無難だしね！　うわー瘦やせなきゃ！」

「クレープもらってあげようか？」

「あ、これは食べるので大丈夫です」

　フードコートのプラスチックの椅子に座ってそんな話をして、うわー！　うわー！　って言ってたらあっという間に終業式で夏休みで、えーとなんだっけそうだ夏休みだから課題やらなきゃ課題うわーどうしよう瘦せなきゃって熊みたいに部屋の中をウロウロして課題やってうわー海かー海なーすごくない？　なんか青春みたいだね？　うわー。え？　課題やらなきゃ課題なんだっけ読書感想文ああ読書しなきゃうわーなんかあったっけ？　あー瘦せなきゃーって熊みたいに部屋の中をウロウロしてカフカ、うんカフカでいいやカフカの変身、定番っぽいし。哀れなグレゴールザムザ安らかに眠れ海だー！　え？　本気で？　うわーすごいねー海ですって？　聞きました？　うわーあー瘦せなきゃーって熊みたいに部屋の中をウロウロして数学うおー数学うおー水着……瘦せなきゃーって熊みたいに部屋の中をウロウロしてたらなんか本当にちょっと瘦せた。部屋の中もウロウロしてみるもんだね。それで気が付いたらなんかあっという間に約束の前日になっちゃったんだけど天気予報は生あい憎にくの雨。ていうか台風直撃。しかもダブルで。なおかつ五十年に一度とかいう空前絶後の勢力で。こりゃさすがに中止だよねーって残念なような少しホッとしたような心持ちでベッドに寝転がってポチポチとスマホでチャットしてたらサワメグが自信満々に「正午前には抜けて快晴になるよ」って言うものだから、そこまで言うならじゃあとりあえず行くだけ行ってみますか、みたいな話でまとまる。無理っぽかったら諦めて帰ってくればいいだけだしね、って穂高センパイも気楽に言っててうわー！　本当に行くのか海かー海だー！　え？　すごくない？　海かー水着……瘦せなきゃーいやもうさすがに間に合わないよ。ていうか準備しないと。うわー！　え？　ってガバッとベッドから起き上がってバタバタと水着やらバスタオルやらを鞄かばんに詰めていたら珍しくお母さんがバーン！　と帰ってきて玄関をバーン！　って開けるなり「ただいま～！　アズちゃんただいま～！　アズちゃんいないの～？」ってワーワー言いながらドシドシ階段を上がってきてそのままバーン！　って部屋まで入ってくる。衝撃波でせっかく準備してたバスタオルやら着替えやらが飛ぶ。相変わらず反則的に若作りなカラフルふんわりフェミニンファッションだけど、ちょっとお化粧が崩れててさすがにそろそろ肌年齢は隠しきれていないゾ。

「あれ？　アズちゃんどこか行くの？」

「うん、海。あと部屋に入るならノックぐらいしてよね」と、わたしが顔にへばりついたビキニを引きはがしながら言うと、お母さんはキョトンとした顔で「海？　台風よ？」と首を傾かしげる。

「なんか明日の昼には晴れるって、友達が」

　なんて適当に返事してたらお母さんが急に黙り込むから、うん？　どうした？　って思って見てみたらなんか涙ぐんでいて、おいおいどうしたどうした？

「やっとアズちゃんにも一緒に遊びに行くような友達ができたのね……」

「いや、そこの水準でそんなに涙流すほど感動されちゃうとわたしも余計に惨めな気持ちになっちゃうんだけど」

　実際のところ、サワメグと友達になるまでは友達と言えるような人なんて人生を通してもひとりもできたことなかったわけだから、そこのところは申し開きのしようもないというかご心配おかけしておりますって感じなんだけど。お母さんが扉のところに突っ立ってさめざめと涙を流しているものだからさすがにちょっと可か哀わい想そうになって立ち上がって半歩あゆみ寄ってみたら、お母さんは縮地（奥義）で一瞬のうちに残りの間合いを詰めてきてガシッとわたしの両肩を摑つかむ。

「男の子!?」

　そう言って目をキラキラとさせている。うわ、ウソ泣きかよ。ていうか肩を摑まれているだけなのに謎に全身の関節極きまってるから。本当に身動きひとつできないから。なんなのその謎スキル。お母さんがキラキラとわたしの目をガン見してくるから、わたしは視線を斜め上のほうに逸そらしながら「女の子と男の子と両方」と答える。

「彼氏？」

「ちがうよ」まだ、今のところは。

「じゃあいい感じ？」

「んもー……だからちがうって……」

「ふんふんふーん、へえなるほど。なるほどね～へ～」

　なんて、なんだかんだと母親特有の勘の良さを発揮してなんかもう今のでだいたいを把握したみたいな感じもある。いや別に隠すつもりもないんだけれど、お母さんが絡むと何事も話がややこしくなりそうな気配があってよくない。

「こんどお母さんにも紹介してね」

「はいはい、そのうちね。んで、お母さん晩ごはんは？」

「なにかあるの？」

「簡単なものでよければ。チャチャッとやっちゃうからその間に先にお風呂に入ってなよ」

　で、お母さんのお夜食を作ったりなんだりしてたら結局寝るのもわりと遅くなっちゃって、これで明日寝坊しちゃって台無しとかそういうベタベタな展開だったらやだなーなんて思いながら思ってたらいつの間にか眠ってたんだけど結果的に言うとそんな心配はご無用って感じで、ダブステップのリズムでトリッキーに雨戸をガタガタガタタドコドコドンドンと揺らす地獄のような暴風雨のおかげで五時過ぎには目を覚ましちゃう。せっかく早起きしちゃったし、お昼ごはんのお弁当を詰めたりお母さんの朝ごはんを用意してラップをかけたりしたりして、テレビではアナウンサーが深刻な声で不要不急の外出は控えるよう呼びかけ絶賛大雨洪水暴風波浪警報発令中の横殴りの暴風雨の中、傘をスパルタ軍の大盾みたいにしてなんとか駅まで辿たどり着いて達成感からいままさにスパルタンな雄お叫たけびをうおー！　と上げようかとしたところでサワメグがタクシーで悠々と駅のロータリーまで乗り付けてくる。しかもよく見るような古いクラウンじゃなくて最新型のレクサスだし。タクシーから駅舎までのほんのちょっとの距離を猫みたいなつま先ステップでピョンピョンと走ってきて「いやいや～これはえらいこっちゃ、まるでこの世の終わりのような天気ね」とか言ってて、なんか不意に襟首を引っ摑んで雨の中に投げ返してやりたい衝動にかられる。ポップなリュックサックの他に布を被かぶせた大きな籐とうのバスケットを提げていて、なにかと思ったら凶悪な目つきの感じの悪い黒い犬がピョコリと顔を出す。「おお、誰かと思えば鬼子の娘か。いまだ人の世で生きていようとは随分と厚かましいことだな」と、意味はよく分からないけれども感じの悪そうなことを言う。

「そいつも連れてきたんだ」

「まあ、たまにはこいつも気分転換させてやろうかと思って。犬だし。広いところで走り回らせてやればスッキリしてもうちょっと性格も良くなるかも」

「おい小娘ども。わたしをそこいらの犬と一緒にするんじゃない」

　いや、３６０度どこから見ても犬じゃん。目つきが凶悪で言ってることがいちいち感じ悪い以外は頭のてっぺんから尻尾の先まで完かん璧ぺきに犬じゃん。ちなみにこう見えて地獄の番犬らしい。犬だけど。名前はケルベル。魔法少女につきものの喋しやべる魔法生物てきなアレで、うさぎちゃんに対するルナのポジション。たぶん。「私は魔法の監督者。魔法とはすなわち魔の法。人界の法など知ったことではないが、しかしやったことのツケはいつかは払わされることになるぞ。これは人界の法も魔の法も超越した世界の理だ」とかなんとか小難しそうなことを言っているんだけど、普通になに言ってるのか分からないし犬だしで、はいはいって感じ。愛玩動物が可か愛わいげなかったら存在している価値なくない？　んでやっぱり電車は運休。

「これ本当に止やむの？」

「これはもう余波みたいなものだからね。言ってる間に落ち着くよ。サワメグちゃんを信じなさい」

　とサワメグはハリウッド女優みたいな巨大なサングラスを下にズラしてウインクしてくる。馬鹿みたいにツバの大きな白い帽子だし巻き巻きの栗くり毛げだしオフショルダーだし完全にセレブ女優の南の島リゾートファッションって感じなんだけど、現状ポストアポカリプスてきザザ降りの暴風雨だし、しみったれた普通電車しか止まらないローカル線の駅の待合室だし違和感しかない。

「余波？」

「そ。大規模な魔法のね」

「魔法は全てに関係している。どこか一か所が突出すれば他のどこかに歪ひずみが生まれる。布の一点を持ち上げれば皺しわができるようにな」

　またバスケットからピョコンとケルベルが頭を出して、無言でサワメグに押し込められる。バスケットに被せた布がケルベルの鼻の形に盛り上がって、周囲に皺が寄る。

「わたしたちはちゃんとプロトコルに従ってそのバックラッシュを安全に逃がしてるんだけど、まあそれでも小さな歪みは溜たまってはいくんだけれど、後先とか他人の迷惑とか考えないでゴリゴリやるヤツも中には居るからね。そういうのを取り締まるためにわたしみたいな魔法少女が居るってわけ」

　ケルベルはやいやい口出ししてくるだけだけどねとサワメグが嫌いや味みを付け足すと、ケルベルがバスケットの中で「私は執行者ではなく監督者だからな」と言い訳がましい返事する。

「この台風を引き起こしていた根本はもう封じたから、あとは自然と収まるはずよ」

　なんて話をふんふんと聞いて（聞き流して）たら運転再開のアナウンス。ホームにゴトゴト入って来る見慣れた普通電車も雨に打たれまくっちゃってなんかくたびれちゃってる感じの這ほう這うの体ていって雰囲気。この電車に二駅向こうの穂高センパイも乗ってて合流。

「おはよう。ずいぶんとゴージャスだね」「似合うでしょ？」「そうだね」ってサワメグはもうすっかり穂高センパイにもタメ口。基本的に失礼なところあるからね。

「鬼子の娘にこっちは人鬼の人でなしか」って、ケルベルが初対面の穂高センパイにさっそく意味は分からないけど感じの悪いことを言っていて、サワメグが「意味深っぽく核心に迫らないの」と窘たしなめている。窘めているのか？　なんかよく分からない。

「なにこの犬。喋ってんだけど」と、穂高センパイは一応突っ込むんだけど、サワメグが「魔法少女の犬だもん。そりゃ喋るよ」って言ったら「そっか、そういうもんか」って感じで、わりとすんなり受け入れている。まあ実際に目の前に居て喋ってるわけだし今さらそこに文句をつけても仕方なさそうな感じはある。「剣が喋るのに比べれば犬が喋るほうがまだありそうな感じはするか。口はあるわけだし」とか言って。

「こいつビスコ食べるかな？」

「私を犬扱いするんじゃない」

「あっそ」

「誰も食べないとは言っていない」

「どっちだよ」

　ってビスコをケルベルの鼻先に出したり引っ込めたりして遊んでる。喋り方が感じ悪いことを除けば普通にリアクションは犬なので可愛くないこともない。まあ喋り方が感じ悪いから台無しなんだけど。

「雨止まないねー」とわたしが言うと「いちおう予報だともうすぐ抜けるっぽいよ」って穂高センパイがスマホで天気図みたいなのを見せてくれるんだけど、わたしにはその図からどういう情報が読み取れるのかが全然分からない。まあ穂高センパイがそう言うならその図はそういう意味なんでしょう。電車に乗ってからもしばらくはザブザブドンドコお祭り騒ぎみたいな雨模様だったんだけど、南に行くにしたがってそれもだんだん大人しくなってきて、特急に乗り換えるころにはほとんど小雨。こっちのほうは薄暗いんだけど進行方向の遠くのほうが妙に明るくて、ちょっと幻想的。

「すごい、雨と晴れの境目がくっきり見える」

「冥めい府ふを抜けて天国に向かうかのようね」

　決して振り返ってはなりません、とサワメグが意味ありげで意味なさそうなことを呟つぶやく。さらに普通電車に乗り換えて海水浴場に着いたころには噓うそみたいにスッキリとした台風一過の青空で、夏！　って感じ。

「すっごーい、夏まっさかりの海水浴場なのに誰も居ないね」

　夏本番の太陽が本気を出して、砂浜は早くも表面が乾いてきてるし、青い空！　青い海！　あ、やっぱ噓、なんか海はそんなに青くないかも、でも照りつける太陽！　白い砂浜！　ってほぼベストな条件が揃そろっていて、それなのに海水浴客はひとっこひとり居やしないって最高に贅ぜい沢たくなシチェーション。ただし海の家もお店もどこも開いてない。まあ仕方がないか。さて来てみたはいいけれどこれからどうしようかって思ってたら背後の古そうなちっちゃい商店がちょうどガラガラとシャッターを開けたところで古そうなちっちゃいお婆ばあちゃんが軒先になんやかんや商品を出しているところ。レンタルのパラソルがあったから早速それを借りる。

「海に入ったらいけんよ」

「あ、やっぱダメですか」

「入ったらいけんよ」

　いくら空は晴れたって言っても台風一過。海は大荒れも大荒れで穂高センパイの頭より高そうな大波が寄せては返していて、入ったら一瞬で沖にさらわれちゃいそう。これじゃあ伝説のサーファーでもない限りはなかなか海には入れそうにない。

「雨降ったあとは海も濁っとるけんね」

「あ、そっち？」

　そんなこんなでとりあえず砂浜にパラソルを立ててはみたけれど、海に入れないから水着に着替える必要もないし、ホッとするやらちょっと残念なような気がするやら。や、似合うかどうかは別として、水着じたいは可か愛わいいのを買ったので。とはいえ、そんなわけだからこれでもう他にすることもなしって感じ。

「すごいねー、本当に海ひとり占めだねー」

「まるでニューカレドニアに来たかのようだわ」

「ぽいぽい～、ニューカレドニアがどこだか全然知らないけど」

「わたしも知らない。どんなところかも知らない」

　なんて海を見ながらサワメグとアホ丸出しの会話をして、海を見て「……ニューカレドニアの人って毎日なにをして過ごしてるんだろうね？」ってふと思いついて言ってみたら穂高センパイが「海を見てるんじゃない？」って言うから、そうか、じゃあ海を見るかって海を見て。

「……飽きない？」

「飽きた」とサワメグ。「ちょっと飽きてきた」と穂高センパイ。

「私は少し周囲の見回りをしてこよう。魔法の監督者たるもの如い何かなる時も警戒を怠おこたってはいけないからな」

「おー行ってこい行ってこい」

　サワメグにシッシッと手を振られて、ケルベルがてくてくと波うち際に向かって歩き出す。ちょっと行ったところで急にダッと走り出す。波打ち際で引く波を追いかけたり来る波から逃げたりして遊んでる。

「あいつ習性はまんま犬なのになんでいちいちちょっと偉そうにしようとすんの？」

「威厳が大事だと思ってるのよ」

　ないよ。最初からないよ。犬だもん。「投げたら取ってくるかな？」って穂高センパイがためしに近くにあった木の棒をブンッて投げたら案の定ケルベルはバーッて走って取りにいって、めっちゃ全力で穂高センパイのところに返しにくる。

「おー偉いぞ偉いぞ」

「ハッハッハッハッ……」

「……」

「ハッハッハッハッ……投げないのか？」

「投げてほしいのかよ」

「別に投げてほしいわけではないが」

「じゃあ投げないけど」

「お前のそういうところが人でなしだと言うのだ」

　ブンッ！　てまた穂高センパイが木の棒を投げてケルベルがバーッ！　って走って。しばらくはそれを見てたんだけどそれもなんか飽きてきて。サワメグが「お昼ごはんにする？　お弁当作ってきたんだよね」って提案して「あ、わたしもわたしも」と、早々にレジャーシートの上でお弁当を広げる。サワメグはカラフルなサンドイッチが主体で、わたしはモノトーンのおにぎりがメイン。

「はい、いっぱいありますから、穂高センパイもどうぞ」

　わたしが魔法瓶からほうじ茶を注いで手渡しながらそう言うと、穂高センパイは「ふたりともすごいね。ちゃんと料理とかするんだ。うち母親が料理しない人だからこういうの久しぶりに食べたかも」なんて感心している風で。

「そうなんだ。じゃあなに食べてたの？」と、サワメグがケルベル用のお皿にカリカリをザーッと出しながら聞く。

「なんだろ、じゃこごはんとか卵ごはんとか、あとステーキとか」なにその両極端な。

「昔は主な収入が母親のパチンコだけの時期もあったから、勝てばステーキだけど負けたら普通に晩ごはんもないみたいな」

「へー意外、わりとハードな生活環境だったのね」とサワメグが若干失礼っぽい調子で驚いていて、穂高センパイは「うち離婚してて父親居ないんだよね」と、何でもないことみたいに軽い口調で話す。

「あ、穂高センパイのところもお父さん居ないんですか」と、ちょっと親近感が湧わいてわたしは聞くんだけど「んー、母親が次々と男を連れてくるからそういうのが居たりはするけど、ほとんどがパチンコ屋で知り合う相手だからまあロクでもなくてさ」と、なかなかキツイ内容。「俺に自分のことをお父様って呼ばせるんだよ。笑っちゃうだろ？」と、嘲あざけるように笑う。

「あれ？　アズのところも離婚してるんだっけ？」とサワメグに聞かれて、わたしもなんと説明したものか困る。「んー、蒸発……かな？」とりあえずお父さんは居ないんだけど、離婚したわけでも死別したわけでもないらしく、行方不明というかなんというか。お母さん曰いわく「現世の因果の一切と切り離されているから死んだと考えるのが一番近い」らしいけど、なんだそりゃ。

「ふーん、みんなそれなりに大変だなぁ。うちもそこそこ色々とあるけどさ。まぁ、みんなよくグレずに真っ直すぐ育ったもんだよね」と、サワメグが自画自賛てきなことを呟いて。「いや、お前たちは揃いも揃って真っ直ぐかどうかは相当怪しいだろう」って、もうカリカリを食べ終わっちゃったケルベルが舌で口周りをペロペロしながら横よこ槍やりを入れる。犬って生きてても食べることぐらいしか楽しみなさそうなのに、惜しみなく一瞬で餌を食べ尽くしちゃうよね。こう、せっかくだから至福の時をゆっくり味わおうとかそういう貧乏くさい発想とは無縁というか。

「はいはい、ほら遊んでおいでっ！」と、サワメグはブン！　と棒を投げて、ケルベルがまた反射的にバーッ！　と走る。

「あんまり気にしないでね。ケルベルはわりと誰に対してもああいう感じだから。性格が悪いのよ」まったく誰に似たんだか、とサワメグは深夜の通販番組の外国人みたいに大げさに肩をすくめてみせる。ふーやれやれ。

「まあ、気にならないけど」人でなしだからね、と穂高センパイは笑う。そんな話を聞くともなしに聞いていたら、ごはんも食べたし昨日若干寝不足だったしでサワメグと穂高センパイが喋っている声がなんかスーッと遠のいていって、わたしはいつの間にか眠っていて、次に気が付いたら目を閉じているのにすごく赤い。あ、いまわたし眠っているなこれは夢だなって自分で分かっていて、身体には砂浜のレジャーシートで横たわっている感触があるんだけれど、わたしは夕焼けの川っぺりの土手に立っている。わたしの隣には誰か大きな人が居て、違う、この人が大きいんじゃなくてわたしが小さいのか、手を繫つないでいる。わたしはその人を見上げている。顔は逆光で影になっていて見えない。なにかを言っているような気がする。ああ、これなにかわたしの古い記憶だって思ったあたりで目を開いてみてもまだ赤いから、わたしは咄とつ嗟さに夢と現実の境目が分からない。そのまま横を見たら穂高センパイも寝てて物もの凄すごい尋常じゃない近距離に顔があって焦る。あ、すごい。呼吸してる。睫まつ毛げなっが。なんとなくもっと良く見ようと思って上半身を起こして顔を近づけてみたらわたしの影が穂高センパイの顔にかかって、穂高センパイが小さく「ん……」って呻うめいたからわたしは縮地（奥義）で一息に距離を取って三角座りで海を見る。はい、わたしは海を見ています。綺き麗れいな夕ゆう陽ひですね。そんで夕陽をバックになんかサワメグが踊っている。クルックルッて回りながらちょっとずつ右から左に移動して、最後に二回転、からの今度は左から右に回りながらジャンプ、ジャンプ。人間の身体ってそんなに動くんだって感じ。わたしが近づいて「なにしてんの？」ってきいたらサワメグは「んー？　ストレス発散？」と首を傾かしげて「アズも一緒に踊ろう」ってわたしの手を取る。

「右足を軸に、左足は外に伸ばして、手も伸ばしてこっちに振りかぶるでしょ。で、腕を引きながら、ここで左に軸足を乗り換えて」

　説明しながらサワメグは簡単そうにクルッと回ってみせるんだけど、もちろんわたしはそんなの上手にできない。

「いやいや、初めてにしては上出来だよ。体幹が通ってるから筋はいい。二回転いってみる？　もっと勢いよくいくだけ」ってサワメグはクルクル。わたしも全力でクルクルしてみるんだけどなぜだか気が付いたら砂浜に倒れてるしサワメグは「踊ってる踊ってる。おかしいね」ってめっちゃ笑ってるしいつの間にか穂高センパイも起きててこっち見てめっちゃ笑ってる。

「見てるだけはナシですよ。センパイも踊ってください」

「バク転ならできるよ」

　わたしがけしかけたら穂高センパイは気安くそう言って、助走をつけてから軽々と側転バク転からのバク宙のコンボ。ジャニーズのＭＶとかでよく見るやつ。なんだお前たち、選ばれし民かなにかか。

「穂高センパイ、なんか運動系の部活でもやってたんですか？」

「いや、俺は中学の時から吹奏楽部だけど」

「なんかでも、前もすごかったじゃないですか、こう……」と、わたしはこうのジェスチャーをする。穂高センパイは怪け訝げんそうな表情で「こう……？」と呟いて、わたしのこうのジェスチャーを真ま似ねてから「ああ、ドラゴンスクリュー？」と合点する。いや、知りませんけど。それでわたしがちょっとスネたみたいな雰囲気出してたら穂高センパイが「補助つきで練習すればバク転くらい簡単だよ」とか訳わかんないこと言い出して、それに乗っかってサワメグも「そうそう楽勝楽勝。アズはセンスあるからできるできる」とか煽あおってきて、穂高センパイが構えててホラ来いみたいな感じになってる。

「絶対に受け止めるから信じて、ここに向かって跳んでみて。走り高跳びで背面跳びするときみたいな感じ」

「まず背面跳びをしたことがないです」

「大丈夫」

　会話しよう？　ええい！　ままよ！　と後ろにピョンと跳んだら背中が穂高センパイの腕に当たって、その拍子にチョイッてサワメグに足を持ち上げられて簡単に後ろにクルリと回っちゃう。視界がクルリと回って地面が見える。着地できちゃう。ただし四よつん這ばいで。う～ん、イマイチきまらない。でも「できたじゃ～ん！」ってサワメグが盛り上がって右手を掲げるからわたしもハイタッチを返して、穂高センパイともハイタッチしてそのついでに勢いで抱き付いたりして。うわ！　なんか抱き付いたりしたぞ!?　まあいいか。そこは流れというか雰囲気で。うん、なんか知らないけど青春って感じ。そんな感じで青春っぽいのも意外と悪くないかもな～楽しそうかもな～なんてことを思っちゃったわたしが新学期早々サワメグに「部活でも始めてみようと思うんだけど」と軽い気持ちで相談したらキレ気味で「は？」って言われて、いやいくらなんでもその反応はひどくない？

「ムリムリ無理、ぜ～～～ったいに無理。無理に決まってる。団体競技はもとより、アズにそういう複数人での活動なんてできるわけないじゃん」って、一考の余地もなく全否定されちゃう。え？　ひどくない？

「そんなのやってみないと分からないじゃん」とわたしが拗すねた声を出すと「そうね～、そうかもしれないね。まあやるだけやってみればいいんじゃないかしら？」とフフンと鼻で笑って、自分が納得するための失敗っていうのも結局は必要なコストだしね～なんてよく分からないけれどとりあえず否定的で、そうなるとわたしもムキムキきちゃうから絶対に部活に恋に勉強に忙しいポップでカラフルなＮＯＴベージュ系の青春を送ってやるからな～もう忙しくって忙しくってサワメグに構ってる暇なんかないもんねヘーンってな気分になる。ヘーンってな気分で明日から頑張ろうって決めて授業が終わるなり真っ直ぐ家に帰ろうとする。真っ直ぐ家に帰ろうとしたら下足室のところで「中なか萱がやさん！」って、すごい勢いで走ってきた穂高センパイに呼び止められる。

「は……はい！　なんでありましょうですか!?」

「ちょっと……話があるんだけど……いい？」

　と、本当に全力で走ってきたっぽくて息も絶え絶えで、そのままわたしは手を引かれてすごい勢いで屋上まで連れていかれる。あ、ちょっとこういう強引な感じもいいかも（ぽわわ）

　なにしろすごい勢いでズンズン来たから穂高センパイの息はまだ上がっていて何度か深呼吸して息を整えていて、わたしの鼓動も速くて、秋の気配がもうそこまで来ている空は高い。少し風が強く吹いて、穂高センパイの髪が揺れる。わたしの髪とプリーツスカートも揺れる。

「中萱さん、俺と一緒に……」まだ息が整っていない穂高センパイは、そこでまた一度、大きく息を吸って。一秒。

　あ、これひょっとして告白されるやつかな？　ってちょっと思う。どうしよう。天気もいいし、こんなの、告白されたら付き合っちゃう。え、そんなの困る。噓うそ。困らない。でも、なんて返事すればいいんだろう？　って一秒の間に色々な考えがビュンと脳内を駆け巡ったんだけど、続いた言葉が「俺と一緒にセンチュリーホールを目指さないか！」だったから、一字一句まったく意味が分からなくて素で「は？」ってなる。

「あ、センチュリーホールっていうのは吹奏楽の夏の全国大会で、うちはせいぜい地区大会までしか行ったことないからそんなのは夢のまた夢だって笑う人も居るんだけど、そもそも人数も少ないし……でも今年は松まつ川かわさんとかアツいメンツも居るしうまくまとまれば全国大会も決して夢じゃない。サワメグちゃんから聞いたんだけど中萱さんなにか部活を始めようと思ってるんでしょ？　未経験の途中入部からでもソロ任されるまでに成長する人だって居るし、中萱さんはきっと音楽的なセンスもあると思う。もちろん俺も教えるし練習にも付き合うし」　とかって前傾姿勢でワーッと喋しやべり出すから、自然とわたしはのけ反ぞる感じになっちゃって二人で平行四辺形。「見るだけ！　試しに見学に来てみるだけでもいいからさ！」って、手まで握ってにじり寄ってくるものだから、わたしは反射的に「ハイ……」って答えちゃうんだけど、実際のところ気になっているのはわたしのことは未いまだに中萱さんなのにサワメグのことはサワメグちゃんなのか、とか、あんまり取り乱したりテンション上がったりすることない人なんだと思っていたけど、そうか、やっぱ音楽に対してはアツいところもあるんだな、とか。それで勢いに押されてそのまま音楽室に見学に行ったら「日くさ下か部べがオンナを連れてきたぞ！　取り押さえろ！」って二年の先輩の女の人たちにあっという間に取り囲まれて穂高センパイと分断されちゃう。やっぱ文化部だから基本的には女社会って感じでわりとキャーキャーしてて、ん～でもオンナっていう語になんかそういうニュアンスも含まれていそうな感じでん～ンッフフ。いやわたしは別に穂高センパイのそういうのじゃないんですけどね。ん～ンッフフフ。

「木管がいいよ！　あなたどう見ても木管顔だもの！　クラリネットは好き？」

「なにを言いますか吹奏楽の花形と言えばやはりトランペットですよ。金管に来よう」

「こういう大人しそうな子に限って意外と内なるパッションを持ってるものなんだからね。ねぇパーカッションって興味ない？」

　と、口々にまくしたてられて、まだ入るとも言っていないのに勝手に争奪戦が始まっていて、わあこれは大変な騒ぎだなぁなんて他ひ人と事ごとみたいに思うんだけど、普段は基本的にこんな風に他人から積極的に話しかけられたり求められたりすることがまずないから、なんだかこういうのも嬉うれしいような恥ずかしいような、でも総合的には、うん、そんなに悪くもない感じ。だったんだけど。

「まずは中萱さんの希望を聞いてみるべきではないでしょうか」

　前髪をポンパドールにしていてひときわおでこの綺麗な子がそう言って、眉毛を片一方だけクイッと上げる。でも、わたしはあれよあれよと連れてこられたばっかりで、元から特に音楽とか吹奏楽に興味があったわけでもないからそもそもどういう楽器があってそれぞれにどうなのかなんてこともイマイチ把握していない。

「いや、特にまだ、希望とかそういうのは……」

「そうね、さすがにまったくの素人しろうとさんにいきなり楽器を選べと言ってもなかなか難しいところがあるわよね。どうかしら日下部先輩。一度、ここに居るメンバーだけででも音を合わせてみては？」

　なんか、ちょっと嫌な感じがした。言葉遣いじたいはとても丁寧なんだけど、ていうか変に丁寧であるところも含めて、おでこちゃん（仮）からはどこかビシビシと刺さってくる悪意を感じる。あ、めんどくさいなって予感がする。

「熊蜂の飛行は？」　「ヤだそれ日下部センパイがボーン無双したいだけじゃないですか。ここは黒いオルフェでどうでしょうか」　「それは松川さんがフルート無双をしたいだけでしょ」　「全員見せ場があるって話ならシングシングシングでいいのでは？」　「いいね、聴いたことあるだろうし。あ、でもクラソロは？」　「いいですよ、わたしが取ります」　とか、穂高センパイとおでこちゃんの間でなんかわたしには全然意味の分からない会話があって、椅子を一脚だけ用意されてその場に居た十人くらいがわたしを取り囲むみたいに各おの々おのの楽器を構える。うわすごい。わたしひとりを取り囲んでの生演奏って、これって実はすごい贅ぜい沢たくなシチュエーションなのでは？

　さっきまでキャーキャーと姦かしましく騒いでいたのが噓みたいに一いつ旦たんシーンと静まり返って、自分がゴクリと唾つばを飲むのが聞こえるくらい。穂高センパイが全員に目で合図をして、最初ドラムが静かに鳴りだして、そこからなんかスゴイ。ワッ！　って感じ。かしこまった難しいような曲じゃなくて、自然と身体が動いちゃうような楽しい雰囲気で、穂高センパイも演奏しながらあんまり見たことないような楽しげな顔をしていて、要所要所で他のメンバーとアイコンタクトしてて、ああ、なんか穂高センパイにはわたしが立ち入れない世界もあるんだなぁみたいな感じで、ちょっと疎外感。

　そりゃあ、もしあの輪の中にわたしもちゃんと入れたら、混ざれたらって考えてみたら、それはすごく楽しそうな感じもするんだけれど、でもたぶん無理だなって思っちゃう。現実見ちゃう。積み重ねてきたものが違いすぎるし、積み重ねられるとも思えない。お礼を言って音楽室を出ようとしたら、穂高センパイが「校門まで送るよ」と言って、そしたら「あ、じゃあわたしもお見送りしようかしら」って、フルートを吹いていたおでこちゃんもついてくる。歩きながら「実際のところ、中萱さんは木管がいいと思うわ。金管のほうは先輩のノリがちょっと熱血な感じだから、ふわっとした感じだと続かないかも」とか「あ、でも木管でもフルートだとわたし、あんまり容赦のできるタイプじゃないから」とか「またいつでも遊びに来てね。見るだけでも全然歓迎するし」って、やる気がない、もしくは入る気がない前提で話をしてきて、おでこちゃんがずっと喋りかけてくるから穂高センパイとは全然話ができなくて、それに言外にお前なんか迷惑だから来るなオーラをすごく感じるんだけど、実際のところもうすでに吹奏楽部は無理だなって気持ちになっちゃってるから特に言い返すこともない。だって、やっぱなんかこういうところがめんどくさそうなんだもの、青春。

　なんてことがあった翌日ぐらいからクラスでちょっと違和感。授業が終わって掃除の時間になってクラスメイトが何人かいそいそと掃除を始めるんだけど、あ、これって今日わたしも掃除当番か、って思って掃除用具入れからモップ出して床磨いてたらいつの間にか誰もいない。あれ？　ひょっとしてもう掃除終わり？　って思うんだけど机も全部後ろに寄せたままだしそういうわけでもないっぽい。でも現に他に誰も居ないし、仕方ないからそのまま床をピカピカに磨いて机も全部ひとりで動かす。もともと毎日お母さんが散らかし放題の家を掃除して掃除して掃除してるわたしだから掃除は好きってわけでもないけどこれぐらいなら全然苦じゃないし、むしろわりとやりたいほう。普段は邪魔になったり変に思われたりしないようにってまわりの人の動きを見ながらコソコソ掃除してるんだけど、誰もいないから普段から気になってたところも人の目を気にせずに思う存分掃除できるって俄が然ぜん気合いが入っちゃう。あと移動教室で物理実験室に行ったらなんでか誰も来てなくてわたしひとりっきりだったこともあって。チャイムが鳴っても先生も来ないし、あれおかしいな～って思いながらでもまあいいか～って窓の外をぼーっと見てたら、なんか校庭のほうでなんかやってる集団が居る。あ、ひょっとしてあれ物理の授業か、課外教室てきなサムシングかって気付くんだけど、どうせ既に遅刻だし今さらあっちに顔を出すのも面倒だしって適度に不ふ真ま面じ目めな女子高生様なわたしはあっさりとサボタージュ決め込んで遠くの課外授業を眺めながら窓際でポカポカする。秋が近づいてだいぶ優しくなった心地の良い陽ひ射ざしにうとうとしながら今日は課外授業だぞーみたいな話あったかしらなんて思うんだけど、なにしろ生まれてこのかたクラスに友達が居たことなんかないのでその手の連絡がわたしにだけ回ってこないのなんか小学校のころから慣れっこである。抵抗は無意味なのでハクナマタタに生きていくしかないのだ。心配ないさ～～。

「なんか最近ますますクラスの子たちがよそよそしい感じするんだよね」

　お昼ごはんの時にサワメグにそう言ったらサワメグのほうは「あ、アズのほうはその程度の認識なんだ」ってちょっと呆あきれ顔。

「よそよそしいどころじゃないよ。クラスの女子は全員アズを攻撃してるつもりなんだから。アズいま外されてるんだよ」

「外されるってなに」

「外しは彼女たちにとってはイジメの最上級の処置ね。一切コミュニケーション取らない。話しかけないし話しかけられても無視だし女子のＬＩＮＥグループにも入れてもらえない」

「うちのクラスＬＩＮＥグループなんかあったんだ」

「大変なのよ。既読マークがついてから返事までの時間も測られてるし。返事が遅いと外しの対象になっちゃうかも」

「うわぁ……」

「あんまハイテクばっかり進んでも心の豊かさが追い付かないというかね～。大丈夫か我が国、如何いかんともし難がたい。まあどうでもいいか」いやよくない、とサワメグは歌うように呟つぶやいて頭を振る。それ外されてたほうがまだマシなのでは。ていうかわたしにとっては平常運転である。学校でわたしから誰かに話しかけたりなんかしたことないし、誰かに話しかけられることも滅めつ多たにない。たまにあっても「うん」とか「ううん」とか返事するだけ。最初から最上級にイジメられてたのかわたし。とはいえ、こうしてサワメグは一緒にお昼ごはんを食べてくれるしお喋りしたりもしてくれるし、状況としては今のわたしの学校生活はこれまでの人生の中では一番マシだったりする。

「穂高センパイがアズを吹奏楽部の見学に連れていったことで松川さんが警戒レベルを上げたってことみたいね。そのへんの迂う闊かつさは、あんまり穂高センパイらしくないなぁ。もうちょっと目端の利くタイプだと思ってたけど」

　まあ、吹部ほんとうにメンバー足りないらしいし、そのへんの話になるとちょっと周囲が見えなくなるのかもね、とかサワメグは言うんだけど、いや、ていうか松川さん……？

「あのさぁ……」と、サワメグがまたクルッと前髪をねじって上げて「ああ、おでこ」と、わたしも把握する。おでこがめっちゃ綺き麗れいなフルートの子。ああ、あれが松川さんだったのかって今さら思う。クラスメイトだ。ていうか、サワメグ曰いわくクラスカーストのトップに君臨している絶対女王だとかなんとか。

「てかサワメグなんでそんなこと知ってるの？　サワメグもそういうスクールカーストてきなＬＩＮＥグループとかに入ってるの？」

「入ってないけど見れる」

　最強かよ。

「なんだかんだでうちの高校偏差値高いじゃん？　イジメって言っても物理的な行使よりは精神攻撃のほうがメインになるよね。そうなると実質的に外しが一番最上級の攻撃手段なわけ。でもこれってある程度スクールカーストにコミットしている相手じゃないと効果ないんだよね。あの子たちにとってスクールカーストにすら入ってない人間ってのは本来は居ないのと同じだから考慮しなくても問題ないんだろうけど。あとはまぁ、陰でいろいろ噂うわさ話して評判落としたり？」

　て言ってもわたしはもとからエンコーやってるってもっぱらの噂なのでこれ以上に落ちる評判もない。まあ人食いだってバレたら評判どころの話じゃなくなるだろうけど。

「彼女たちにとっては外しってのは標的になったが最後、まともな学校生活を送ることはもはや不可能な最強最悪の攻撃手段って認識だから、それがまったく通用しないアズには困惑してるんじゃないかな」

　ううーん、なんだか理解し難い世界だなぁ。わたしが毎日生きて適当に授業受けてぼんやり窓の外を眺めながらあれこれ妄想してたりするのと同じ教室でそんな血で血を洗うかのような骨肉の争いが繰り広げられていたとは。そういう話をサワメグから聞いて以来、わたしは休み時間とかにもちょいちょい松川さんのほうを見てる。いや、なにしろわたし教室の中だと本当にやることがないもので。真面目に授業を受けているんじゃなければ、なにかをじっと観察するか、あとは自由に想像の翼を広げるぐらいしかやることがないのである。松川さんはとにかく顔がかわいくて、おでこが綺麗に丸くて生え際もナチュラルに整っているしで本当におでこが綺麗で緩めのポンパドールが似合う。見てると上う手まいなぁって思うんだけど、自分の表情や仕草が他人にどういう印象を与えるのかっていうのを知り尽くしているって感じで、そんなにすごく喋しやべったり声が大きかったり自己主張が激しかったりするタイプじゃないんだけれども、自然な感じで周囲が彼女の望む通りに動かされているような気配がある。同じ吹奏楽部の子たちと五人組のグループを作っているみたいで休み時間なんかはだいたいその子たちとお喋りとかしてるんだけど、その中でもわりと天然で支配的な性質っぽくて五人組というよりは、言い方が悪いけど松川さんwith四人の手下ズみたいな感じで。カーストトップっていうのも頷うなずけるっていうか。

「松川さんはね、俺もあんまりなにを考えてるのかよく分からないっていうか、まあちょっと変わったところはあるよね」

　というのが穂高センパイの印象らしいんだけど。

「音楽準備室でふたりになった時にさ、彼女高いところの物を取ろうとして台に乗ってたんだけど、あ、これは落ちるなって思って」

「松川さんが台から落ちそうだったってことですか？」

「いや、落ちそうっていうか全然その予備動作の段階だったから、落ちれないように軽く手を出して戻したんだけど」

　と、穂高センパイはバスケのシュートみたいに腕を上に伸ばして手首をクイッてする。

「ちょっと状況がよく分からないのですが」

「空き缶とかでもさ、ちょっと傾けたぐらいだと手を離してもコケずに元の立ってる状態に戻るでしょ。これ以上傾けると倒れるってラインがあるんだけど、そのギリギリのところだったからまだ荷重がこっちに来てなくて軽い力で押すだけでも簡単に戻せたってわけ。ドラム缶ぐらい重いものでもバランスが取れていれば指一本でも傾けた状態で保持できるし、軽く押すだけで戻せる。それ以上ちょっとでもこっちに来ると一気に倒れるけど」

　いえ、説明してもらいたいのはそこではないのですが。

「えっと、予備動作というのは？」

「だから彼女、自分で台から落ちようとしてたっぽいんだよね。そういう重心の移動の予兆があったから。でも目の前で台から落ちられたりしても面倒だし、それで押して戻したの」

　うーん、やっぱりよく分からないぞ？　ていうか、そもそも他人が自分から落ちようとしているその予備動作を傍はたから見て未然に察知するとかできるのか。まあ穂高センパイが自分でそう言ってるんだからきっとそうなんだろうけど。

「自殺？」

「さすがに台から落ちたぐらいで死にはしないと思うよ。打ちどころが悪かったら分からないけど。少ない位置エネルギーを生かすなら首くび吊つりのほうが冴さえてる」

「それはたしかに変ですね。その時、松川さんは何か言ってました？」

「いや、別に。びっくりした顔はしてたけど。軽く会釈して、どうもって」

「分かりませんね」

「でしょ？　変な子だと思うよ。でもフルートに関しては本当にエリートだからね彼女。天才かも」

　なにが「でも」なのかはさっぱり分からないのだけど、穂高センパイの中ではそのステータスで全てが相そう殺さいできるっぽい。朝の電車で穂高センパイとそんな会話をした次の日、お昼ごはんを食べながらサワメグにその話をしたら「なんでそこまで目端が利くのに肝心なところはそんなに鈍感なのよ」と、また呆れ顔。

「サワメグは松川さんが何で台から落ちようとしていたのか分かるってこと？」って卵焼きをモグモグきいてみたらサワメグは当たり前でしょ？　みたいな顔で解説してくれる。

「あのね、その時穂高センパイと松川さんはふたりきりで音楽準備室に居たわけでしょ。じゃあもし仮に、穂高センパイが尋常でない注意力と観察眼と反射神経の持ち主で、松川さんが自分で台から落ちようとしていることに気付いてそれを未然に軽く押して戻す、なんて人間離れした芸当をサラッてやってのけたりはできなかったと仮定して、穂高センパイの目の前で松川さんが落ちたりしたら穂高センパイはどうしたと思う？」

「うーん、大丈夫？　とか言うのかな」

「それから」

「保健室に連れていく？」

「はい、そうね。そして救急車を呼ぶほどの大事には至らずとりあえず家に帰される、という展開になったとしましょう。この場合、穂高センパイならどういう対応をするでしょうか？」

「たぶん家まで送っていきますね」

「イグザクトリー」

　ピッとお箸をわたしのほうに向けてサワメグが「それこそが松川常盤ときわの狙いってわけよ」と言う。

「つまり、穂高センパイに家まで送ってもらうようなきっかけ作りのために我が身をかえりみずに台から落ちようとしたってこと？」

「そういうことね。残念ながら、穂高センパイのほうが数段上うわ手てだったせいで不発に終わったみたいだけど」

「はえ～～、恋する乙女の覚悟すっごい」とわたしが感心した声を上げると、サワメグは「ずいぶんと他ひ人と事ごとね。なんか余裕じゃん。恋のライバル出現じゃないの？」と目を細める。

「別に余裕とかそういうわけではないけど、なんか対策とかしたほうがいいのかな？」

「食っちゃダメだよ」

「いや、さすがにそれは無いけど」

　さすがに無いと思うけど。いちおー自分なりに基準もあるし、そもそもなんか女の子には食欲わかないんだよね。基本的には食っちゃおうかなって思うのってだいたい男の人。これも体質ってやつ？

「まあ、たかだか少し心配してもらったり家まで送ってもらえるかもって可能性があるぐらいのことで身投げまでしようとするのは、ちょっと想像を絶するところがあるよね。アズも気をつけなよ。目的のためなら我が身の危険をもかえりみないってことは、他人の身に危害を加えることに対しても敷居が低くなってる可能性があるから。アズに精神攻撃が効かなくてフラストレーションも溜たまってる頃合いだろうし、そろそろもっと直接的な行動にエスカレートしたりもするかもよ？」

　エスカレートしました。

　放課後。職員室にちょっと遅れていた提出物を持っていって、さて寄り道して帰るか～って新校舎から本校舎への渡り廊下を歩いていたところで女の子四人になんか取り囲まれた。はてこの人たち誰だっけ？　と、なんとか脳の奥のほうまで記憶をひっくり返してみたら奇跡的に引っかかった情報がある。アレだ。松川さんwith四人の手下ズの吹奏楽部の四人だ。クラスメイトのはずだけど名前はどうやっても出てこないんだけど、でもやっぱなにかしらは呼び名がないと色々と不便だから仮にナスとキュウリとポテトとカボチャということにしよう。それぞれにちょっとナスとキュウリとポテトとカボチャっぽいところがそこはかとなくなきにしもあらずんば虎こ子じを得ず。虎子って虎の子供でしょ？　そんなの得てどうするんだ？　飼うのか？

「中萱さん、ちょっといいかしら？」

　四人の時はナスがリーダーらしくて代表っぽく声をかけてくる。

「いえ、全然よくないです。さようなら」

　なんか嫌な感じだったから反射的にそう言って突っ切ろうとしたら、前はナスとキュウリが腕を広げて阻止してくるし、後ろは回り込んできたポテトとカボチャが同じように通せんぼしている。

「今日は全体の音合わせの日だから、よかったら中萱さんも見にこないかな？　って思ったんだけど」

　いきなりこんな威圧的な態度で人のことを取り囲んでおいて「見にこないかな？」もクソもないだろって感じなんだけど、なにか言い返したら言い返したでそこで話を始めちゃったみたいになるのも癪しやくだったから、こりゃもう完全に無視して逃げるが勝ちだとわたしは決心して一歩バックステップしてからその勢いで後ろにピョンと跳ぶ。背中にポテトとカボチャが広げた腕が当たって、そこを支点にしてわたしの視界がクルンと回る。床が見える。今回は四よつん這ばいじゃなくてちゃんと両足で着地、包囲の外側に出る。突然のバク転にあっけに取られているナスたちが我に戻る前にわたしは「さよならっ！」と１８０度ターンをキメて縮地（奥義）で一気に引き離す。なんか遠くのほうで男子の「見えた！」って叫び声が聞こえた気もするけどまあいいや。今日のはわりと可か愛わいいやつだし。「逃げた！」「追いかけて！」ってナスだかカボチャだかの声も聞こえてくるけど、もう振り切っているっぽいからそれはいいとして、ところでバク転しちゃったせいでこっちは玄関とはまったくの逆方向なんだよね。次は前方向に跳ぶ技もなにか教えてもらっておこう。

　新校舎に引き返して端まで走って非常階段に出る。ズババーッと階段を降りて中庭を突っ切って玄関に向かおうとしたらもうナスとキュウリがそっちに回り込んでいる。また引き返して新校舎に戻ったらこっちも反対側からポテトとカボチャが来てて挟み撃ち。一階の渡り廊下を通って第一校舎に駆け込んだら、駆け込んだ瞬間に横合いからブンッ！　と腕が伸びてきて「うわわっ！」っとのけ反ぞって避ける。見たらなんかまた別の全然知らない男子生徒がわたしにすれ違いざまのウエスタンラリアットを仕掛けてきたところだったらしい。ええ～四人だけじゃないの……？　ていうか物理的な行使よりは精神攻撃のほうがメインになるんじゃなかったの？　思いっきり物理攻撃じゃん大丈夫か偏差値、って文句を言ってても仕方がないから、わたしはそのまま男子生徒の脇を抜けて第一校舎の奥に向かう。ちなみにうちの学校は校舎が三つあって、それぞれが本校舎、新校舎、第一校舎と呼ばれていて、タコ焼き屋の本家とか元祖みたいにいったいどれがメインなのか一番なのかよく分からない感じなのだ。命名則は統一してほしいものである。とか走りながらボーッとしてきて全然違うことを考えていたら角を曲がったところで突然開いた教室の扉からまた誰かがモモンガみたいにビュンと飛んでくる。うわぁっ！　ってまた脊せき髄ずい反射だけでスライディングして避ける。わたしが避けた結果、完全に無防備な状態で床にフライングボディプレスすることになったどこぞの女子生徒さんの身体がビターン！　とすごい音を立てる。おー痛そう。また角を曲がる。「居た！」って廊下の向こう側からわらわらと人が走ってくるから、わたしはまた引き返して別の角を曲がる。いや、なんかもう吹奏楽部とか関係なくわたし以外の全員が追いかけてきてるような感じなんだけど、なにこれ？　いくらなんでもイジメエスカレートしすぎじゃない？　角を曲がる。ていうか何回角を曲がるのよ。いくらうちの学校が増改築を繰り返した結果の奇妙奇き天て烈れつで複雑怪奇な構造をしているからといって、こんなラストダンジョンみたいな造りじゃなかったはずでしょ。逃げ回っているうちにすっかり陽ひも傾いていて廊下は西日で真っ赤に染まっているんだけれど、何度曲がっても常に窓から夕陽が差し込んで来ているし、これはさすがになにかがおかしい。『空間に歪ひずみが出ているんだ』と川っぺりの土手に居る誰かが言う。低い、大人の男の人の声。えっと、これ誰だっけ。ていうか夕焼けの第一校舎の廊下を走っていたはずだけど、これはなんだ。ランナーズハイの白昼夢みたいな感じか。酸素が足りない。

　いよいよ廊下の向こう側からすり抜けられる隙すき間まもなさそうな十何人っていう人の壁がドタドタと迫ってきていて、振り返っても反対側からも同じようにヒューマンウォールがガーッと来てるから、どうしようもなくなったわたしは手近にあった扉を引く。幸い鍵が掛かっていなかったのでそのまま中に滑り込んで鍵を掛ける。うおー助かった～って息をついたところで後ろから「中萱さん」と声をかけられてめちゃくちゃビックリする。振り向いたらここは音楽室で、なんの変哲もないいつも通りの音楽室で、やっぱり窓からは夕陽が差し込んでいて目の前にセロハンを貼られたみたいに部屋全体が真っ赤に染まっていて、窓際の椅子に逆光でもよく分かるひときわ綺き麗れいなおでこの子が座ってる。松川さん。松川常盤さん。

「どうも……ごきげんよう」

　わたしが息を切らせながらそう言うと、松川さんも「ごきげんよう」と小首を傾かしげて見せる。なんだこれ、逃げてるつもりで追い込まれていたとかそういう展開？　いくらなんでも高校生にしては統制が取れ過ぎじゃないのかな。狐きつね狩りじゃないんだから。

「ちょっとお話がしたいんだけど、いいかしら？」

「はい、なんでしょう」

　どうせここから引き返したところでまた追いかけ回されるだけみたいだし、連中はこの部屋には入ってくるつもりがないみたいで扉に鍵を掛けた途端に外に人の気配も感じない。さすがに松川さんひとりが相手なら強硬な武力行使に出られたところでわたしでもどうにかできるでしょって思って、まだここで話を聞いているほうが安全っぽいから仕方なくわたしも距離を取って松川さんの向かいに座る。

「日下部先輩のことなんだけど」

「まあそうでしょうね」

「中萱さん、日下部先輩のことが好きなの？」

「はぁ、概おおむねは、そのような感じの」

「どうして？」

「どうして……？って言われても、その……どうなんでしょうか？」

　そんな、人の好きとか嫌いとかに理由なんていちいちちゃんとあるものかな？

「うーん、そうね」

　松川さんはほっぺに人差し指をあててちょっと視線を斜め下に落とす。いちいち仕草があざとい実にあざとい。可愛い。おでこ綺麗だし。

「どういうきっかけでそういうことに？　中萱さんってわりと誰ともコミュニケーションを取ってない印象があったから、接点があるのがそもそも意外というか」

「えーっと、どうだったかな」

　意外と言われればわたし自身にとってもそこは意外なところなので、なにをどう説明したらいいのか。自分でもわりと不思議な展開ではある。

「わたしがストーカー？　てきなのに付きまとわれてるところを穂高センパイに助けてもらって、それで流れでちょっと喋しやべったりして。なんか好きだなぁ、みたいな？」

　いや、でもその前からサワメグから穂高センパイのほうがわたしのことを好きとかそういう話もあったんだっけ？　まずそれがあったから意識しちゃったみたいなところもなくはないような気がしないでもない。うーん、どうだったかな。

「なるほど」

　と松川さんはしばらく思案顔をしてから、背筋を伸ばして座りなおして改まって話を始める。ちゃんと話す内容を考えてから話し始めるタイプっぽくて基本的に脳と口が直結系のわたしとしては見習いたいというか羨うらやましいというか、わりと好感が持てる。

「それはたとえば、自分を危険から助けてくれた相手への感謝とか好感とかそういう気持ちを恋愛感情と誤認している、というようなことはない？」

　わたしは反射的になにかを言いそうになるんだけど、松川さんを見習ってちゃんと考えてからものを言おうと一度それをグッと飲み込んで脳内で考えを一巡させてみる。うーん、でも好きって気持ちにそんなに色々あるものなのかな。好きなものは好きなんだから好きってことでいいんじゃないの？

「えっと、感謝や好感と恋愛感情は区別ができる別のもの、っていう考え？」

　松川さんも返球をトラップしていったん保持する。

「ええ。それらは別のものだと思う」

「それは性欲を伴うかってこと？」

「そういう話ではないわ」

　と、松川さんは眉み間けんに人差し指を当てて目を閉じる。ついさっき、ちゃんと考えてからものを言おうって思ったばっかりなのに早速ノートラップでボレーシュートしちゃったけれど、それはそれで松川さんのペースを揺さぶることには成功したっぽくて謎に満足感があったり。

「えっとね、中萱さん。日下部先輩はね、この学校で一番高めのところに居る人なの。勉強の成績もいいし、吹奏楽部でもたんにトロンボーンが上う手まいだけじゃなくて組織運営的な面での才覚もある……」

「それに運動神経もよくてバク転とかもサラリとやってのけちゃうし、音楽の趣味もオシャレっぽいし」

「そうね、背も高くてスタイルもいいし、私服のセンスもシンプルだけど悪くないし。そんなに快活に喋るタイプではないけれど口に出して言うことはだいたい的確で、少しミステリアス」

「あと顎のラインと指が綺麗で文字が丁寧でチャーミング！」

「……」

「……」

　ポンポンポンとリズミカルに話が盛り上がったところで、お互いに変な表情で見つめ合って固まっちゃう。バツが悪い、みたいな。いや、現状その穂高センパイを巡ってわたしと松川さんはたぶん敵対的な関係ではあるんだろうけど、ホラそこはやっぱり人間って共通の好きなものに関する話題では話が弾んじゃうところがあるじゃない？　これは致し方なしというか如何いかんともしがたいというか。松川さんがコホンと咳せき払ばらいをして仕切り直す。

「ええ、そうね。でも中萱さんは……ちょっと良くない噂うわさがあったりもするし、誰ともコミュニケーションを取らないしで、ちょっと怖がられている」

　怖がられていたのわたし。いまのシチェーションだとどう考えても松川さんのほうがよっぽど怖いっぽいんだけど。恋に本気乙女を敵に回すの恐ろしすぎじゃない？

「中萱さんは日下部先輩にあまり良い影響を与えないと思う」

　わーお、だいぶ話をぶっちゃけてきた感じがありますね。まあでも一理あるといえば一理ある気がしないでもない。だいたいどんな話にだって１リアルくらいはあるものだけど。

「日下部先輩は優しいから、たとえば相手が中萱さんでなかったとしても誰かがストーカーに付きまとわれていたら助けると思うし、それがきっかけで好感を持たれても無む碍げにはできないような気がするわ」

　うーん、それはたぶん本当にそうなんだろうとは思うけどさ。それ、松川さんちょっと自分のことを棚にダンクシュートし過ぎっぽくないかな？　たぶん松川さんからのラブラブビームも無碍にはできないって感じなんだと思うけど穂高センパイ。

「つまり、完かん璧ぺき超人の穂高センパイがなんでよりにもよって地味で取り柄もないのに良くない噂だけはあるわたしのことを好きになったりするんだかよく分からなくて納得できないとかそういう話ですかね？」

「ちょっと待って、どさくさに紛れて穂高センパイがあなたのことを好きとかそういう話を既成事実化しようとしないで」

「いやぁ、でも概ねは、そのような感じの」

　でもそんな押し問答してみたところで、穂高センパイの気持ちがどうかなんてわたしにも松川さんにも分かりっこないんだし、ていうかそんなのわたしのほうが知りたいぐらいだし。そうだ穂高センパイに聞いてみようそれが一番早いよそうしようって、わたしはポケットからスマホを取り出して即座に電話をかける。わたしがなにも言わずに突然電話をかけはじめたから、最初一瞬、松川さんは怪け訝げんそうな表情を見せたんだけど、すぐに誰に電話をしているのかを悟ったらしくて今は向かいで不思議半分不安半分みたいな顔をしている。ざまぁ見ろ。

『はい』

「あ、穂高センパイ？　もしもし、梓あずさです」

『うん、どうしたの？』

　その穂高センパイの声を聞いただけで張りつめていた緊張とか漠ばく然ぜんとした不安とかも一瞬でぜんぶ飛んじゃってもう大丈夫みたいな気分になるから、わたしはえっと、なんの用事だったっけ？　ってなる。えっと、なんの用事だったっけ。

「穂高センパイはどうしてわたしのことが好きなんですか？」

　三秒。向かいでは松川さんが不安そうな顔見せながらもこちらに身を乗り出している。別にスピーカーフォンとかにはしてないけど、静まり返った放課後の音楽室だから松川さんにも通話内容は聞こえてるはず。穂高センパイは返事をしない。仕方がないからわたしが続けて一方的に喋る。

「わたしってほら、地味だし別に取り柄もないしコミュ障だし学校でも浮いてるし、それにちょっと、普通じゃないし。あんまり良くない噂とかもあるし……」って自分から電話しておきながらなんだかテンパってて思いつくままにベラベラ喋ってたら唐突に穂高センパイが『そこに松川さん居るの？』ときいてくる。身を乗り出して耳をすませていた松川さんは突然の流れ弾にビックリして飛び上がっている。わたしもなんて返事しようかな？　って思って松川さんのほうを見るんだけど、松川さんはめっちゃ背中を反そらせて両手をブンブン振ってる。全力の「居ない」のジェスチャ。さてどうしようかな？　って一瞬いじわるな考えが浮かぶんだけど、わたしは「ううん、居ないよ。わたしだけ」って噓うそをつく。

『そう、それなら別にいいんだけど』

　沈黙。三秒待って、またわたしが話し始めようとしたところで穂高センパイが機先を制してくる。

『誰になにを言われたのかは知らないけれど、大丈夫だから』

　大丈夫だから、って、それなんの返事にもなってないような気はするんだけれど、でもまあ、大丈夫って言われたらホッとしちゃうのは仕方がないから、今はとりあえず、これでもいいかなって気分になる。大丈夫なら、まあいいか。

『段階とか手順がちゃんとあるらしくてさ。だからまあ、あんまりひとりで考えすぎたりして短気を起こさないでね』

　それじゃ、て言って通話が切れる。松川さんのほうを見る。ほっとしたのと、落胆したのと、なんか色んな感情がいっしょくたになったような複雑な表情をしていて、ひとまずこれは、中萱梓大勝利の巻ってことでいいんだろうか。特に言葉もなくて、黙って松川さんのほうを見ていたら、松川さんは肩の力が抜けたみたいな放心状態が十秒。それから涙が一筋瞳から流れ落ちてきて、そのまま俯うつむいて泣き出しちゃう。わたしが友達だったら肩を抱いて慰めてあげたいところなんだけれども、残念ながらわたしは松川さんの友達じゃないし、むしろ憎き恋こい敵がたきなわけで。ここは放っておくのが最善かなって思う。

「それじゃ、わたし帰るから」

　そう言って、音楽室を出ようとしたところで「待って！」と松川さんに呼び止められて、わたしは振り向く。

「どうしたの？　まだなにか用事ある？」

　松川さんは椅子から立ち上がっていて、でも反射的に呼び止めたみたいな感じで、呼び止めてから言うべきことを考えているような感じで。ちゃんと、考えてからものを言おうとしているような感じがあって。ああ、やっぱりわたし、この人のこと全然嫌いじゃないかもなって思ったりする。

「その……ありがとう。日下部先輩に内緒にしてくれて」

「ああ、そのこと。別にいいよ、わたしの勝手だし」

「……でも、どうして？」

　うーん、どうして？　とか、なぜ？　とか、わりとそういうのがいちいち気になっちゃう性質なんだね。生き真ま面じ目めっていうのかな。でもごめんね。わたしわりとあんまりなにも考えずに行き当たりばったりに行動してるところがあるから、そんなの毎回気にしてたらキリがないんだよね。

「なんだろうね？　わたしも自分でよく分からないけど、松川さん嫌がってたみたいだし、たぶん、わたしそんなに松川さんのこと嫌いじゃないみたいだから、できる部分では松川さんの嫌がることはしたくないなあって思って」

　思ったのかな？　やっぱよく分かんないや。うん、わたしのやることなんていちいち気にするだけ無駄だよたぶん。

　松川さんは、ちょっと驚いている顔。あと、ちょっと戸惑っている感じ。でも、わたしの言ったことをちゃんと受け止めて、ちゃんと考えてくれているような感じ。それはそれで、ちょっと申し訳なさもあるけどね。ほら、わたしって基本的に適当だから。

「でも、やっぱわたしも穂高センパイのこと好きだし、声聞くだけで安心できたり、話ができると嬉うれしかったり、そういうのあるから、松川さんのために穂高センパイのことを諦めてあげるとかそういうのはナシなんだけど。それとは別で、松川さんが穂高センパイのことを好きだっていう気持ちもなんかいいなって思うし、応援してあげたいような気持ちもあるんだよね。しないけど」

「ごめんなさい」

　そう言って、松川さんはわたしに向かって深々と頭を下げる。うわぁ、なんかそういうのも恐縮しちゃう。

「もう誰かを使ったりとか小細工してみたりとか、そういうちょっと卑ひ怯きようっぽいのはやめることにする」

「そう」

「でも諦めないから。真剣勝負することに決めたから。ちゃんと自分を誇れるようなやり方で、わたしはわたしで日下部先輩を振り向かせてみせるから」

「うん、それでいいよ」

　沈黙。変な間。

「握手とかしてみる？」ってわたしは言うんだけど、松川さんは「ううん、やめとく。やっぱ、敵だし」とそっぽを向く。やっぱそうそう気安くお友達ってわけにはいかないか。友達をつくるのって本当に難しいもんだね。

「そっか、残念。ひょっとしたら友達になれるかもって、ちょっと思ったんだけど」

「もしかしたら、ね。でも、今はやっぱまだ無理」

「分かった。それじゃあね」

「うん、それじゃあ」

「それじゃあは別にいいんだけど、おふたりさん。それでここからどうやって帰るつもりなの？」

　って、どこから湧わいて出たのか唐突にサワメグが話に割り込んでくる。腕を組んで廊下側の壁にもたれていて、髪が黄金色に輝く魔法少女モードで。魔法パワーで緩く巻いたふたつ結びが風とか重力とかを無視してふわふわと揺れている。

「どうやって……て、え？　帰れないのコレ？」

「その女が周囲への影響も考えずに派手に魔法を行使しまくったせいで時空間にまで歪ひずみが出まくっているからな。誰かがツケを支払わないことには元には戻らんぞ」

　いつの間にかサワメグの足元に現れていたケルベルが言う。サワメグが後ろ手で扉をガーッと開く。扉の向こうには本来あるべきの廊下がなくて、天井やら床やらがねじくれまくった謎の空間がひたすら遠くまで広がっている。

「女の子は誰だって魔法が使えるのよ。とは言え、契約もなしに天然でここまでの力を発揮する魔法少女を見たのはこれが初めてだわ。うまく制御できれば世界そのものさえも掌しよう握あくできたかもしれないレベルの才覚ね」

「え？　魔法？　へ？　松川さんが？」

「そりゃこんなの、魔法以外にありえないでしょ。アズなんだと思っていたのよ」

「属性は天。効果は支配と魅了。かつては国ひとつを滅ぼしたこともあるスーパーレア中のスーパーレアな能力だ。野放しにしておくには危険に過ぎる」

　未熟なうちに捕ほ捉そくできたのは不幸中の幸いだったな、とケルベルがよく分からない説明をする。えっと、とりあえず世界の脅威ってやつですか？　つまり、サワメグの敵？

「いやいや、待って待って。その時空間の歪み？　を松川さんがやったっていうのなら、松川さんに元に戻してもらえばいいのでは？」

「それができるなら別にそれでもいいけれど？」

　わたしの疑問にサワメグが答える。松川さんは応えない。静かに首を振る。

「そいつの魔法は飽くまで支配と魅了。人間を意のままに操ることができるというだけだ。時空間が歪んでしまっているのは野放図に行使されたその魔法の副作用に過ぎない。そいつが意図して引き起こしているものでない以上は、そいつ自身にだって解除できるものではない」

　ケルベルの言うことはやっぱりよく分からないんだけれど。

「そういうわけで年貢の納め時よ、松川さん。松川常盤さん。おとなしくケジメをつけられて頂戴ね」

　クルクルクルッと、どこから取り出したのかサワメグの手の中でマジカルコルトシングルアクションアーミー人呼んでマジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）が回っている。パシッとグリップして、松川さんに正対する。両足は肩幅に。右手で腰だめにマジカルピースメイカーを構える。え？　ちょっと待ってたんまたんま。サワメグそれ撃つの？　松川さんを？　って思って松川さんのほうを見たら、松川さんも松川さんで、なにか憑つき物が落ちたみたいなスッキリとした顔をしている。

「そうか、みんながわたしの言うことを聞いてくれるの、これ魔法だったんだ」

「そうね、いわゆるズル。イカサマ。ルール破りの反則技。うまくやってるうちはいいけれど、しくじれば相応のツケを支払わされる。そういうものなの。ごめんね、松川さん」

「ええ、わたしも変だとは思っていたのよ。こんなことはそうそう長く続いたりはしないって、気付いてはいたわ」

　松川さんはそう言って、フラットな表情でマジカルピースメイカーの銃口を睨にらみ付けている。いや、わたしたち女子高生なんだからさ、花も恥じらう女子高生なんだからさ、そんな気さくに覚悟完了しちゃう感じ、やめようよ。サワメグが引き金を引く。

　銃声。

　銃口から飛び出したマジカル45ロングコルト弾は魔法少女らしい星とか花火とかのやたらポップなエフェクトをまき散らしながら緩やかな弧を描いて松川さんの額に吸い込まれるように命中して、パーンと弾けてキラキラと光る。

「あだっ！」

　と、予想外の野太い叫び声をあげてのけ反った松川さんの綺き麗れいなおでこには、角が丸みを帯びたドでかい☆がスタンプを押されたみたいにくっきりプリントされていて、うわぁせっかくの綺麗なおでこが台無しだ……。サワメグはこれでもう仕事は終わりって感じで銃口をフッとひと吹きすると、ヒュンヒュンヒュンッとマジカルピースメイカーを回転させて、最後に本来ならホルスターがあるんだろうなってところにストンと落とす。マジカルピースメイカーはそのまま虚こ空くうに消えちゃう。

　松川さんはおでこを両手で押さえて痛そうにうずくまっているんだけど、え？　魔法少女の仕事ってそんな感じでいいの？　おでこに☆がプリントされちゃうの、そりゃ嫌ではあるけれども、まあ嫌がらせだよね？

「その人並み外れた綺麗なおでここそが魔法行使の要件だったのよ。それを封じたから、これでもう松川さんは魔法が使えないってわけ。元を封じればあとは放っておけば歪みも勝手に元に戻るわ」

　なにそれ。

　まあなんか、よく分からないけどこれで一件落着ってことでいいのかなって安心してへたりこんだのもつかの間、松川さんの周囲の空間が折り紙をたたむみたいにガガガッと松川さん目がけて収束していて、なんかヤバそうな感じ。あれ？　これ放っておいたら松川さんも一緒に折りたたまれちゃったりしない？

「仕方ないわよ。あれが彼女自身の行使した魔法の、その失敗のバックラッシュだもの」と、サワメグは傍観の姿勢。ケルベルも「力に溺れ、力に吞のまれた結果の自業自得。溜ためたツケは自分で支払ってもらう。それが魔の法。魔法のルールだ」と、意味は分からないけど感じが悪い。とりあえずなにもしてはくれないらしい。いや、さっきからまるでそれが当たり前で妥当みたいなノリで話を進めてますけどね、そりゃあわたしもちょっと迷惑したりもしたけどさ、結果的に五体満足なわけだし、こんなの全然大したことじゃないじゃん。好きな人のことが好き過ぎて、ちょっと間合いを間違えることぐらい誰だってあることじゃん。わたしたち、青春真っ只ただ中なかの女子高生なんだからさ。それだけのことで折りたたまれちゃうの、普通に割に合ってなさ過ぎじゃない？

『割に合わない支払いは踏み倒してやりゃいいんだよ』

　夕焼けの川っぺりの土手の男の人が言う。『ほら、お待ちかねのヒーローの登場だぜ』という台詞せりふと同時に、わたしの横を颯さつ爽そうとなにかが通り抜ける。見ると、穂高センパイがギリギリのところで松川さんに迫りくる空間の折りたたみをエクスカリバーで斬っている。

「日下部先輩!?」松川さんがおでこを押さえながら驚いた声を上げて。「なんか知らないけど後で！」と穂高センパイが叫ぶ。穂高センパイがエクスカリバーを振ると空間の折りたたみが割けて空間に溜まっていたエネルギーみたいなのがどんどん逃げていって、やがて折りたたみも収まる。今度こそ、これで解決でいいのか、な？

「はー、なんだこれ。意味わかんねー。危なかった」

　別に穂高センパイも事情が分かっていたわけではないのか、ひとしきりエクスカリバーをブンブンした後でそう呟つぶやいて座り込む。その隣で松川さんは両手を組んで頰ほおにつける恋する乙女ポーズをしていて、おでこに☆だし目は♡だしでなんか最初の印象からは想像もできないような随分とコミカルなキャラになっちゃったもんだなぁ。まあ、かっこよかったよね。ほんと、ヒーローみたい。それで助けた相手が松川さんっていうのはなんかもやもやする感じもあるけれど、でも助からないよりは助かったほうがいいに決まってるし。

『理解よりも対応を優先するあたりは優れているな』なんて、誰かさんは笑っていて、サワメグは「まあいいか」と首を振って、また深夜番組の通信販売の外国人みたいに肩をすくめてふーやれやれってリアクション。

「まあ、今回はお前が支払いを肩代わりしたと言えなくもないのかもしれないがな。いつまでも支払いを踏み倒し続けることはできないぞ。ツケはいずれ支払わされる。それが世界のルールだ」と、ケルベルは捨て台詞みたいに言い残してサワメグと一緒に去っていく。最後の最後まで感じの悪いヤツ。なんか知らないけど、とりあえずうまいこと解決したっぽいんだからあーよかったねでいいじゃんね？

　なんて感じで新学期早々バタバタと色々とあって、結局松川さんのおでこにプリントされちゃった☆マークはそのまま残ってて、それを隠すために翌日から松川さんのヘアースタイルが前髪パッツン姫カットになったりはしたんだけれど、それもそれでめっちゃ可か愛わいいからまた別の支配と魅了の魔法が発動しそうな感じもしてて、変化といえばそれぐらいのものでやっぱりわりとわたしの日常にはこれといって大きな変化もなく、そこそこ真面目に適度に退屈に、相変わらず地味で地道にやっているんだけど、なんだかんだと穂高センパイの態度も曖あい昧まいなままだし距離感も微妙なままだし、そのうえ恋のライバルまで登場でわたし一体どうなっちゃうの～って感じのほのかに青春的なパステルカラーてき気配もなくもない。いかがなものか。次回に続く。
















　すごくデカくて黒くて禍まが々まがしいやつが扉をドンドコドンドコと叩たたきながらお前はもう手遅れだお前はもう手遅れだ諦めろって叫んでいる夢にうなされてウワーッ！　って飛び起きたらまだ七時前。珍しくお母さんが家に居て珍しく朝早くから動いていて、なんだかよく分からないけど一階でバタバタドンドコとなにかをやっているっぽい。平日ならとっくに起きてる時間だけどせっかくの日曜日だしゆるゆる暁を覚えず決め込むつもりだったのに、お母さんがバタバタやってる物音でこわい夢を見ちゃったってことみたい。ところで春眠暁を覚えずって春以外は夜明け前から起きてるの？　それはそれでさすがに朝型すぎじゃない？　なんて文句をつけてみても仕方がないから布団を抜け出してカーディガン羽織ってもこもこスリッパに足を突っ込んで一階に降りる。ここ最近、朝夕はもうめっきり冷える感じ。お昼まわると暖かいんだけどね。でも、この朝の寒さはなんとなく清潔って感じがしてわりとそんなに嫌いでもない。うーさむさむって二の腕さすりながら「も～お母さん朝からなにバタバタやってるの？」って声をかけたらリビングでお母さんが服やら服やらお洋服なんかをポイポイポイポイしながら「あ、アズちゃんおはよう。ねぇエクスカリバー知らない？」なんてきいてくるから、わたしは寝起きの表情鉄壁キープで「知らないよ～も～」なんて返事する。いや、本当はわたしが勝手に穂ほ高たかセンパイにあげちゃったんだけど、なんか持ってかないとダメみたいなんだよね～てきな説明で穂高センパイ自身も欲しいんだか別に欲しくないんだかよく分からない感じではあったんだけど、どうせうちでは使ってないものだし要るなら持っててもらっていいんじゃないかなって思って。内心アレそんな大事なものだったのか……ってちょっと焦るけど初手で勢いで知らばっくれちゃったものだからもう知らんぷりを決め込むしかない。こういうのは迷わず初志貫徹するのが重要。まあ物が多すぎて頻繁にアレやらコレやらが行方不明になる家だから、どうやっても見つからなかったらお母さんもそのうち諦めるでしょ。そんなに大事なものなら最初からちゃんとしまっておきなさいよなんて心の中で責任転嫁して無む理り矢や理り自分を納得させつつ、ついでに「もー、またこんなブリブリの少女趣味やめてよーいい歳としして」なんて、お母さんがポイポイ散らかしたお洋服を回収しながらブーブーとぶーたれてみたりする。

「女の子はね、いくつになっても少女なのよ」って、お母さんは胸を張って謎にフフンとドヤ顔を決めるんだけど、実際のところいくつになったんだっけ？　この人。

「26歳よ」

　娘の心の声に勝手に返事をするのをやめなさい。ていうか少なくとももうこの５～６年くらいはずっと26歳だよね。昔は「アズちゃんはわたしが16歳の時に産んだ子だから」って説明されていたんだけど、仮にそれが本当だったとしてももう32歳じゃん。

「10歳の時だったかも」

　それはさすがに色々とダメじゃない？　主にお父さんのほうが。法律とか倫理とか公衆道徳てきなサムシングで。まあでも、ぶっちゃけ見た目てきにはむしろ26歳よりもさらに若く見えるし、一緒に並んだら姉妹に勘違いされこそすれ親子だとはついぞ思われたことがないって感じで反則っぽいんだけど、それだけじゃなくて全体的に色々と規格外な人だから、そんなところにだけ文句をつけてみたってなにを今さら感はやっぱある。

　わたしが片づけようとしても片づけた端からお母さんがポイポイポイポイ散らかしちゃうから、これはもう飽きるまで放っておくしかないなってことで、わたしはお片づけを諦めてササッと二人分の朝ごはんを作る。冷やごはんをチンして卵焼き巻いて、昨日の残りの白菜の煮びたしと海苔のりと納豆とお湯を注ぐだけのお味み噌そ汁しる。あと焼きシャケでもあれば完かん璧ぺきな朝定食なんだけれどもそこはアレ。人間、足ることを知るのが重要なのだ。あんまり求めすぎるのは良くない。湯ゆ吞のみに直接ティーバッグ一個で二人分の緑茶を淹いれてお母さんに「ごはんできたよー」って声をかけるといちおー食べにはくるんだけれども、全然気もそぞろって感じでよっぽどエクスカリバーのことが気になるみたい。

「おかしいわねー、どこに行ったのかしら」

「アレそんなに大事なものだったの？　なんかわりと放置されてた感じだったけど」

「んー、いちおうお父さんの形見？　みたいなものだから」

　めちゃくちゃ重要なものじゃん。そのわりには天井の蜘く蛛もの巣払ったりソファーの下に入り込んだアクセサリーを拾ったりするのに使われてたりとけっこう雑な扱われ方だった気がするけど。ていうか、形見ってお父さん別に死んだわけじゃないとかそういう説明じゃなかったっけ？　説明をされたことがあったような気もするけれど、そのへんはなんかよく分からない。それで久しぶりに「お父さんってどういう人だったの？」と何度かしたことのある質問をまたしてみたら、今回は「お父さんは単身で南米の麻薬密売組織を壊滅させた凄すご腕うでの傭よう兵へいでね……」なんて話が始まって、でも前に聞いた時はＣＩＡの工作員って話だったし、その前は英国王室直属の秘密組織のエージェントだったなんて話もあったし、いくら話を盛るにしても限度ってものがあると思う。まあいつものことだし、わたしもこれはたぶん話したくないってことなんだろうなって勝手に察してあまり深くは突っ込まない。いくら親子とは言え、そりゃ言いたくないことのひとつやふたつはあるもんだよね。適切な距離感が肝心。

　朝ごはん食べて食器を洗って洗濯機まわしながらちょっとテレビの報道番組とか見て、あら最近なんだか世の中物騒ねーなんて思ってみたり、あがった洗濯物干したりしてなんやかんや十時くらいになっても「うーんおかしいわねー地獄か境界の連中に侵入でもされた？　いやでも」とかブツブツ言いながらまだお母さんがしつこくエクスカリバーを探しているからわたしはだんだん居づらくなってきて、特に用事もないのに服を着替えて出かける準備をする。「もう、せっかくだからいい機会だと思って根本的に物を整理しなよねー」なんて、逆にお小言を言い残して家を出る。とはいえ日曜の午前十時である。さてどこへ行こうかって歩きながらスマホのアドレス帳をなんとなく見てはみるんだけど、穂高センパイは吹奏楽部だから文化祭に向けて練習が大詰めらしくて忙しいっぽいし、サワメグもサワメグで相変わらず世界の脅威と戦うのに忙しいっぽいし、そうなるともうね、ザッツオールって感じ。久しぶりに街に出てみるかなーなんて一瞬ちょっと思ったりもするんだけど、最近はわりと前みたいに街をフラフラうろついたりするのも少し控えていたり。うんまあ、穂高センパイの手前、みたいなところでアレがアレで。別に、穂高センパイはわたしがフラフラ遊んでてもそれで怒るってタイプでもないんだろうけど、そこはそれ、別にそういう問題じゃなくてわたし自身の問題。そんな感じで別に駅のほうに向かうでもなくぼんやりと適当に歩いてたら、あ、そういえばこっちのほう図書館があったじゃんって思い出して、そのまま歩きで図書館まで行くことにする。日曜日の午前中に図書館にお出かけ。うむ、文句なしに健全健全。

　中央図書館みたいな大きいやつじゃなくて地域の公民館の隣にくっついているちょっとした図書館だから大した本も置いてないし、どっちかっていうと子供たちと老人たちの憩いの場てきなのんびりした感じなんだけど、建物じたいは最近建て直された綺き麗れいなやつだし、なんか無駄に奮発して有名なデザイナーにデザインしてもらったとかで窓も大きくて開放的で明るいから居心地はそんなに悪くない。秋の角度が緩やかなやわらかい陽ひ射ざしが差し込んでてぽかぽかと気持ちいいんだけど、これたぶん本を保管する環境としてはあんまりよろしくないのでは？　なんて思ったりもする。本って陽に当たると焼けちゃうよね。わたしは焼けた本も風情があって好きだけど。絵本と児童書と手芸本と料理本と時代小説とハーレクインに押されてすみっこのほうに申し訳程度にある一般文芸の書棚をなんとなく見て回る。ま～みむめも～も、も、森もり絵え都と。うん森絵都ってなんか好きだった気がする～って背表紙の頭をトントン人差し指で触りながら歩いてたら、よそ見をしていたせいで別の人が本を取ろうと伸ばしてきた手にちょっと当たっちゃう。わたしが反射的に「あ、すいません」なんて言って手を引っ込めたら相手はこんな辺へん鄙ぴなちっこい図書館には珍しい若い子。たぶん同い年くらいの、高校生だと思う。目が合ったらキラキラと輝かしいエフェクトを飛ばしながらニコッと笑いかけてきて、本をちょっと掲げながら「この本、好きなんですか？」なんてきいてくるから、わたしはうわっ！　まぶしっ！　ってなって顔を手で防御（防御？）しながら「いえ、まだ読んでないので分かりません」って返事をして、素早く視線を外す。ていうかそれ森絵都じゃなくて森もり奈な津つ子こじゃんちょっとえっちなやつじゃんそういうのが好きなのかい君は。やらし。

　街中でちょいちょい声をかけてくるような一発ヤりたいだけのおじさんお兄さんとはどうでもいい話をいくらでもできちゃうんだけど、こういう健全っぽい場所で健全っぽい知らない青少年と健全っぽい話をするのとかはすごく苦手。というか経験がない。なんでわたしはあんまり露骨にならない程度にスルスルーと別の棚に移動するんだけど、なんか健全青少年がキラキラエフェクトをまといながら付かず離れず微妙な距離にずっと居る。山やま田だ詠えい美みとか見てたら「大人なほうの山田詠美のほうが好み？」とかなんとか声をかけてきて、鈴が鳴るような凛りんとした耳に心地の良い声音で、なんか声っていうより音っていうか音楽みたいな感じで、外国語の歌が流れているみたいな感じで、ついつい言葉の意味を取ることも忘れそうになる。「図書館ですから、お静かに」って口くち許もとに人差し指を立てたら「ああ、そうだね」って、こっちに顔を寄せて小声で話しかけてくるから今度はフローラルなエフェクトがただよってきて、いや、そういうことじゃないよってなる。「さっきからちょっとえっちな小説の話ばっかりですね。えっちなのが好きなんですか」なんて、ちょっと棘とげの出た球を投げてみるんだけど、特にどうということもなさそうにサラッと「まあ、それなりに？」なんて言うから、んーこれはどうなんだろうなーって、脳内で十三人の怒れるドイツ人がビールジョッキ片手にハラショー！　と心の陪審員裁判を始める。開廷！　審議！　ちょっと控えようとは思ってたところだけど別にキッパリやめるって決意したってわけでもないし、なんか爽やかすぎるというかサラリとしてて乾燥しているというか、あんまり食いでがなさそうでそんなに食指の動く系統でもないんだけど、それはそれ、もう少し様子を見てみようかなって議決を保留して「お話するなら場所かえませんか？」と提案してみる。そしたら二つ返事でノッてくるし、これはどうなんだろうね？　と脳内裁判所を覗のぞいてみても陪審員のドイツ人たちはもうほろ酔いでいい感じになっちゃってるからいい加減でアテにならない。まあそういうことになったらそういうことになったでご愁傷さまって感じだし、そうでもなさそうなら別に強いて追うほどでもないし。ケッセラセラ～ってわけでふたりで連れ立って図書館を出る。どこかお店にでも入る？　みたいな話になるんだけれども、なにしろこのへんは辺境の地なのでお店って言っても幹線道路沿いのココイチと松屋とラーメン屋さんくらいしかない。強くなければ生きていけない旨うまくなければ生きている価値がないヘビーデューティーなマッドマックス世界なのだ。

「おいしいケーキ屋さんがあるよ」

「ケーキ屋さん？　こんなところに？」

「うん、でも人気店だからひょっとしたら座れないかも」

　いや、ほんとこのあたり田んぼと畑とやたらと駐車場だけは大きいコンビニと住宅街しかないお店やさん不毛の地だからほんまかいなってなもんなんだけど、でもなんかよく見たらこの子ファッションとかもラフでシンプルでありつつもそこはかとなく生地感やシルエットにオシャレ上級者感が漂っているし、オシャレ上級者特有のオシャレ隠れ家てき名店に関するデータベースを持っているのかもしれない。こっちこっちと言われるままに戸建てが並ぶ住宅街をてくてく歩いていくと、ほんとに住宅街の真ん中に唐突にケーキ屋さんがある。ていうか表にメニューを書いたブラックボードが出ているのと異常なまでに建物全体がお花に覆われているので普通の住宅じゃなくてなにかしらのお店かなんかなんだろうなぁって思うってくらいで、パッと見はただの個人の洋風住宅っぽくてウェルカムムード一切なしで敷居の高さがハンパない。そんな感じなんだけどキラキラくんが躊ちゆう躇ちよなくお花のゲートをくぐってドアを開けるからわたしも仕方なくキョロキョロしながら後ろをついていく。いらっしゃいませーって声がして、あ、やっぱお店なんだここって改めて思ったりもする。まあお店なんだろうけどさ。

　入ってすぐのところにショーケースとレジがあってお持ち帰りがメインみたいなんだけど、奥に席もいくつかあっていちおー喫茶店てきにも使っていただけますみたいな構造。外から見るともりもりのお花が生垣になってて店内の様子が窺うかがえなかったんだけど、中は一面が大きなガラス窓になっていて、圧巻のもりもりお花の生垣をバックにちょっとした坪庭とテラス席もあって、全体的にヨーロピアン？　な雰囲気だし、ここがしみったれた住宅街のド真ん中だっていうのを忘れちゃう系。キラキラくんが手をピースサインにして、たぶんイェイイエーイじゃなくて二人ですよって意思表示なんだろうけど、勝手知ったるって感じにズンズンと奥に進んでいって窓ガラス横のソファー席に陣取る。わたしもついていくんだけど、途中の床にでっかいゴールデンレトリバーが丸くなっていたり、座ろうとしたらソファに置いてある丸いクッションだと思っていたのが抱き合って寝ている二匹の猫だったりしてびっくりする。黒いのと白いのががっちり抱き合って陰陽のマークみたいになってんの。

「ずいぶんとざっくりした感じなんですね……犬とか猫とか」

「たぶん食品衛生てきな話だとあんまり良くはないんだろうけどね。あ、猫とか犬は平気だった？　大丈夫？」

「大丈夫です」

　むしろ人間よりはだいぶ平気なほう。でも犬も猫も全然サービス精神がないみたいでお客が来ても愛想する気配もなくぐーすかぐーすか眠ってるから、居ても居なくても大差なさそうではある。試しに猫にちょっと触ってみるんだけど全然反応がない。完全に安心しきって寝てる。危機意識なさすぎじゃなかろうか。あんまり油断していると食われるかもよ？　ファンシー感バリバリの内装に似つかわしくない（失礼）普通のそのへんのお母さんって感じの店員さんがそのへんの定食屋さんみたいながさつなノリでパタパタとメニュー持ってきてくれて、受け取ったそれをパカッと開いた瞬間にわたしはつい「うわたっか」と声を出しちゃう。言っても所詮はケーキ屋さんだから逆立ちしても手が出せないなんて値段ではないんだけれども、バイトもしてない節約貯蓄ちょきんぎょな女子高生が気楽に来れるような値段帯ではない。コーヒー一杯が６５０円ってなんだこれはとメニューを凝ぎよう視しして固まっていたらシャイニーくんが「あ、僕が出すよ、もちろん。気にしないでなんでも好きなもの頼んで」なんて豪胆なことを言うものだから、わたしもそういうことならと遠慮なくメニューをパラパラとめくる。

「あ、カスタードクリームケーキだって。かえって珍しいかも」

　プリンとかシュークリームはよくあるけど、カスタードクリームケーキって王道っぽいのに意外とあんまりないんだよね。キラキラくんは「カスタード好きなんだ。玄人くろうと向けだね」なんて言って、そういうやつのほうがパティシエの技量がモロに出るとかなんとか。いや、わたしはたんにカスタードに目がないだけなんでそんな技量がどうとかは知りませんけれど。そんなわけでわたしは手堅くカスタードクリームケーキ。シャイニーはベイクドチーズケーキ。あとコーヒーふたつ。

「高校生ですよね？　お金あるんだ」

「まあ、ちょこちょことお仕事をしているから、一般的な高校生に比べれば多少は、ね」

　なんて余裕の表情。座ってお話しするってだけのイベントにン千円をポンと出せるっぽいから、これならホテル代もすんなり出るくらいの余裕はあるかもしれないなーとか考える。めんどくさいから早めに本題に切り込んでみようかな、なんて思うんだけど「さすがに時間帯が早いからまだ空いてるね。もうちょっと遅い時間になると土日はだいたい満席だし、座れても色々と売り切れてたりするし、なかなかうまいこといかないんだよ。アサイチはけっこう狙い目だなあ」「こんなところにあるもんなんですね」「うん、たぶん子供も大きくなって手も離れたお母さんの趣味みたいなものだと思うんだけど、わりと本格的なんだよ。ここのパティシエールも元々はなにか由緒正しい経歴を持ってたりするんじゃないかなあ」「あーそんな感じですね」「お客さんもね、だいたいこのへんのお母さんたちだから、お母さんたちで回っている経済圏っていうのがある感じ。ケーキ屋さんだけじゃなくて手作りアクセサリーのお店とかお料理教室とかね。このへんはそういうのがこっそり隠れるみたいにしてポツポツとあったりする」「うちのお母さんもそういうの好きかも。手作りアクセサリーとかに対しては財布の紐ひもが緩い感じ」とかって、予定外に話が弾んじゃったりもする。いや、だってわりと興味深いじゃんお母さん経済圏。

　そんな話を一通りしてやっと一段落したって頃合いになってようやくケーキとコーヒーが出てきて、いやこれがもう本当においしいの。びっくりするぐらい。ていうかびっくりしちゃって、シャイニングくんのほうを見たら無言でヒョイと眉を上げて「ね？　言ったでしょ？」みたいな顔しててちょっとムカつくんだけど、これは確かになかなかのもの。コーヒーも香りの深みが全然違うって感じで、わたしはあんまりそういうの分かるタイプでもないんだけど、それでもこれはいいものだなって気はなんとなくする。完かん璧ぺきなケーキに完璧なコーヒーにヨーロピアンで統一感のある凝こった内装ってパキッとした部分と、そのわりに店員さんは足元がそのへんのホームセンターで買ってきたようなイボイボつき健康サンダルな近所のお母さんっぽい感じだったり、やる気の感じられない犬とか猫が転がってたりするゆるゆるとした部分のギャップもなかなか素敵で総合的に高評価。

　あとやっぱ図書館で会ったから自然と本の話になったりして、どんな本を読むんですか？　ってきいてみたら今のお気に入りはコレって出してきたのがシャミッソーの影をなくした男。岩波の赤。表紙の絵に見覚えがあったので「あ、それわたしの家にもあります。いいですよね」と、あまり深く考えずに言う。キラキラシャイニングくんは「そうなんだ。僕も何度か読んでるんだけど、いいよね。影をなくして色々と大変ではあるんだけど、それはそれとして最終的にはわりといい感じに人生楽しくやってるっぽいの」と笑うんだけど、うーんそんな話だったっけ？　細かいところは覚えてないんだけど、なんか好きだったような気はするぐらいのアレ。

「なんかカフカてきなやつですよね？　突然の不運！　みたいな」

「うーん、もっとあっけらかんとしてるかも。カフカは虫になっちゃってそれで不幸で終わりだけど、こっちは影がなくて人間社会に馴な染じめないなら馴染めないで、じゃあひとりで研究でもしながらいい感じにやってくか、みたいな。犬を飼ってさ」

「あ、なんかいいですね」

「後半で唐突に魔法の靴を手に入れて世界中を自由自在に旅できるようになるんだけど、その魔法の靴を本当に完全にたまたまの運で中古市で買うんだよね。伏線も説明も解説もなにもないの。買ってみたら実はそれが魔法の靴だったのだ！　って。今だったらこういうの、ご都合主義とか言って怒られるんだろうけど、でも現実ってそんな感じじゃん？　伏線とかどこにもなくて、ほとんどが運と偶然に支配されているもんだよね」

　なんて、本当にちゃんと読み込んでいる感じで、わたしはただ「ほほー」と空返事をすることぐらいしかできない。

「ま、人間ちょっとやそっと他人と違ってたり変わってたりするぐらいのことで、それで人生詰んじゃったりはしなくて、運とか偶然とか、あとは本人の努力とかで、なんとかなる道はどこかにあるもんなんだよ」たぶん、色んなところで色んな物事と折り合いつけてなんとかやっていくしかないんじゃないかな、とか。わたしがただ感心して「へー」って顔をしてると、キラキラくんは「ていうか、読んだんじゃないの？」と、首を傾かしげる。

「いや、うーん読んだはずなんですけど。なんとなく好きだった印象だけあって話の内容とかはあんまり覚えてないんですよね、だいたい」

「へえ、じゃあ同じ本を何度でも楽しめるってことじゃん」

「そうです。そうそう。忘れっぽいから同じ本を何度読んでも面白くって。面白かったことは知ってるから後悔がないし」

「あ、でも分かる。面白かったことは覚えているけど内容はあんまり覚えてない本って最高だよね。なんとなくは覚えているからそんなに集中して読まなくても大丈夫だし」

「そうそうそう。こう、読むともなしに読んでるというか、なんか手で弄いじりながら見てるみたいな感じなんで、手触りとか収まりの良さとかもわりと重要で」

「その点、これぐらいの薄い文庫って最高だよね。古いやつのほうが紙も日焼けしちゃっててオレンジっぽいんだけど、それが縁だけグラデーションになってて綺き麗れいだし」

「分かる。すっごい分かる。最近のやつってなんか白いですよね。あれも何年かしたらちゃんとオレンジになるのかな」

「ならないんじゃない？　最近のは紙じたいが違う気がする」

「ですよね。文庫本って縁がオレンジになってやっと完成みたいな感じなんですけど」

「ワインみたいだね。そろそろ読みごろかな？　みたいな」

　なんて、すこし変なところでも話が合っちゃったりして、こういう感覚を他人と共有したのはひょっとして生まれて初めてのことなんじゃないかなと思う。これはちょっとさすがに、ここからなんぼなら出せますかじゃあホテル行きますかみたいな話には持っていきづらいなあって感じがあって、仕方がないからまたどうでもいいような話で盛り上がってみたりする。ついつい盛り上がってみちゃったりする。

「そのニット、ラインが綺麗だよね。ジル？」「よく分かりますねそういうの」「うんまあ、ちょっと詳しい」「わたしのじゃなくてお母さんのなんですけど、お母さん全体的に派手好きだからあんまりわたしが着れるようなのないんだけど、これは普通にシンプルだからいいかなあって思って、ちょっと借りてるの。でも他が安物だから浮いてそう」「いいんじゃないかな。そういうちょっと仕立てのいいやつを普段着っぽいコーデにラフに合わせてくるほうが手て練だれっぽい」「手練れって」とか、そういう感じ。なんかついつい言葉遣いも砕けてきちゃったり、自然と口角が上がってきちゃったりもする。

　気が付いたらいつの間にか普通に目を見ながら会話していたりする。今さらながら、わりと綺麗な顔してるんだなーって思ったりもする。歯並びが綺麗で健康的で、全体的に健全って語を擬人化したみたいな健全さなんだけれども、左耳にあいてるピアスが唯一ちょっと不健全さをアピールしている感じで、そのへんのバランス感覚もうまい。うーん、なんかよくないぞーって感じもする。だって、さっきからちっとも食欲がわかないんだもの。いや、ケーキはおいしいんだけどケーキの話じゃなくてね。なんか普通に会話を楽しんじゃっている感じがよくないなぁって、ちょっと穂高センパイのことを考える。脳内ドイツ人たちがドイツ語でなにか言いながらジョッキでドンドンとテーブルを叩たたいている。なんでドイツ語ってあんなに怒ってるっぽいのかな？　実際に怒りっぽいの？

　でもなんていうか、あなたはどこの誰さんなんですか？　っていう部分を一切無視してどうでもいい話に徹している感じが心地よくて、うん、ここまで話してもまだお互いに名前も年齢も職業もなんにも知らないしまるで気にもならないの。ちっとも建設的じゃない、まるっきりの会話の無駄遣い。時間もお金も、会話だって、無駄遣いが楽しいのはなんだって同じなんだなって思う。そんなこんなでなんやかんやと話し込んでいたらいつの間にかお昼もまわってて、まわりのテーブルもちらほらと埋まりはじめたなーと思ったらあっという間に満席になっていて、やっぱり客層は近所のお母さんたちなのね。ちょっとわたしたちだけが異質な感じだし、いよいよウェイティングのお客さんまで出はじめて、店先で満席なら仕方ない出直そうかーみたいな雰囲気を出してるから、シャイニーくんは「あ、いいですよ。僕たちもう出ますから」って声をかけて席を立つ。なんかそういうところもいちいち気が利く子って感じでケチのつけどころがなかなかない。脳内ドイツ人たちが得点ボードを次々に出す。10点！　10点！　10点！　これは高得点が期待できそうです。それでお店を出て、じゃあこれからどうしますかーって話になったらキラキラくんは途端に「あ、ごめん。僕これからちょっと仕事があるんだよね」なんて言って、意外とアッサリしてる。「アレだったら電話かＬＩＮＥかそういうの教えて？」「いや、あんまりそういうのは開示してないです」「あ、そっか。じゃあまたどっかで会ったらね」「はい。どっかで会ったら」みたいな感じですごくすんなりパッと居なくなっちゃう。一度手を振ったっきり、こちらを振り返りもしない。んーなんだろう、この肩すかし感。十三人の怒れるドイツ人たちは揃そろいも揃って眉をハの字にして肩を竦すくめて首を振っている。うーん、やれやれ。狩りとしても失敗だし、なんだかんだ悪い気もしないしで、これは本当に、まるで良くない。まあでも、もう顔も忘れたけど。

　そんなことがあった次の日、月曜日。アホみたいな秋晴れ。いつも通りにポワーと学校に行ったらなんかちょっといつもと雰囲気が違う気がする。普段はわたしが教室に入っても誰もなにも注意を払わなくて居ないものとして扱われているって感じなのに、今日はなんだか色んな方向から視線やらなんやらをビシバシ感じる。教室の隅っこのほうで固まりになってヒソヒソとなにか喋しやべっている女の子たちのヒソヒソ喋っている内容がどうもわたしのことのような、みんながチラチラこっちを見ているような。自意識過剰かな？　なんてことも思うんだけど、やっぱなんかおかしいよなぁなんて考えていたら、固まりの中から一個、意を決したように女の子がわたしに近づいてくる。お、なんだなんだ、喋りかけてくるのかって思って、わたしの頭は超高速回転であらゆる可能性を一瞬にしてシミュレーションするんだけど「中なか萱がやさん、ネジくんと知り合いなの？」って、本当に一文字たりとも意味を把握できない文を投げかけられるものだから「は？」って素の反応をしてしまう。は？　ネジって誰？　つか何？　名前？　ていうかアンタ誰？　えっと、松まつ川かわさんのグループの子な気もするけどカボチャだっけ？　って混乱してたら続けざまに「ひょっとして中萱さんもモデルとかやってるの？」とか、さらに成層圏のはるか彼方かなたにブチ飛ぶから全然話が見えてこない。あのね、こういうのは歩み寄りが大事ですよ。モデルってなんだよンなわけねぇだろこの淀よどんだベージュ系グラデーションのオーラが目に入らぬのか。

「昨日ネジくんと一緒に歩いてたでしょ？」

「ああ、なんか知らない人に喋りかけられたけど……でも知らない人だよ？」

　ていうか、見られていたのか。しかも噂うわさになってるの。ちょっとそれはマズいなぁ、多少話の展開をゴリってでも後腐れのないようにちゃんと食っておくべきだったかなぁとか思うんだけど、見られてしまっている時点でそれはそれで危ういのかなぁって感じで後の祭りっぽい。うーん迂う闊かつだ不覚だって反省ひとしきりなんだけれども、カボチャはわたしのそんな反応なんかまるっと無視してなんか一方的に喋ってる。いや、よく見たらこれカボチャじゃないか。カボチャはなんかあっちのほうでいつもの四人組でヒソヒソ喋っているし、でもこの子もなんかカボチャっぽいなあ。こんな似たような顔の人ばっかりなのに、みんなよく混同しないでちゃんと見分けられるもんだよね。まあいいや、じゃあ君はズッキーニ。ズッキーニって実はキュウリじゃなくてカボチャの仲間なんだよ。知ってた？　そんでズッキーニの話を統合すると、昨日のシャイニーボーイは等々力とどろき捩ね子じっていう名前で、ティーン向けのファッション誌で読者モデルやってるプチ芸能人みたいな感じらしい。まあ確かに、オシャレ上級者てきなオーラもビシバシ出していたような覚えがあるし、なんか綺麗な顔をしていたような印象もある。もう具体的には全然思い出せないんだけど。それでズッキーニはわたしがそのネジくんと喋っているのを見てじぶんもなんかワンチャンあるかもって思っているから、その願望がバイアスになってわたしの話は全然耳に届かないらしい。知らない人だって言ってんじゃん。どうにもならないよ。て話を屋上でお弁当食べながらサワメグにしたら、サワメグにも「は？　ネジくんってあのネジくん？　なんでアズが？　ネジくんと？　知り合いなわけ？　は？　え？　はっ????」と理不尽にキレられる。

「いや、だから知り合いじゃないってば」

「でもナンパされて一緒にケーキ食べたんでしょ？　もう知り合ってるじゃんお知り合いじゃんヌワー！　なんでアズばっかりそんなにモテモテなわけ？　サワメグちゃんこんなに強くて美しいのに世の中理不尽すぎじゃない????」

　てまた魔法パワーで怒ど髪はつ天てんボーン。いや、サワメグたしかに可愛いけど、美しいかって言われるとちょっと違うと思うよ。ていうか、わたしとしてはサワメグがそういうのに興味あるってことのほうが意外なんだけど。なんか同年代の男の子とかには全然興味なさそうな感じだし。

「そりゃ男の子になんか全然興味ないわよ」と、サワメグは腰に手を当ててエッヘンと言い放ったあとで、顔をトロッとさせて「でもネジくんは別腹よね～～」って、そんな甘いものは別腹みたいなさ。まあ甘々ではあるけどね。スウィートでフローラルでキラキラシャイニーだよ。

「こう……性的な領域を超越しているというのか……そう、それはさながら天上の天使のような。むしろ神？」

　とか、祈りを捧ささげる乙女のポーズで空を見上げてブツブツ言っていて、あ、なんか今回のサワメグはもう全然ダメっぽい。まあ、綺麗なものとかかわいいものはわりと無条件で好きなところあるよねサワメグ。

「え？　ていうかアズまじの話、ネジくんは食っちゃダメだからね？　食ったら殺すよまじで？」

「いや、なんかその恋する乙女てきトロトロ顔のままでそれ言われると逆に壮絶さがあって怖いんだけど」

　ニコニコ笑いながら包丁で滅めつ多た刺しにしてきたりしそう。こわい。

「まあ、たぶんそれはないと思うから大丈夫だけど。あの人に対してはなんか謎にそういう欲がわかなくてさ」

「……え？　それはそれでなんか問題発言じゃない？　えーっと、穂高センパイがそうであるのと同様に、アズはネジくんに対しても食欲がわかないってそういうこと？　え？　つまり穂高センパイと同じ特別枠？　それってマズくない？」

　ねえトッキー？　ってサワメグが松川さんに唐突に話を振って、松川さんはビクッとしながら「はい！　はいなんでしょうか？」と返事をする。モグモグしている口元を隠しながらお箸を置く。わたしとかサワメグみたいにくちゃくちゃものを食べながらぺちゃくちゃ喋ったりはしないのだ。うーん、いちいち細かい仕草が上品だなぁ。そうなの、最近なんか松川さんも一緒にごはんを食べてるの。例のおでこに☆スタンプをされちゃった一件の翌日にサワメグがなんかズンズンと教室に入ってきてズンズンと強引に連れ出してズンズンと屋上まで引っ張ってきて。曰いわく、空間だけじゃなく人間関係にも歪ひずみが溜たまっていて、おでこの魔法が消失したせいでその歪みが一気に噴出する可能性があるとかなんとか。要するに、今クラスではこれまで気になっていなかった松川さんのナチュラルに支配的な部分が急に鼻につくようになった、みたいな感じになっているらしい。よくあるイジめイジめられの反転現象ってやつ？

「まあ、しばらくはわたしたちとツルんでいるのが安全なんじゃないかしら。ほら、わたしたちはなんかアンタッチャブルな雰囲気があるっぽいから」

　と、サワメグが無む理り矢や理りわたしたち、というかわたしとサワメグふたりのお弁当グループに引き込んだってわけ。まあ、あのグループなら仕方ないか、みたいな諦めに期待、みたいな。

「所詮は人間関係の歪みだから、ほとぼりが冷めるまで大人しくしていれば自然とガスも抜けるだろうし、大丈夫でしょ」ってことで、それ以来、松川さんはなんだかんだと居心地悪そうにしながらもズルズルわたしたちと一緒にお昼ごはんをしているのだ。松川さんてきにはサワメグに感謝半分ビビり半分って複雑な感じっぽくて、サワメグとの間になんか変な上下関係ができつつある気配もあって、うーん可か哀わい想そう。

「なんでしょうか？　じゃないわよー、アズがなんかネジくんといい感じだって。ネジくんには食欲わかないんだって。それって立派な浮気じゃん。これってトリビアの種になりませんかね？　トッキー今が攻め時だよ」

「いや、サワメグさっきからなんか言ってマズいようなことをペラペラ喋っているような気がしてならないんだけど」

「あれ？　これ言っちゃいけないやつだったっけ？　ごめんねキャピッ☆」

　うわ、ウゼェ。だいたいサワメグはどっちの味方なのよ。元々わたしを穂高センパイにけしかけたのはサワメグのくせに。と、わたしはわりと本気で気が気じゃないんだけれど、松川さんのほうは「んー、そうは言っても相手はネジくんでしょう？　浮気……と言えばそうなのかもしれないけれど、やはりそこは別腹みたいなところがあるというか……」なんて感じで、意外や意外、あんまりそうでもない雰囲気で。別にいいんじゃね？　てきな。

「あれ？　なんかトッキー大人しくない？　もう穂高センパイのことはいいわけ？」

「いえ、別にそういうわけではないですけど……ないけれど、慌てなくてもわたしは中萱さんよりもエンジニアリングてきに有利な立場に居ますから」

　なにそのエンジニアリングてきって。

「人間なんてほとんど機械と同じだから、条件付けなんて簡単なものなのよ。要するに、恋愛というのは一番近い距離で一番長い時間を過ごした男女が自動的にくっつくメカニズムだから、日くさ下か部べセンパイと部活で一緒に長い時間を過ごすことになるわたしのほうが、中萱さんよりも圧倒的に有利というわけ」

　中萱さんは学年が違うし部活もしてないし、日下部センパイと一緒に過ごす機会があまりないでしょう？　と、松川さんは得意げにフフンと鼻を鳴らす。うーん、そりゃまあそうかもしれないけど、その恋愛観もそれはそれでどうなんだという気がしないでもない。松川さんは長い時間を一緒に過ごせば自動的にくっつくような男でいいのか？

「えー？　そうは言ってもなんか腑ふに落ちないというか……あ、なんだかんだでトッキーもネジくんのファンなんでしょ」

「それはまあ、わたしもそういうところがないわけではないけれど、わたしの場合は別にネジくんがかっこいいからとかそういうことだけでなく、ちょっと人と違ってたり普通じゃなかったりするところも取り繕ったりせずに、自然体なままのところがいいなっていう……憧れ？　のような……」

「んー、まあ分かる。トッキーわりと防御激しいほうだもんね。自信のなさの裏返しみたいな」

「うぐっ……」

　松川さんは下唇を嚙かんでサワメグを睨にらみ付けるけど、あんまり強く言い返したりもできないみたいで黙り込む。

「自然体ってところだとトッキーはアズに対しても憧れ半分嫉妬半分みたいなところもあるもんね」

「そんなことはないで！　……す」

　と、かつてのクラス内ヒエラルキー絶対女王もサワメグに対しては形無しなところがあるみたいで。

「でもさー、今の今まで半年以上もわたしのことなんか同じクラスで居ても居ないみたいな扱いだったのに、そのネジくん？　の話が出た途端に急に喋りかけてきたりしてなんだよーって感じしない？　現金なもんだよねー」と、わたしは松川さんへの助け舟のつもりで話を戻すんだけど「あ、それはわたしが中萱さんを外していたから……」って、また松川さんはバツの悪そうな感じで肩を縮める。いや、別にそんなつもりだったわけじゃなくて、それはわたしとしてはもう本当に気にしてないんだけど。どっちみち気付いてなかったし、友達できないのは今に始まったことじゃなくて昔からだし。

「でも、元々わたしが中萱さんのことを外していたのって、もちろん日下部先輩のこともあるんだけど、それだけじゃなくて中萱さんにわたしのポジションを脅おびやかすポテンシャルがあると評価してのことだったから。潜在的二番手、というのかしら。最初は中萱さんもわたしの勢力に抱き込もうと画策してみたんだけど、中萱さんは飄ひよう々ひようとしててそういうの全然通用しないし、支配する側からするとアンコントローラブルな人が二番手に控えているっていうのはものすごい脅威だから」

「そうだったの？　全然気づいてなかったけど」

　通用しないもなにも、なにかされたような覚えがまるでないけど。

「まあ、そういう感じでわたしが中萱さんを外して単独首位に立っていたからクラス内の政治的な情勢は概おおむね安定していたんだけど、コレのせいで……」と、松川さんはペラッとパッツン前髪をめくっておでこの☆マークを見せる。うわぁ……相変わらずドでかくてなんか色々と台無しだなぁ。

「今ちょっと政情が不安定で、でも元々は絶対王政下で情勢が安定していたでしょう？　そうなると、今の不安定さを忌き避ひしてなるべく元の状態に戻ろうとする復元力が働くというか、誰か別の強者の支配下に入りたい欲求が出てくるみたいで、クラスのみんなが次の支配者を探している状態みたいで。そこに潜在的二番手の中萱さんにネジくんとの話が出てきたから、それで一気にヒエラルキー上位にオーバーラップしてきている感じで」

「え、ていうか松川さんってそんな色々と考えてたんだ」

　なんかすごい話だなぁ。そんな、たかだかクラス内ヒエラルキーでなんか神聖ローマ帝国の興亡みたいな。ぶっちゃけ普通に引くかも。

　それでわたしが呆あきれてるような感心しているような微妙な反応をしていたら、松川さんはなんか急に恥ずかしそうにして「それじゃあ、わたしは吹部の昼練があるから」って、バリバリお弁当の残りを口に詰め込んでそそくさと片づけて音楽室に行っちゃう。吹奏楽部はいよいよ文化祭を間近に控えて朝練に昼練に放課後にと、わずかな時間でも見繕って練習をしているみたい。やっぱ吹奏楽部は文化祭の花形だからね。「おー穂高センパイによろしくねー」と、サワメグがひらひらと手を振る。

「松川さん、吹奏楽部のほうでは大丈夫なのかな？」

　その、なんだっけ？　歪みの揺り戻してきなやつ。クラスでもそうだったけど、あっちのほうでもわりと支配的だったみたいだし。

「大丈夫じゃない？　あっちはあっちで穂高センパイがなんとか上う手まいこと松川さんのことを守っているみたいだから」

　うーん、それはそれで、なんていうか微妙な感じもする。やっぱり穂高センパイって、困ってる人が居ると見境なく助けちゃうタイプだよね。わたしのときも「なんか困ってるっぽかったから」って言ってたもんなぁ。

「あ、ホラホラ見てアズ」

　屋上のフェンスに張り付いていたサワメグがそう言ってウキウキとマジカル双眼鏡（魔法少女アイテム：遠くまでよく見える）を差し出してくるから何事かと思って覗のぞいてみたら、音楽室の窓際で穂高センパイが掃除しているところなのかトロンボーンをバラバラにして机の上に広げていて、でもその手を止めてなにかの雑誌を広げていて、睨み付けるみたいな感じですっごい難しい顔して考え込んでいる。

「あれ、ポップティーンでしょ。ネジくん載ってるやつ。穂高センパイにも噂うわさが伝わったんじゃない？」

　と、サワメグはすごく邪悪に楽しそう。

「あ、松川さんも来た。穂高センパイとなんか喋ってる。あー、アズこれマズイんじゃないの～～？」

　浮気だ浮気、と囃はやし立てる。うーん、もしかして本当にマズイ感じなのだろうか。わたしは音楽室の窓際で何事かを喋っている穂高センパイと松川さんの姿を遠くに眺めながら、ふと思いついて特に考えをまとめるでもなく「穂高センパイと松川さんってさ……」と話しはじめてみる。

「うん？」

「なんか、音楽の面ではお互いにすごい認め合っている感じがあるよね」

「そりゃ、松川さんは老舗しにせのお茶屋さんだったっけな？　まあ名家の才さい媛えんで、年齢一桁けたのころからフルート吹いてるなんでこんな弱小校の吹奏楽部に居るのか謎なレベルのマジモノのエリートフルーティストだからね。穂高センパイはそれに比べればそりゃ凡人ではあるけれど、ウチの吹部ではわりとメインメンバーだし」そもそも男子少ないしね、とサワメグはマジカル双眼鏡を振る。マジカル双眼鏡はフッと虚こ空くうに消える。

「あのふたりなら共有できるけれど、わたしにはさっぱり理解できない世界っていうのがあるんだなぁって」

「まあ、それは仕方なくない？　くやしかったら今からでも吹部入ればいいじゃん」

「別に、くやしいってのでもないけれど。なんか別世界って感じで、今から頑張ったところで自分がそこに立ち入れるとも思えないし」

　そもそも、吹奏楽じたいにそこまで興味がないから、無理して頑張ったところで同じ領域にまで至れるとは到底思えないし。

「逆に、わたし実はわりと本を読むのが好きなんだけどね」

「実はってなによ。そんなの見てれば分かるわよ」

「あ、そう？」

　サワメグは当たり前みたいに言うんだけど、それはそれで意外というか。別にサワメグの見てるところで本を読んでたこととかあんまりない気がするんだけど。喋しやべる相手が居なかったから仕方なく本を読んでた感じであって、当然だけどサワメグが居るときはだいたいサワメグと喋ってるし。まあ、サワメグがなんか謎の魔法少女パワーてき経路で色々と把握しているのは今に始まったことではないか。

「穂高センパイは本って勉強するために読むものって思ってるから、趣味で読むって感覚あんまりないなって言ってて」なんでもないことのようにそう言って、笑ってたんだけど「それはそれで、ちょっとショックというか。わたしが穂高センパイを理解しきれないのと同じように、わたしのほうにも穂高センパイに分かってもらえない領域ってのはあるんだなって」

「なによ、アズらしくないじゃない」

　フェンスから飛び降りたサワメグが、久々にバチーンとわたしの両頰ほおを挟み込んで目を合わせてくる。

「要するにお似合いとかお似合いじゃないとかそういうしょーもない話をしてるわけ？」

「……ハイ」と、わたしは自動的にハイと返事するマシーン化する。うーん、しょーもない……かな。

「そりゃ確かに理解してくれる人が居るのはうれしいことだけどさ、好きとか嫌いとかって別にチェックシートで条件をよりたくさん満たしたほうが上とかそういうもんでもないでしょ。気持ちの問題じゃない？」

「ハイ」　それは、たぶんその通り。

「全部を理解するのがパーフェクトな愛ってわけじゃないって本にも書いてある」

　書いてあるのか。

「そもそもみんなそれぞれ違う人間なんだもの。理解なんてできっこないの。ましてやお互いに１００パーセントなんて絶対にありえないんだから。できるのは、ただ受け入れることだけ」

　現にわたしもアズのことなんか全然理解できないし、とサワメグは笑う。そうだろうなって思う。サワメグは愛と正義の魔法少女で、わたしとは全然違う。わたしも普通じゃないけど、サワメグだって全然普通なんかじゃない。でも、理解はできなくても受け入れてくれている感じはあるから、それは助かってる。すごく、助かってる。

「そういえばさ」と、わたしはまた唐突に思いついたことをきいてみる。

「うん？」

「サワメグの趣味ってなんなの？」

　魔法少女は仕事？　みたいな感じだし、それ以外だと特に部活とかもやってないし。

「うーん、なんだろ。そうやって改めてきかれると困るけど、まあ、わたしも音楽かな。穂高センパイとか松川さんみたいなのとは違うけど」

　あ、そうか。そういえばダンスはするんだったよね。ダンスっていうか、あれはバレエなのかな。クルクルと回るやつ。

「へー、どんな音楽？」

「う……ううううん？　ど、どどんな？　えーっと……あ、そう！　ロック！　ロックだね！」

「ロック」

　へー意外。バレエ？　とロックってあまり結びつかないような気もするけれど。

「うん！　アメリカンなロックだね！　ロックンロールだよ！」

「えー、アメリカンなロックってたとえば？」

「知らないわよ!!!!」

　怒られた。

　なんか知らないけど怒られた。え？　なにそれ今の普通に理不尽じゃない？　ということがあったんだよねって休み時間に教室で松川さんに相談してみたら「それは……人それぞれに事情というものがあるから」と、松川さんはなんか訳知り風で、え？　松川さんのほうがサワメグとの付き合い全然浅いのに、サワメグがなんで怒ったのか分かるわけ？　えー……？　これも洞察力の差ってやつ？

「別に怒ったわけではなく、照れ隠しというか、恥ずかしかったのではないかしら」

「恥ずかしい？　なんで？」

「人間、誰もが中萱さんみたいに強いわけじゃないから、自分の好きなものを誰に憚はばかることもなく堂々と好きだと言い切るのって、実はすごく勇気が必要なことなのよ」

「強い？　わたしが？」

　握力なら右は20を超えてはいるけれど、でもまあそんなもんだよ？　あ、顎のちからはたぶん人よりあるけど、とはいえそんなに発揮する機会ないし。

「そういう話ではないわ」

　まあ、本当に怒っているわけではないと思うから、気にしなくていいと思うわよ、なんてアドバイスを頂いたり。そんな感じで最近は教室の中でも松川さんと喋ったり、あとなんかズッキーニもちょいちょい喋りかけてきたりもして、ズッキーニにつられて普段ズッキーニとツルんでいる子たちもポツポツとわたしに喋りかけてくるようになったりもしていて、別にネジくんの話とかばっかりでもなく、そもそもわたしはネジくんについて話すほどのことを知らないし、だから買うお金があるわけでもないのにファッション誌広げてアレがどうだコレがどうだと言い合ってみたり、昨日のテレビがどうだったとか、要は甘ければなんだっていいんだからそんなに差があるわけでもないだろうにどこのお店のクレープがおいしいとかそんな話をしてみたり、わたしもなんだかんだひとりで街をフラフラしてた期間が長いから、ああ、あそこはなんかいつも並んでいるし評判はいいっぽいよーとか、そんなどうでもいい返事をしてみたりで、サワメグとふたりきりでわき目もふらずに突っ切っていくベージュ系グラデーションで低空飛行な学校生活の予定が、なんだか急きゆう遽きよ、普通で普通な普通の女子高生っぽかったりする。

　クラスの子たちと喋ってると、ちょこっとサワメグの話も出たりして、やっぱちょっと性格が特殊だし魔法がどうだとか多少頭のネジが飛んでるっぽいところもあるしでみんな若干どう接すればいいのかは困ってるっぽさはあるんだけれど、別に倦けん厭えんしてるってわけでもなくて興味があったりはするみたい。まあ見た目は可か愛わいいからね、サワメグ。

「サワメグさん、ギターまじでヤバ上手いのよ」

　て、なんかジャガイモが眼鏡めがねかけてるみたいな感じの子が言ってて、軽音楽部らしいんだけど。へー、ギターとかやるんだ。わたし、もうわりとサワメグとも長いけど全然知らなかった。わたしひょっとして、サワメグのこと全然知らないのでは？　このままだとポジション危ういのでは？

「松本さんのソロとか完かん璧ぺきにコピーしてるの、もう鳥肌ものよ。ヤバス！」

　いや、松本さんイズ誰？　謎は深まるばかりである。

　そんな感じで、わたしとサワメグがふたりで築き上げてきた絶対不可侵のＡＴフィールドが着実に外側から打ち壊されていく感じで、ちょっと嫌だなめんどくさいなっていう気持ちと全然嫌じゃなくて楽しいなうれしいなって思っちゃう気持ちが半々くらい。ひょっとしてこのまま普通に普通な女子高生として生きていかれるんじゃないかって、そんな希望をほんの少しだけ抱いたりもする。でもやっぱり、適度に不ふ真ま面じ目めでそこそこにめんどくさがりな性格だから、放課後に文化祭の準備とかそういうのをジャガ眼鏡に「中萱さんも一緒にやろうよ！　ヤバス！」みたいなノリで来られちゃうと、いやぁどうだろうかって感じでスルッとかわしてそそくさと校門を出ちゃう。すっかり陽ひが短くなってきて、既に空は秋特有の綺き麗れいなオレンジ色の夕焼けに向けて準備を今からもう始めてますって感じで、まだまだ全然明るいんだけど、これは今日はいい夕焼けになるぞっていう気配がぎゅんぎゅんしてる。お、これは久しぶりにとっておきの秘密の場所で夕陽鑑賞でもしてみるかって思い立つ。そうだそうだ缶コーヒーを買って行こう夕陽鑑賞に缶コーヒーは欠かせないって、消費税が８パーセントだ10パーセントだって世知辛いこのご時世にも百円玉ひとつで買える温ぬくもりてき熱い尾崎豊マインドを貫いているハードコアな自販機の前で貯蓄ちょきんぎょのガマ口を開く。尾崎豊のことを考えていたらちょっと手元が狂って百円玉を落としちゃって、それがそのままコロコロコロコロと道を転がっていっちゃうからあーあーあーって追いかけていったら誰かが拾ってくれて「久しぶり」なんて言いながらハイッて渡してくれる。うん？　誰だっけ？　って一瞬思う。特徴があんまりなくて見分けのつきにくい顔。でも全体的に綺麗だし健全っぽいし左耳にピアスをしてるし背景にバラのエフェクトを背負ってるしで「あ、え～っと、ネジくん？」って首を傾かしげたら「あれ、名前知ってるんだ」って笑うからビンゴっぽい。なかなかやるじゃん、わたし。

「なんか雑誌にも載ってる有名な人だったんですね。わたしそういうのに全然疎うとくて」

「いや、僕としてはそこが新鮮で楽しかったんだけどね。なにを考えてたの？」

「え？　なにって？」

「なにか考えてたでしょ、さっき百円玉を落としたとき」

「ああ。えーっと、尾崎豊のことを」

「あ、そう」

　クスクスとネジくんは笑う。

「死んじゃったよね、彼。世界とうまく折り合いがつけられなかったんだろうな」

「なんの話でしたっけ？」

　わたしは誰かに見られていないかが気になって、キョロキョロと周囲を見回す。大丈夫、誰も見ていない。

「なにしてたの？　こんな中途半端なところで休憩？」

「あ、んーと、なんか空が、綺麗な夕焼けになりそうな気配があるから。缶コーヒーでも飲みながら待機しようかなって思ってたところです」

　と、わたしはネジくんから受け取った百円玉を自販機に入れて缶コーヒーのボタンを押す。ボスのカフェオレ。一番甘くてミルクっぽいやつ。またベージュ系おのれ。

「へー、いいね。どこかいい場所でもあるの？　教えてよ」

　ネジくんも自販機で缶コーヒー買いながら、ティッシュみたいにスルッと特に抵抗もなくそんなふうに言うから、ちょっと断りづらいなあって感じでわたしは曖あい昧まいに笑うんだけど、別にいいよとも言ってないのにネジくんも缶コーヒー片手に勝手についてきちゃうし、まあこれは不可抗力ってもんだよねって何な故ぜか自分に言い訳をしながらマンションの外階段をズンズンと昇る。

「ここ、君の家？」

「いえ、全然知らないマンションですけど、わりと眺めがいいもんでたまに勝手に使ってるんですよ」

「ああ、いいね。穴場スポットてきな」

「とっておきの秘密の場所なので秘密ですよ」

「オッケーオッケー」

　たかだか六階建てくらいのマンションなんだけど、このへんはほとんど二階建て三階建てくらいの建物しかないからそれでも頭ひとつ抜けていて、わりと眺めの良さがある。屋上はいちおう立ち入り禁止っぽくて鍵のかかった門もん扉ぴがあるんだけど、腰よりちょっと高いぐらいの高さしかなくて全然拒む気がないからよじ登って乗り越える。ネジくんは片手をついてヒョイッてジャンプして軽々と飛び越えてくる。立ち入り禁止の屋上は当然だけど無人で「あ、すごい。本当に穴場っぽい」とネジくんがはしゃいでるんだけど、わたしは無視して西側の手すりに直行してもたれかかる。ネジくんもスッと横に来るけれど、わたしは「別に居てもいいけど、あんまり喋しやべらないでね。こういうのは静寂と孤独が重要なんだから」って釘くぎを刺しておく。ネジでなく。

　いよいよ陽が落ちてきて、空がじんわりと黄色っぽくなってくる。わたしもネジくんも特に喋らなくて、ただ黙って空の色が変わっていくのを手すりに肘をついて見ている。缶コーヒーはもうとっくに冷めきっていて、ちょっと肌寒い。気が付いたらいつの間にかネジくんの距離がちょっと近過ぎる気がしないでもないけれど、でもそんなには気にならない。あんまり人が隣に居るって感じがしなくて、なんか高級なバッグが隣に置いてある、みたいな感じ。ひょっとすると本当に人間じゃなくて、天使か神さまなのかもしれない。サワメグがネジくんは超越したところがあるって言うのも、まったく分からないってほどでもない。空がいよいよオレンジ色を帯びてくる。わたしはクシュンと小さくくしゃみをする。

「大丈夫？」

　すごく久しぶりにネジくんが声を発して。

「大丈夫」

　わたしは短くこたえる。久しぶりに出した声はなんだか自分のものじゃないみたいで、ひどく乾燥しているように聞こえる。

　またしばらく沈黙。

　夕陽がオレンジを超えて、赤に変わる。なんでだろう、やっぱり夕陽の赤い光を見ているとなんだか懐かしい気持ちになる。

「ねえ」

　ネジくんが言う。

　わたしは無言。

「こんな話、知ってる？」

　わたしは無言。ネジくんは勝手に続ける。

「街にね。なにをするわけでもなくずっと座っている女の子が居るの。顔とかは整っているし美人なんだけど、そんなにセクシーなタイプでもなくて、本人もそんなにセックスアピールをしているような感じでもない。どっちかっていうとマネキンみたいな硬質な印象でね。でも、不思議と、ある種の男はそれに性的な魅力をついつい感じてしまう」

　わたしは無言で赤くなっていく空を見ている。わたしはどこかの夕陽がよく見える川っぺりの土手の上に居る。わたしの視点は今よりもずっと低くて、これはわたしがまだ小さい子供だったころの記憶。真っ赤で。

「まあでも、だいたいの男はそれだけだ。街で魅力的な女の子を見かけたところで特にどうっていうこともない。ああ、綺麗な子だなって思うだけだ。でも、ちょっと積極的なタイプだと、ひょっとしたら話しかけたりもするかもしれない。あるいは、全然積極的なタイプではないけれども、なにかを奮い立たせるように頑張って声をかけたりするのかもしれない。色々だ」

　わたしは空を見ている。誰か傍かたわらに大きな人が居て、ううん、たぶん大きいわけじゃなくて、小さいわたしよりも相対的に大きいだけ。逆光で顔は見えないけど、わたしになにかを言っているような気がする。

「そうするとね、女の子はまるで試すようにきいてくるわけ。いくらなら出せますか？」

　ネジくんの声は、もうほとんどささやくような感じになっている。吐息を感じるような距離。

「でもね、そこで交渉に応じた男は、消えちゃうんだってさ。きれいさっぱり、なんの痕跡も残さずに」

『気を付けろ、梓あずさ』

　わたしは誰かに呼ばれて横を向く。川っぺりの土手に居る逆光で顔の見えない誰かが、コイツは普通じゃないと警告している。わたしは夕陽が綺麗に見えるマンションの屋上に居る。ネジくんの顔がすぐ目の前にある。わたしはネジくんを見る。ネジくんもこちらを見ている。ネジくんの瞳を見てみても、なにも分からない。意図は読めない。人と人は絶対に理解しあえない。西日が当たって、綺麗な顔のコントラストがとても鮮やかで、もうほとんど、キス直前みたいな距離。

　わたしの間合いだ。

　今、いくべきだと思う。ここはこのへんで一段高い建物の屋上の上で、誰もいない。誰も見ていない。この人はわたしの秘密を知っていて、それを分かっていて近づいてきたのだ。なにかは分からないけれど、でも偶然なんかじゃなく、なんらかの意図を持って接近してきたのだ。頭の中で黄色いシグナルが点滅している。危険を知らせるアラームが鳴り響いている。今いくべきだ。きれいさっぱり、なんの痕跡も残さずに。

「どうしたの？　こないのかい？」

　ネジくんは、ごくリラックスした表情で静かに言う。まったく身構えてもいない。この距離なら絶対に防御はできない。必ず一撃で決められる。障壁はなにもない。それなのに。

「僕は全てを知っている。そのうえで、今、君のこの間合いに居る」

　ダメだ。

　わたしはどうしても、この人を食おうという気になれない。なれていない。この人に対して食欲がまるでわかない。

『手の込んだ魔法を使いやがるな。いや……これは呪いか』

　誰かの声がする。顔は逆光で見えない。

　ネジくんの顔がまた、ほんの数センチ、近づく。

「僕は、君のことが……」

　ネジくんがそこまで言ったところで突然目の前に夕陽を反射して赤く輝く刃が割り込んできた。

　わたしとネジくんの顔と顔、そのわずかな隙すき間まに真っ直すぐ迷いなく、穂高センパイがエクスカリバーの切っ先を突っ込んできている。

「やあ、物騒なものを持っているね」

　ネジくんは悠然と、穂高センパイのほうを振り向く。

「あの……穂高センパイ？」

「中萱さん、下がって」

　穂高センパイはエクスカリバーを突きつけたまま、目線はネジくんから外さず顎でわたしにネジくんから離れるように促す。

「いや、別にこれは、そういうのじゃなくてね。わたしはただひとりで夕焼けを見ようかななんて思ってただけなんだけど、なんかネジくんが……あ、この人ネジくんって言うんだけど、勝手についてきちゃって」ってわたしは頭がグルグルしちゃって、両手をブンブンと振りながらなんかどうでもいいような言い訳をしているっぽいんだけど、いや、なんかそれもダメな感じもするんだけど、今のこの状況はそういうことじゃなくて。

『落ち着け、梓』

　逆光の誰かに言われて、わたしはそうだ落ち着かなきゃって思う。そう落ち着かないと。落ち着かなきゃ。

「いいところだったのにな。随分と野や暮ぼな真ま似ねをするじゃないか。他人の惚ほれたはれたに嘴くちばしを挟む趣味があるのかい？」

「なにを企たくらんでいる？」

「別に、ただ好きな女の子を口説こうとしていただけさ。君、彼女のなんなわけ？」

　あ、それわたしも聞きたいって一瞬思うんだけど、穂高センパイはネジくんの質問を無視して「中萱さん、あの顔に見覚えがない？」と言う。

「顔？　ネジくんの？」

　わたしはネジくんの顔を見る。この状況でもネジくんは困ってるみたいな悲しいみたいな微妙な表情で、でも不敵な感じに笑っていて、キラキラとしたエフェクトがかかっている。少し風が吹いて、ネジくんの長めの前髪が揺れる。なんかよく分からない光のエフェクトも舞う。

「そう、髪型が違うし表情の印象もまるで違うから分かりにくいけれど、ほとんど同じ顔だよ。例のおにぎりと」

　穂高センパイは真っ直ぐにエクスカリバーを突き出したまま、じりじりとわたしとネジくんの間に割り込むように移動して、ネジくんもそれに合わせて、猫の喧けん嘩かみたいに穂高センパイから目を逸そらさないままゆっくりと距離を取る。

「おにぎり……？」と、わたしは一瞬首を捻ひねる。「ああ、あのパンクスの？」

　言われてみればたしかに、あの顔からエフェクトを全部取り去ってあらゆる生気と気力を抜き去って、徹底的にやる気のない感じにして髪の毛を金髪にしてツンツンに逆立てたら例のパンクスとそっくりなのかもしれない。違うかもしれない。もう、顔なんてほとんど覚えてもいない。

　穂高センパイが背後から一突きにして殺したおにぎりに、似ているのかもしれない。兄弟かなにかみたいに。

「おかしいとは思ったんだよね」

　ネジくんが言う。笑っている。

「僕と兄貴はすごい顔が似てるんだ。双子かと間違えられるくらいにね。だから、僕がこの顔で近づけばそれだけで絶対になにかのリアクションはあるだろうと思っていたんだけれど、まるで無反応なんだもの。ひょっとして間違えたかな、なんて思ったけど」

　ネジくんは前髪をかき上げる。顔がよく見えるように。

「君、たんに人間の顔の区別がつかないだけなんだね」

　当たり。わたしにはほとんど人間の顔の区別がつかない。例外は、穂高センパイとサワメグくらい。あと、最近ようやく、松川さん。

「まあ、仕方ないよな。君にしてみれば、人間なんてどれも喋しやべる豚みたいなものなんだからさ」

　でも、僕にはそれが嬉うれしかったんだよ、とネジくんは自じ嘲ちようぎみに笑う。

「ほら、僕ってどうしたって顔が綺き麗れいだろ？　もうみんな基本的に顔の話ばっかりだからさ、そういうのうんざりしちゃって。違う話をしていたって、結局は僕のことなんか顔しか見ていない。たぶん兄貴もそういうのに嫌気がさして、あんな感じで変なファッションしてたんだろうけど。でも、君は違った。君は僕の顔になんかこれっぽっちも興味がなかった。まあ、単純に君にとっては人間の顔なんかどれでも同じで似たようなものってだけの話だったんだろうけどさ」

「とぼけるなよ」

　穂高センパイがエクスカリバーを握りなおす。おー怖い怖い、とネジくんはやっぱり余裕の表情。

「まったく、野蛮だね。お前こそ勘違いするなよ。別に兄貴の敵かたき討ちなんて考えちゃいないさ。そもそもが自分から殺す気満々で出向いていったんだ。逆に殺し返されたって文句は言えない。それが世の道理ってもんだよ」

　ネジくんは肩を竦すくめる。穂高センパイは動かない。ネジくんを睨にらみ付けて、エクスカリバーを突きつけている。

「ただ、ちょっと興味がわいただけさ。一体誰がどうやって僕の兄貴を、最強の矛とさえ称されたあの無敵の兄貴を殺しおおせたのかってね。最初はてっきり例の炎の魔女の仕業かと思ったんだけれど、しかし、地上最強の聖剣エクスカリバーとはね。そりゃ兄貴でも負けることがあるかもしれないな」

　それで、とネジくんは言う。それで。

「それで？　そのたまたま偶然に手に入れた地上最強の聖剣で僕を殺して終わりかい？　なぜ殺す？　僕の兄貴が君を殺そうとしたから？」

　と苦笑するネジくん。

「僕は兄貴とは違う。僕はおにぎりでもない。嫌いなんだよね、そういう邪魔なやつを殺して解決みたいなのはさ。僕はどっちかと言うと、色んなところに折り合いをつけていくのが仕事なんだ」

　仲介者メデイエーター、とネジくんは言う。「それが僕の仕事だ」

「信用できるかよ」

「信じられない？　なにもしないって言っているのが信じられないから殺すのかい？　ひょっとしたらなにかするかもしれないからってとりあえず殺しておくの？」

　やるならやるで、別にやりあってもいいんだけどさ、と言ったネジくんの手にはいつの間にか複数のお札のようなものがある。それをマジシャンのように手慣れた手つきで扇状に広げる。種も仕掛けもございません。あれがネジくんの武器、なのかもしれない。

「僕だってタダで殺されてやるつもりはないけれど、とはいえ、今ここで僕と君がやりあえばたぶん君が勝つよ。僕も兄貴と並べて最強の盾と呼ばれたりもしたけどね。なにしろ君が持っているソレは理不尽と不条理とご都合主義を具現化したような文句なしの地上最強の聖剣なんだから。最強の矛を殺した最強の聖剣なんだから。矛盾せずに最強の盾も貫くだろうさ。で？　それで？　僕を殺してどうする？　そこの彼女が僕の死体を綺麗サッパリ食べ尽くして、なんの証拠も残らないからそれで解決かい？　どんな悪逆も誰にもバレなければ別にいいって、そういうわけかい？」そう言って、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「人ひとりの命、テメェで背負う覚悟もねぇくせにそんな物騒なもん気楽にブンブン振り回してんじゃねぇぞ」

　ネジくんが凄すごむ。肌をひりつかせるようなピーンとしたなにかが張りつめて、辺りの空気が一瞬で冷え切るような感覚がある。

「まあ、君が僕を殺せば彼女は僕の死体を食らい尽くすだろうね。証拠はなにも残らない。目撃者も居ない。誰も君の罪を追及しない。誰も君に罰を与えない。それで？　その先はどうする？　邪魔なやつとか嫌いなやつとか危ないやつとか利害の対立するやつが現れるたびに、次から次へと殺して殺して殺していくのかい？　それ、結局君が誰かに殺し返されるまでもう止とまらないぜ？」

　殺したり殺し返したり殺される前に殺したり殺して殺したり、そんなのどうせ続きっこないって。決定的に全てが崩壊するまでやめられないジェンガと同じだ。そんなのはもうゲームを始めてしまった時点で負けだ。どのみちいつかは終わることが確約されているんだ。どこかで降りないといけない。と、ネジくんは淀よどみなく朗々と語る。

「彼女は」

　と、ネジくんはわたしのほうに一瞬視線を向ける。

「もうゲームを降りた。彼女はもう、人を食わない」

　君がその地上最強の聖剣で誰かを殺してしまったりしない限り。

　そうなんだろうか、とわたしは思う。でもそうかもしれないな、ともわたしは思う。ネジくんのその言葉が楔くさびみたいに胸に打ち込まれるのを感じる。わたしはもう人を食わない。そうなのかもしれない。たしかに、わたしはネジくんを食ってしまうこともできたけど、それで全てを終わらせて無かったことにもできただろうけれど、でも、それはなぜだか、どうしてもできなかったんだけれど。どうしても、そういう気にはなれなかったんだけど。

　わたしはもう、人を食わないのだろうか。今でもたぶん、それが悪いことだとは、全然これっぽっちも思っても居ないんだけど。悪いことだからやっちゃいけないとか、そういう風に思っているわけでは全然ないんだけれども。

　そうは言っても、そう。色々と折り合いが悪い。

　色んなところで色んな物事と折り合いつけてなんとかやっていくしかないんだよ、とネジくんは言ってたっけ。

「どうしてそんなことがお前に分かる？」穂高センパイは問う。

「どうしてそんなことも君には分からないんだ？」ネジくんは呆あきれる。

『なるほど……そういう呪いか』と、逆光で顔の見えない誰かがなにかを納得している。

「その人の言うとおりよ、穂高センパイ」と、サワメグが言う。いや、どっから湧わいて出たサワメグ。毎度のことだけど。

　サワメグは魔法少女モードで、緩く巻いたふたつ結びが黄金色に輝いて魔法パワーでふわふわと揺れていて、手にはマジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）が握られている。まだ、銃口はどこにも向けられていない。足元のケルベルが「人鬼の人でなしがとうとう人をやめるか」と、また開口一番に感じの悪いことを言っている。「そっちは……フンッ。境界の仲介者だな。随分と手の込んだ魔法を仕掛けたものだ。割に合わないぞ？」

「呪いだよ、地獄の番犬。君の言う割っていうのは飽くまで君たちの公理系ではって話だろ。僕は君たちのその自分たちの公理系こそが唯一の体系だと信じて疑わない姿勢が大嫌いなんだ」

　魔はあらゆる公理から体系を構築できる、とネジくんは訳の分からないことを言ってケルベルを睨み付ける。

「境界の方針かお前の独断かは知らんが、魔法だろうと呪いだろうと、お前が自分でそのツケを支払うというのならわたしの管轄外だ。わたしはただの魔法の監督者だからな」

　ケルベルはネジくんにそう言い捨てて、今度は穂高センパイに向かって吠ほえる。

「属性は力。効果は威圧と切断。あらゆる物質はもとより、時間や空間、因果でさえも切り裂く最強の聖剣エクスカリバー。しかし、その最強の力もコントロールする術を持たなければお前自身も巻き込んで全てを滅ぼすぞ」

「穂高センパイ、分かるでしょう。ここが分ぶん水すい嶺れい。ここがこの世界線でのルート分岐よ。その剣を収めて。わたしだって、敢あえてあなたを死なせたくはない」

　もちろん、必要となれば容赦はしないけれど。と、サワメグはマジカルピースメイカーの撃鉄を起こす。

『こりゃ、今回ばかりは分ぶが悪いな少年』と、夕ゆう陽ひが綺麗に見える川っぺりの土手に居る誰かの声がする。『まあ、なんでもかんでもエクスカリバーをブンブン振り回してりゃあそれで解決するってこともねぇわな』と、カラカラ笑う。

　穂高センパイは、サワメグを見て、ネジくんを見て、最後にわたしを見て、なにも言わずにエクスカリバーを下ろす。猫みたいにネジくんをジッと見つめたまま数歩後退して、そのまま踵きびすを返して去って行こうとする。

「あ、穂高センパイ！」

　わたしは後を追おうとして数歩駆け出して、でも思いなおしてネジくんのほうを振り返る。ネジくんはまた困ってるみたいな悲しいみたいな微妙な表情で笑っている。

「あの……ありがとう！　その……穂高センパイに殺されないでくれて」

「そりゃまた、変わった挨あい拶さつだね」

　と、ネジくんは目をグリッと回しておどける。ひょっとしたら「お前の頭はおかしい」のジェスチャーだったかもしれない。それでも間違えてはいないとは思う。

「勘違いしないでくれよ。別にアイツのためじゃないんだからさ。あんなヤツ僕は別にどうでもいいんだ。ただ君に踏み留とどまってもらいたかっただけさ」

　なにその逆ツンデレみたいな。いや、通常のツンデレだと解釈するとそれはそれでなんか複雑なことになりそうな気配がないでもない。

「じゃあ、またどこかで会ったら」

「うん、またどこかで会ったらね」

　なんて、やっぱりさらりとした肩すかし感のある別れ方で、うん、なんだか全然、悪くない。クルリと反転して穂高センパイを追うわたしの後ろのほうでサワメグがネジくんに「あの～、サインを頂けないでしょうか……」なんて声をかけているのが聞こえて笑う。マンションの外階段をダダッと駆け下りて道路に出る。右を見て、左を見て、夕闇の中をプラプラと歩いている穂高センパイの後ろ姿を見つけて、わたしは全力で走って行く。そのまま勢いで体当たりをする。

「うおっ！」

「穂高センパイ、ありがとうございました。わたしのこと助けにきてくれた……んですよね？」

　勢いでそう言ってはみたものの、果たしてそうだったのかと急に不安になってきて、ちょっと語尾が弱くなる。穂高センパイはちょっとよろめいた後で、はぁーっと肩を落として「うわ～ダセェ～」と大きく息を吐く。

「そんな、ダサくないですよ。超かっこよかったですよ。エクスカリバー突きつけてとぼけるなよって」

「やめろ、やめてくれ。死にたくなってくる」

　穂高センパイはうずくまって頭を抱える。え～？　なんでだろ。超かっちょよく登場してかっちょよかったのに。

「なんだろうな～、自分ではそんなつもりはまったくなかったんだけど、急に変に力を持っちゃってイキッてたのかなぁ。言われてみれば発想が短絡的で暴力的過ぎるよ。ああ、これ絶対にエクスカリバーさんの悪い影響だなぁ。まあ、中萱さんが無事みたいだし恥ずかしいくらいは別にいいか」

　顔を上げて「ま、結果オーライってことで」と苦笑する。うん、結局わたしにはそれぞれの事情はよく分からないんだけれど、なんかネジくんとかサワメグとかまで入り乱れてなんかややこしそうな感じではあったんだけど、とりあえずは誰もお互いに喧けん嘩かせずにみんな無事みたいだし、それにやっぱり、穂高センパイがわたしを助けに来てくれたのはなんであれ嬉うれしいことだから。「はい、結果オーライってことで」

　いい加減、穂高センパイも立ち上がって歩き出すからわたしも隣に並んで歩く。

「そういえばこうやって一緒に並んで帰るの久しぶりですね」

「そうだね、ここのところ吹部のほうで忙しかったから。いや、マジで調子に乗ってエクスカリバーをブンブンしてる場合じゃないな。ちょっと俺も自分の人生見つめなおすかな」

　あーダメダメだ、落ち着こう。なんてブツブツ独り言を言いながら、穂高センパイはポケットからアイポッドを取り出して、クルクルに巻いたイヤホンのコードをほどく。頭に血が上っているから、落ち着いた音楽でも聴いて落ち着きを取り戻そうって作戦らしい。イヤホンの片方を耳に突っ込んで、もう片方をこちらに差し出しながら「聴く？」みたいな顔をしてるから、わたしは小さく頷うなずいてイヤホンを受け取る。並んで歩きながらもう少しだけ身を寄せて、イヤホンを左耳に突っ込む。相変わらず、細かいことはよく分からないけど、なんか落ち着くし、ほんのり温かいんだけどサラッとしていて、なんとなく好きだなーって思う感じ。うん、音楽の話だよ。たぶん。

　なんて感じでなんかいろいろとあったけれども「はぁ～～～ん♡♡♡」って唐突にクラスの女子たちの黄色い歓声からシーンが始まって大変に恐縮ではあるんですが、まあなんというか、結果オーライかと思われた事態はここから急転直下でして「転校生の等々力捩れい子こさんです」って担任の先生が朝のホームルームでネジくんを紹介してて、教壇の上ではネジくんが笑顔を振りまいていて教室の女子勢の大半の両目が♡になってどっきゅんどっきゅんしているわけなんですよ。「じゃあ等々力さんはそこの一番後ろの席に座って」と先生が言って、ネジくんが教壇の上から真っ直すぐ教室を縦断するさまはさながら威風堂々とエジプトを出るモーセのよう。ネジくんが通り過ぎるのに合わせて女子の♡の視線が完全に追従していきます。

「やあ、また会ったね」

　と、ネジくんが通りすがりにわたしの顎に手をやって、また女子から「きゃあぁ～～～ん♡♡♡」とビビッドイエローな悲鳴が上がる。なんかもうこの水準になると妬ねたみ嫉そねみの感情も超越してしまうらしい。

「あ、はい。どうも」

　と、頭の回転がまるで追いつかないわたしはなんか無みたいな顔でそう返事する。うん、なんかこれ、どう反応したらいいものか困ってしまうな。わりと素で。

　なんとネジくんってば翌週にはうちの学校に転入してきた上にわたしのクラスメイトになっちゃったのである。なにがじゃあまたどこかで会ったらね、ですか。なんていうか、フットワーク軽いなあっていうか、パワープレイだなあみたいな。ていうか、いま先生なんて言ったっけ？　とどろき……レイ子？　レイ子ちゃん？　え？

「中萱さん、ひょっとして普通に気付いてなかったの……？」

　て松川さんにすら呆れられる始末で。

「うん……」

「一応だけど、ネジくんは別に性別を騙かたっているとかじゃなくて普通に女性モデルとして活動しているのよ。女の子から人気のあるボーイッシュな女の子っていうだけで」

　ああ、なんかこう、宝塚てきな？　なるほど、性的な領域を超越しているって話。

　いやぁ……前々から人の顔を区別するのが苦手だなぁって自覚はあったんだけれども、まさかちょっと男の子っぽい服装をしているだけのことで性別まで区別できないとは自分でも思いもしていませんでしたよ。そりゃあ道理でネジくんに対してはどうにも食欲がわかないわけだよね。だってわたし、基本的に「男を食う鬼」ですから。そんなことをネジくんのプリーツスカートな後ろ姿を目で追いながら考えたりしたり。

　まあ、そんな感じでわりとわたしの日常にはこれといって大きな変化もなく……ないことはないけれどもギリギリ許容範囲内ってことにならないだろうか、ともあれ、そこそこ真ま面じ目めに適度に退屈に、相変わらずの地味で地道なベージュ系の高校生活を送れていると言えなくもないのでは……？　そうでもないかも。
















　空気がキーンと冷えたガラスみたいで鼻頭と耳が痛くて、ああもうすっかり冬だなあという感じがする。１４０デニールの黒タイツをはいてグルグル巻きにしたスピンズのマフラーに首をうずめて駅までの道を歩きながら、吐く息が白くて蒸気機関車になった気分。シュッシュッポッポッ、機関は快調。本日も各部異常ありません。空は晴れているのにグレーがかった彩度の低い青で、刷は毛けで掃いたみたいなササーッとした曖あい昧まいな雲が出ていて、時折木枯らしが吹いて少し伸びたわたしの髪を巻き上げる。耳に突っ込んだイヤホンからはちょっとオシャレっぽい音楽が流れていて、静かで大人しくて柔らかめで、街を歩いていたらＢＧＭでそのへんでかかっていそうな害のない感じだけど、ちょっとだけトリッキーで普通とはなんか違う雰囲気で。わたしの音楽プレイヤーに穂ほ高たかセンパイが入れてくれたやつ。ジャズらしい。よく分からないけど好きだと思う。

　定期をピタパして改札を抜けてトトトトトッとリズミカルに階段を降りる。混むのがあんまり好きじゃないから、通勤通学ラッシュを避けてちょっと早めの電車に乗っている。十八分の普通電車。わたしが二号車の一番後ろの出入り口の印の上に立ってパチンと踵かかとを合わせたのと同時に、電車が参りますのアナウンスが流れてばっちりオンタイム。ホームに電車が入ってきて、前を向いているわたしの視界をスロットみたいに色んな人の顔が通り過ぎる。顔、顔、顔。知ってる顔。顎のラインが綺き麗れい。電車が止まる。扉が開く。

「おはよう」

「おはようございます」

　イヤホンを片方外して、扉のすぐ前に立っていた穂高センパイに挨あい拶さつをする。ドアが閉まりますご注意下さい。

「テスト勉強、大丈夫そう？」「はい、たぶん。穂高センパイに去年の問題見せてもらったし」「あの先生もう歳としだから、たぶん毎回テスト問題考えるの面倒くさくなってるんだと思うんだよね。ほとんど毎年変わらないから」「でもなんか、こういうのズルっぽいですよね」「別にいいんじゃない？　できるズルはしちゃってもさ。要は点数を取ればいいわけだし」傾向を分析して対策を取るのは当然でしょテストって元来そういうものだから、と穂高センパイは眠そうに答える。朝はあんまり強いほうじゃないみたいで、テンションも低いし受け答えがちょっと雑。でも、なんだかガードの内側（？）に踏み込んでいる感じがして、こういう雑さはそんなに嫌でもない。二駅分の短い会話で一日分の必須穂高酸を補充する。イヤホンから流れてくる曲が変わって、ちょっと明るい雰囲気の音になる。駅に着く。電車を降りる。

　駅から学校に向かう道すがらケヤキ並木のところで後ろからおはようって挨拶されて、わたしは振り向いて反射的に口角をちょっと上げる。顔を見る。黒髪ボブで色白で、わたしよりもちょっと身長が高くて瘦やせてるほうだから、たぶん。

「おはよう、山やま田ださん」

　とわたしは挨拶する。挨拶しながら音楽プレイヤーを止めて、片っぽだけ突っ込んでいたイヤホンも外してクルクルと巻いてポケットにしまう。山田さんは山田さんって呼ばれても気にせずに喋しやべりかけてくるから山田さんで合っていたっぽい。穂高センパイのほうも別の男子生徒と挨拶を交わしていて、男子は男子、女子は女子って感じでここらへんから流れ解散みたいになる。今日の充電終わり。１００パーセントとは言えないけれども、まあ七割くらいは充電できたと思うから今日一日ぐらいはなんとか乗り切れることでしょう。健全な高校生だから色々としがらみとか適切な距離感とか正しい身の振りようみたいなのがあるってわけ。

　山田さんはなんかテレビの話をしているみたい。そうなんだ、とかわたしは曖昧な返事をする。あんまりテレビ観みないからちょっと分からない、とか言ってみる。じゃあ普段はどんなことをしているの？　なんて話で、うーんなんだろう？　昨日は洗濯してお風呂とトイレを磨いて、晩ごはんにカレーを作って食べて、余ったごはんをジップロックのタッパーに一膳分ずつ分けて一個は冷蔵にして残りは冷凍にして、あとは穂高センパイに入れてもらった音楽をプレイヤーで聴きながら英語の課題と期末テスト対策とか。へー意外と真面目なんだね、とか言われて、んーそうでもないと思うけど、と唇に人差し指を当ててフイッと上を見る。空には別になにも書いてない。書いてあったらいいのにってちょっと思う。フリックしたらなんかメニュー画面が出てきたり、しないかな。唯一の趣味？　というか異常行動？　だった男漁あさり？　をこのところパッタリとやめてしまって、ひとりで街をフラフラ歩き回ったりすることもなくなったから、客観的にはそうね、わりと勉強と掃除ぐらいしかしてない無趣味で真面目な高校生かもしれない。

　なんかそんなことを考えてる間にまた別の子がおはようって挨拶してくる。髪色がわりと明るくて、でも自然な感じだからブリーチじゃなくてたぶん地毛っぽい。肌も白くてソバカスがあって、造形はアジア顔だけど表面のテクスチャーは白人みたいな雰囲気だから。「染そめ谷やさん、おはよう」と、わたしは微笑ほほえんでみる。染谷さんも、なんの話してたの？　って普通に混じってくるから染谷さんで合っていたっぽい。ここのところわたしは正答率がいい。傾向と対策、予習と復習が肝心。

　んー別になんの話ってこともないよーなんて言って、染谷さんがしかし寒いよねーなんて言いながら手をこすり合わせるから、でもわたし寒いのそんなに嫌いじゃないんだよねーとか返事して。空気が冷たいほうがなんか肺の中がきれいになりそうな気がしない？　なんて言ってみたら染谷さんがナニソレーって笑いつつも、でも分かるかもーとか言って。

　教室に入ったらなんか立て続けに何人かに声をかけられて、区別が面倒になってきたからわたしはそれが誰なのかを気にせずに表面５ミリくらいのところで反射的に返事をしていたんだけど特に問題なかった。やらないといけないことがたくさんあって、普通の高校生ってわりと大変だったんだね、なんてちょっと思ったりしながら机にうにょーんと伸びていたら、「おはよう、中なか萱がやさん」と、教室に入って来た松まつ川かわさんに普通に挨拶されたりもするから、わたしは嬉うれしくなってにんまりと笑う。

「おはよう、松川さん」「なに？　なんかいいことでもあったの？」「んー別にー。松川さんだなーと思って」「なにそれ、気持ち悪い」真顔で気持ち悪いって言われた。つらい。

　懸念されていた人間関係の歪ひずみ？　みたいなのもさすがにもう大丈夫みたいで、松川さんもなんだか普通。普通にクラスメイトって感じで、近くもなく遠くもない感じで、普通に挨拶してくれて普通に話せているのがなんか嬉しい。

「やあおはよう、アズちゃん。今日も綺麗だね」なんて、モリモリの百合ゆりの花と謎のキラキラエフェクトを背負ったネジくんがそよ風みたいにフワッと登場して、最近はだいぶクラスの子たちも慣れてきて毎回黄色い歓声が上がるなんてこともなくなってはきたけれど、やっぱりネジくんが登場するたびに毎度ちょっとザワめく感じがあって、この人だけはあんまり普通じゃないけれど。うん、でもたぶんギリギリ普通の許容範囲内。そういうことにしておこう。こういうのも要は慣れの問題だ。

　そんな感じで、ここのところ、わたしはなんだかすごく普通に普通の女子高生っぽくて、ひょっとしてこのまま普通の女子高生として生きていかれるんじゃないかみたいな気分になったりもするんだけれど、そんなことって本当にありえるのかな。わたしみたいなのが普通に生きていけたりもするものなのかな、なんて、漠ばく然ぜんと不安に思うこともなくはなかったり。

「わ、びっくりした」

　家に帰ったら玄関先でお母さんが仰あお向むけに寝転がっていてちょっと普通じゃない。

「あら、アズちゃんおかえりなさい」

「いや、その状態でそんな普通に応対されても困るんだけど。どうしたの」

「別に、ちょっと疲れちゃって」

　いや、だからってそんな玄関先で本気で寝る体勢を取られても、せめてもうちょっと努力はしたけれど力及ばずここで力尽きてしまったみたいな雰囲気があれば納得できないこともないのに、完全に真っ直すぐ仰向けでお腹なかの上で手を組んでここで熟睡を決める気満々である。背中痛くなったりしないのかな？

「地獄の連中、近頃はハナからわたしを倒すのは諦めてて単に新しく開発したアイテムを試す便利な口実に使ってるところがあるのよね。そう言っとけばとりあえず予算通るみたいな」

　別にあんな豆鉄砲いくら持ってこられたって効きやしないけど、そんなにドカジャカいっぺんに使われたらさすがに疲れるわ土つち浦うらの花火競技大会じゃないんだから、とか不満そうで、いやなに言ってんだか全然分からないんだけれども。まあヤクザ稼業てきななにかもそれはそれで大変ってことなのかな。

「寝るならちゃんとお化粧落としてから部屋で寝なよ」

「うーん無理、動けない。もうちょっと休んでから」

　と、お母さんは目を閉じて揺すっても蹴っても意地でも動かない。

「地獄の連中もちゃんと後先考えてるのかしら？　あれじゃ歪みも凄すごいことになりそうだし、今年のクリスマスは派手になるわよ」

「クリスマス？　クリスマスがどうかした？」

「まあ、アズちゃんには関係のないことよ。たぶんね」

　はいはい、そうですか。まあ例年クリスマスとは縁のない地味で地道なベージュ系の生活を送ってはいますけれどもね。今に見てろよ。んでやっぱり、お母さんはもうテコでも動かない。

「もー仕方ないなー、今日は晩ごはんは？　なんか食べるの？」

「食べる」

　お母さんが完全に通路を塞ふさいでいるので、わたしはよいしょとお母さんを跨またいで家に上がる。「水色」こら、娘のスカートの中を覗のぞくんじゃありません。いったん部屋に上がって部屋着に着替えてから冷蔵庫の中身を見て、さてなにを作れるかなーちょっとお買い物行かないとかなーなんて考えていたら「アズちゃん、最近なんか変なお友達でも増えた？」と、お母さんが玄関先に寝転がったまま聞いてくる。

「変な？」

　わたしは冷蔵庫から白菜と豚肉を出しながら返事する。お友達、と言われてすぐに思い浮かぶのは、サワメグと松川さんとネジ子ちゃんくらいか。あと、うん。穂高センパイ。変と言われればみんな変な気もするけれど、でも変は変なりに、みんななんか普通って感じもする。

「うーん、なんか変な呪いがかかっているような……そんなに悪いものって感じはしないからアズちゃんに問題がないなら問題ないと思うけれど。呪いというか楔くさび？　いや、これは想おもい……かな。そうね、他人のことを思いやれるのは悪いことじゃない」

　お母さんはなんか納得いかなそうにブツブツと言っているけれども、疲れているからか考えるのが途中で面倒になったみたいで「まあいいわ」と放り投げる。「自分の好きなように自由に生きなさい」

「自由？　自由ね～」

　と曖昧な相あい槌づちを打ちながら、そうね～今日は寒いし面倒くさいし晩ごはんはお鍋にしちゃおう、ひとり鍋は寂しいからお母さんが居る時ぐらいしかできないもんねとか考えて、わたしは白菜をザクザク切る。最近は以前に比べると、なんかやることとかやらないといけないこととかが増えてきて、やっちゃいけないこととかやらないほうがいいこととか、やってもいいけどやったらやったであっちに申し訳が立たないこととかもあったりして、なんだか不自由だなって思うところもないではないけれど、でもそれもなんだか、そんなに嫌じゃない気もする。そう、色々なことに折り合いをつけていかないと。

「自由にやるだけが自由ってわけじゃないもの。不自由を選ぶ自由もあるわ。あなたが自分で考えて、自分で決めなさい」

　ちゃんと考えて、自分で決めなさい。と、お母さんは繰り返す。ふ～ん、そうね～ってわたしは聞き流しながら、あ、長なが葱ねぎがないや、でも買いにいくの面倒だし似たようなもんだから大丈夫でしょって、タマネギで代用しちゃうことに決める。自分で考えて自分で決める。

「檻おりに閉じ込められてどこにも行けないのは不自由だけど、でも砂漠の真ん中にひとりで放り出されてもどこにも辿たどり着けはしないでしょう。サバンナのライオンは自由に見えるかもしれないけれど、その実、生きることの大半をただ生き抜くための努力に割いている。果たしてそれは自由と呼べるのかどうか」

　お鍋に水を張って乾燥昆布を一切れ入れて、そのまま水出しでのんびり出汁だしを取る。わたしがしいたけの軸をねじり取り終わってもまだお母さんはなにごとかをボソボソボソボソと言っているから、さすがにちょっと心配になってきて「お母さん、どうしたの？」ときいてみるんだけれど、お母さんは「別に、わたしにも色々あるってこと」とか雑にまとめてて、やっぱ疲れているみたいで。なんか自由の権化というか、とりあえず思い付きでその場その場でやろうと思ったことをバーン！　とやってるものだと思っていたけれど、いつになく難しそうなことを考え込んじゃって。言ってることはあんまり分からないけれど。

「人間は最初からひとりで考えることができるわけじゃない。考え方だって、誰かのものを借りてきて色んな考え方を学んで、でも中には間違えたこととか理不尽なことを言う人なんかも居るからなんでもかんでも鵜う吞のみにしていちゃダメで、自分で選び取ったり、統合して自分なりの考えにしてみたり、そうやって考え方そのものを考えていくしかない」

　まあ、だから勉強はしっかりするのよ。なんて、最終的にはらしくなく普通の母親のお小言みたいなことまで言い出しちゃって。ほんとどうしたんだろう？　お母さんのほうこそ変な友達の影響とか受けてたりしない？

「大丈夫だよ。わたしこう見えて、意外と勉強の成績はいいんですからね」

　うーん、冷やごはんがあるし、最後にそのまま鍋にブチ込んで雑ぞう炊すいにしちゃえばいいからごはんは炊かなくていいや、とか考えながらそう返事して。

「そうね。まあアズちゃんは大丈夫だと思うわよ。大丈夫だと思っているから、自由にやりなさいって言っているの」

「そりゃどうも」

「人の都合もいいけれど、人の都合ばっかりに振り回されすぎてもダメよ。好きなものとかやりたいこととかあったら、迷わずに真っ直ぐそっちに向かっていかないと。よく見てよく考えて、どうしても理不尽だと思えることには毅き然ぜんと立ち向かっていくの。邪魔するやつは誰だろうとなぎ倒して先に進みなさい」

「なんか言ってることが矛盾してない？」

「そう、最強の矛と最強の盾の両方を持ってればめっちゃ最強ってこと」

　矛盾ってそういう意味の語ではなかったと思う。

「ほら～、あと鍋に火だけかければいつでも晩ごはんにできるから、先にお風呂入っちゃいなよ～」

　って、そんな感じで適当なところでお母さんを棒でバシバシとお風呂に追い立てて晩ごはんを食べさせてちゃんと自分の部屋で眠らせて、ほどほどに真ま面じ目めなわたしは期末テスト対策の勉強をする。期末テストをそこそこ無難に乗り切ってみる。期末テストの答案が返ってくるなり「ちょっとちょっとちょっとちょっと～～～～!!!!!!」と、いきなりバーン！　ってクラスに乱入してきたサワメグに驚いたりもする。慌て過ぎというか早口過ぎて、ちょっととちょっととちょっとが合体して概おおむね「ちょろちょろちょろ～～～～!!!!!!」になっている。いいからちょっと落ち着きなさい。

「納得できない！　適性評価が芸術家ってどういうことよ！　芸術家で食っていけるのなんて一億分の何人なのよ！　こんなのほとんど飢えて死ねって言ってるのと同じじゃん！」と、サワメグは評定シートを振り回しながらワーワー騒いでいる。掃除当番のわたしは机を教室の後ろのほうに寄せながら「サワメグって成績悪かったんだね……」と呆あきれた声を出してみる。頭の回転は速いし物知りだし、魔法パワーてきなサムシングで色んな事情に精通していたりもするし、そんな感じだから学校の勉強も難なくこなせるタイプなんだと思っていたけれど、期末テストの成績と、併せて行われた職業適性評価の結果が散々だったらしくって、評定シートをジッと睨にらみ付けたり上に掲げたりしつつひたすらブーブーと文句を言いながら箒ほうきで掃き掃除をするわたしの周りをグルグルと回っている。なんかヴードゥーてきななにかの儀式っぽくて呪いでもかけられてそうな感じ。ちなみにわたしはモロ文系判定で、職業適性は「教師、研究者、翻訳者、記者」など。サワメグは強いて言うなら理系科目のほうがまだ点数は取れてはいるけれど、全体的に水準が低くてむうこれは……由ゆ々ゆしき事態。

「だって理系のほうがまだその場で考えて思いついても当たったりするじゃない？　知ってなきゃそもそも無理って問題はどうやっても無理だもん」

　黙々と掃き掃除をするわたしに追い立てられて、最終的に端に寄せた机の上をゴロゴロと転がりながら、サワメグはそんな不平をたれる。いや、その場でどうにかしようとかなにその天才っぽい発想。やっぱ根本的に頭が悪いわけじゃなくて普通にテスト勉強をしてないだけでしょ。テスト勉強をしなよ。

「だってそんなこと言われたってわたし魔法少女だしー世界の脅威と戦わなきゃだしーちょっとダルがるとケルベルが恫どう喝かつしてくるしーアホみたいに忙しいし疲れちゃうんだもん～～」って、恫喝してくるのかあの感じの悪い犬。言ってもただのよく吠ほえるちっこい犬だし、なんだろう、サワメグあの犬になにか弱みでも握られていたりするのかな？　学業に支障が出てるのに休んだり辞めたりできないって、ひょっとして魔法少女ってブラックバイトなのでは？

「そういえばサワメグは文理選択どうするの？」ってきいたら「え～？　二年はアズと同じクラスになりたいなぁ～文系かなぁ～」なんてグズグズと言っているから、いやそんな理由でいいわけ？　もうちょっと真面目に将来とか見据えたほうがいいんじゃないかな？　って思う。そもそも文系コースに行ったとしても同じクラスになるかまでは分からないし。

「ちゃんと考えたほうがよくない？　将来とかに関わる話だし。サワメグなにかやりたい仕事とかないの？」

　仕事といえばすでに魔法少女って仕事をしていると言えないこともないとは思うけど、たぶんそれって一般で言うような職業ではないだろうし。そもそも魔法少女って給料とか出てるのかな？　でもどっちみち、それで一生食っていくっていうのも難しそうな気がなんとなくする。知らないけど、まあヤクザ稼業だよね。生活安定しなさそう。サワメグは「そんないきなり将来と言われても、だいいち本当に高二があるのかも分かったもんじゃないしな～[image: ]」って、普段やたらとテンション高くてポジティブなぶんネガティブに入るとそれはそれで勢いがすごいみたいで。いや、なんだかんだでサワメグいちおー遅刻欠席なく学校には来てるし授業も受けてるし、追試だけちゃんと受ければ二年に上がれないなんてことはないと思うよさすがに。

　まあ、わたしもなんとなくふわ～っと文系だなって考えているだけで先の進路とか将来の職業とか、ちゃんと現実を見ているってわけでは全然ないんだけれども、いまこうして普通に高校の教室で普通の高校生をやっていることじたいが既になにかの間違いって感じがあって、いつか唐突に「はいもうおしまいね」って言われちゃうんじゃないかっていう、間違いを訂正されてそれで終わっちゃうんじゃないかっていう漠ばく然ぜんとした不安感とか危機感みたいなのは、すごく分かるんだけど。

「あーマジでこんな時授業の内容は全然役に立たないわ」

「いや、今サワメグのテンションが落ちているのは主に授業の内容がちゃんと頭に入ってないからだと思うけど」

　そんな話をサワメグとしてたら、国語主任の先生がなんか教室まで「中萱さんちょっと」って呼びにきて、国語主任の先生はちっちゃくて品の良いおばあちゃんって感じの人なんだけど、一年の授業は受け持ってなくて基本的にわたしたちは関わりがないから、わざわざ呼び出されるとか何事かと思ってしまう。言われるままに国語主任の先生についていったら、えー学校にこんな部屋があったんだっていうような用途が謎の机ひとつと椅子二脚置いたらそれで一杯になってしまうような怪しい知らない小部屋に通されて、ひょっとしていよいよ「はいもうおしまいね」って言われてしまうのかと思ってドキドキする。

「中萱さんの読書感想文を読ませてもらって、とても良かったのだけどコンクールに出すつもりはない？」

「え？」

　読書感想文。夏休みの課題で書いた気はする。えっと、なんだっけ？　カフカの変身かな。たしか、グレゴールザムザはある日、自分が一匹の毒虫になっていることに「気付いた」のであって、気付いたのがその時なだけであって、実はずっと前から家族の健全さを蝕むしばむ毒虫だったのでは？　みたいなことを書いたような気がする、たぶん。えっと、コンクール？

「ちょっと書式だけ整えないといけないから、出すなら出すで清書してもらわないといけないのだけれど」と、国語主任の先生は眼鏡をかけて、わたしの読書感想文のコピーに目を通しながら言う。

「良かった……んですか？」

「ええ、解釈もユニークで面白いけれど、なにより、文そのものがリズミカルでとても綺き麗れいね」

「そうなんですか」

「なにかそういう、文章を書く練習をしているとか、日記をつける習慣でもあるのかと思ったのだけれど」

「いや、全然そんなことはないですね」

　本はわりと読むほうだけど、それにしたって具体的な内容なんてほとんど覚えていないし。

「そう、でも内容を具体的に覚えてはいなくても、抽象的にというか、語ご彙いの選び方とか文章のリズムとか、染み入るように身につけているそういう感覚があるのかもしれないわね。中萱さん、将来そういう方向に進むつもりはないの？」なんてことを言われて、寝耳に水な話ではあるけれどせっかくだからと思って引き受けることにして、ところどころ赤の入った読書感想文のコピーと清書用の原稿用紙を受け取って部屋を出る。廊下をてくてく歩きながら「将来そういう方向」について考えてみる。なんだか高校生になってからずっと慌ただしくて、勉強とか家のお片づけとか、あとちょっと穂高センパイとかサワメグのこととか、ずっとアワアワしてて落ち着きがなくて、まだ将来やりたいこととか自分の好きなこととか全然ピンとこないけれど、でもやっぱり、自分が書いたものを他の人から「いいね」って言ってもらえるのは素直にいいなって思える。嬉うれしい感じがする。こういう、なんかいいなって気持ちになれることを仕事にできたら、ひょっとしてそれはすごく良いことなんじゃないだろうか、なんてことを少し考える。

　教室に戻ったらまだサワメグが机の上でゴロついていて「ほらほら、掃除終わったし帰るよ。サワメグ今日は用事ないの？」ってきいたら「うん？　まあ陽ひが暮れるまでは特になにもないけど」ってブスッとした表情で言うから、じゃあ久しぶりに寄り道していこう、こういう時は気分転換が肝心だってことでまた駅前の巨大なショッピングモールに行く。まだ十二月にもなっていないのに街はクリスマス商戦真っ只ただ中なかって感じでそこら中に飾り付けがしてあって真ん中には巨大なクリスマスツリーも立ってたりして「ああそうか、そういえばもうすぐクリスマスなんだね」とネジくんがツリーを見上げながら言う。うん、なんかネジくんもついて来ちゃって、ネジくんがついて来たから一瞬テンションが爆上がりしていたサワメグが「ああ～、そうだよ～もうすぐクリスマスもきちゃうじゃん……もう終わりだ……おしまいだ……」って肩を落としていて、いやどんなジェットコースター躁そう鬱うつですか。「クリスマスには溜たまりに溜まった歪ひずみが顕現するからね……勝てるかどうか」ってなんかブツブツ呟つぶやきながら首を振っている。

「アズはいいよね～、なんだかんだと穂高センパイとはいい感じだし～ネジくんからもラブラブビームだし～」って、ネジくんの一件以来サワメグがわりとそういう方面の話題にも敏感で、ああこの子もわりとそういうちゃんと女の子のところあったんだな、とか思っちゃう。でもまあ、わたしたちまだ高一なんだし、クリスマスに彼氏が居ないくらいのことでそこまで悲観的になることもないでしょ。健全にいきましょう健全に。

「おかしいな～サワメグちゃん可愛くてカッコよくてウィットに富んでいてクラスの人気者の予定だったんだけどな～どうしてこうなっちゃったかな～」って、サワメグは張り切り過ぎて高校デビューに失敗した子みたいなこと言ってて、みたいなっていうか、まあたぶんそのまんま張り切り過ぎて高校デビューに失敗したってことなんだろうけど。サワメグちゃんは確かに可愛くてカッコよくてウィットに富んではいるけれども、やっぱちょっと張り切り過ぎだよ。

「あ、でもなんかあの子からは人気あるんじゃない？　あのホラ……」ジャガイモが眼鏡めがねをかけているみたいな、軽音楽部のヤバス！　って言う。

「その話は二度とするな……」キレられた。え、なんか「……すぞ」とか険悪な目つきで殺意まで向けられた気がするし、いきなり理不尽すぎじゃない？　うーんまずいこと言ったかな。ヤバスめっちゃサワメグのこと軽音楽部に勧誘してるっぽいんだよね。ヤバス！

「ヤバスはヤバい……わたしの想定しているイケてる高校生ライフはそういうのじゃないんだ……」

「サワメグさん、別に好きなら好きと堂々と言えばいいのに」と、松川さんが呆あきれた声を出してサワメグに睨まれて「いや、なんでもないです」と慌てて敬語になる。そうなの、珍しく松川さんまでついてきて、いちおーサワメグ以外はそもそもクラスメイトではあるんだけど、でもなんかすごいメンバーだよね。オールスターって感じ。フードコートでクレープを買って、わたしはもちろん安定のカスタードメイプルで、四人でショボいプラスチックのテーブルを囲んで、自然と進路の話になったりして。

「アズちゃんは文系か～、じゃあ僕も文系だな」なんて、ネジくんは相変わらず謎のキラキラフローラルなエフェクトを飛ばしながら気楽そうな雰囲気で。「ネジくん成績は完全に理系いけるじゃん。もったいないよ、もっと先のこととかもちゃんと考えたほうがよくない？」と、わたしが言ってみても「僕の進路は君の行くところだよ」とか。なんていうか、それはそれで迷いのなさがある種すがすがしくはあるんだけれども、やっぱりこういうのってそういうものでもないと思う。

「わたし別にネジくんのこと嫌いではないけれど、どっちかっていうと好きだとは思うけど、でも付き合わないよ？」

「どうして？　僕が女だから？」って、顔をズイッと寄せられると、いくら相手が女の子でも勢いでちょっと赤面しちゃうところが無きにしもあらずではあるんだけれど。「そういうわけじゃないけど」と、わたしは言ってみるけれど、いや、まあ普通にそういうわけでもなくはないんだろうけれど。でもやっぱり、ちょっとネジくんは非現実的というか別階層の人種っぽいというか、エンターテイメントでアミューズメントてきな感じがぬぐえないところがあって。だからかな、ネジくんはわたしへの好意を隠そうともしないし公言してるんだけど、ネジくんがわたしに気安くスキンシップとかしてても他の子たちはあんまり気にせず黄色い歓声を上げてられるみたいで。あんまり湿気がなくてドライというか、サラッとしている感じで。恋愛ってやっぱ少なからず、ちょっと湿し気けた感じがあるもんだよね。まあでもそういうのも関係なくて、そこはもう予約席だから。先着一名様限定なので。

「松川さんは？　やっぱ音大とか行くの？」って試しにきいてみたら、松川さんは「いや、わたしはフルートは趣味でいいから」って、ピッと宣誓するみたいに掌てのひらを上げる。お断りしますのポーズ。

「え？　そうなの？　なんか松川さんは普通に音楽でやっていくんだろうなって思ってたんだけど。才能あるみたいだし」

「甘い甘い。メリーのマロングラッセのように甘いわよ中萱さん」と松川さんはチッチッチと人差し指を振る。

「メリーのマロングラッセは甘さ控えめで大人の味だよね」ってネジくんが相あい槌づちを打って、サワメグが「コピックマーカーってマロングラッセの匂いがしない？」とか、あ～分かる。ついつい嗅ぎたくなるよね。って、そういう話じゃなくてさ。

「本気で音楽でやっていきたかったら高校から音楽科行ってないと厳しいもの。ピアノならまだピアノの先生とかで細々とやっていけないこともないだろうけれど」

　あ、松川さんがピアノの先生とかすっごい良さそうな気がする。うん、似合う。

「それに、うちは家業があるから」

「お茶屋さんだっけ？　松川さん家業を継ぐの？」と、サワメグがきく。なんかそういうの、人生を決められちゃっている感じで不自由そうな感じもするけれど。

「別に、親はわたしに家業を継げとは言っていないけれど。兄が居るし。でもそれはそれとしてわたしもやりたいことがあって、情報系に行きたいなって」

　昔ながらの伝統的な家業をＩＴを活用してグローバルに展開していきたいらしい。わ、なんかすごい意識高そう。

「考え方が古臭いからこのままじゃ先がなさそうだなと漠然とは思うんだけれど、かと言って今すぐわたしに何か良い考えがあるわけでもないし、だからまず考え方を勉強しないと」

「すごいなー、やっぱり松川さんってちゃんとしてるんだね」

「そんなに生き急いでどうするの？」って、サワメグが人の足を引っ張るような茶々を入れて、でも松川さんは「まあ、なんというか、焦るというのはあるわね」と、平然と返事してて、なんか最初のころはサワメグにビビッてるみたいな感じもあったけど最近はわりと慣れてきたみたい。

「わたしたち華の女子高生じゃない？　たぶん今が一番女の子の人生の中で『女の子』としてはブランド力りよくがある時期で、でもなにもしないうちに気が付いたらもう一年も終わってしまうし、来年には高校二年生で進路もある程度決めていかないといけないでしょう？　もうすでに人生において一番価値のある女子高生っていう時期の30パーセントを消費してしまってるの。卒業式の日取りだってもう決まっているわけだし、その時が来たら『待って、ちょっとタイム』って言っても、おかまいなしにドーンと卒業させられてしまう。それってなんだか、グルグルに縛り上げられて船に乗せられて川下の滝たき壺つぼに向かって流されているような。たぶん、今に始まったことではなくて、ずーっと前からそうだったのだろうけど、それでもまだ滝壺が見えないうちは余裕で居られたりもするけれど、時々もうその滝壺が遠くのほうにチラチラと見えてきているような感じで、焦るわよね。ジタバタとしてしまうわ」

「んー、まあ分かるような気がするけど」

　と、サワメグは食べ終わったクレープの包み紙を弄もてあそびながら半眼になる。

「でも、トッキーはまだ二年あるじゃない」

「サワメグさんだって同学年でしょ」

　そうだけどさ、とサワメグはなんだか不服そうで。

「トッキーは焦ってるのかもだけど、それでもちゃんと実際に動いてなんか色々やってるじゃない。吹奏楽部でも勉強でもさ。わたしなんか、本当になにもしてないからもっと焦るし、それに時間もないし」

「夏休みの宿題と違って、ちゃんとやっていれば焦らないというものではないから。なにしろ、どこで『アガリ』なのかも全然分からないし、やっていることが本当に合っているのかも分からないし、というか、合っていようと間違っていようと、やろうとやるまいと、そんなことは一切合切関係なく、タイムリミットが来たらドーンと突き落とされて終わり、みたいな。だからやっぱり、結局は焦ってジタバタしているだけなのよね」

「そうだね、僕も焦っちゃうな～」

　と、ネジくんが適当に相槌を打ったら「いや、ネジくんは全然でしょ」「うん、全然」って、サワメグと松川さんがコンマ秒以下の速度で即座に否定していて。「え、なにそれ。僕だけノケモノみたいなのやめてよ」と、ひどくショックを受けたような顔をする。美み内うちすずえの作画だったら白目をむいているところだ。

「ネジくんはもうすでに滝壺に向かって自分からダイブしてるみたいな。しかもエビ型後方二回転半一回ひねりのノースプラッシュ入にゆう水すいで、みたいな」

「グルグルに縛り上げて船に乗せても、次の瞬間には縄抜けイリュージョンをしてそうよね」

「船が派手に爆発して別のところから華々しく登場するわけ」

　なんて話をしてたら、なんか遠巻きに人だかりができている感じで、主に女子中高生を中心に。ネジくんがにこやかに手を振るとキャーッ！　って歓声が上がったりして。うん、ネジくんもそうだけど、サワメグも黙っていれば普通に美少女だし、松川さんもおでこパワーがなくなったとはいえ普通に黒髪ロング姫カットの清せい楚そ系美人だしで、なんか目立つよねこの集団。なんでわたしが混じっているんだろう。地味で地道なベージュ系低空飛行な高校生活が懐かしい。いつからこんなことになったんだ？

「なんかさすがに目立ってる感じだし、解散しようか」ってネジくんが提案して、サワメグも「わたしちょっと寄りたいところあるから」って席を立って、松川さんが「あ、ビレバン行くならわたしも」って言うと、サワメグは「ビビビビビレバンじゃないない！」って謎に慌てていて、でもなんか結局松川さんとふたりでどっか（ビレバン？）に行く。なんだかんだ言ってわりと仲が良いのかもしれない。

　それからしばらくは放課後に図書室に残って自分の書いた読書感想文を読み直してみたり、どうせならそのまま書き写すだけじゃなくてなるべくちゃんと推すい敲こうしたいなって思って、下書き用の原稿用紙に書いたり消したりを繰り返して、規定も文字数もわりとキッカリあるものだからあっちを足すとこっちを削らないといけないって感じで意外と難しくて、ふと、あれわたし随分と張り切ってるじゃんって我に返ってちょっと笑っちゃったりする。

「どうしたの？　なにかいいことでもあった？」

　そう言って、穂高センパイが向かいに座って自分の勉強道具を広げていて、あ、なんかこの感じ久しぶりでいいなって思う。「はい、いまありました。いいこと」と言って、わたしは笑う。穂高センパイの綺き麗れいな顎のラインをじっと見る。必須穂高酸を補充。

「なに？　どうかした？」

「いえ、ちょっと考えをまとめているところです。お気になさらずに」

「そう」

　図書室の大きな机で向かい合って作業をする。そんなに親密って距離でもない。穂高センパイのほうもなにか調べものをしているのか集中している感じで、ふたりとも黙っているんだけれども、そこに居るなっていう気配がなんだか安心する。時々顔を上げて、やっぱりちゃんとそこに居るってことを確認してみたりする。穂高センパイは自分のほっぺたをムニムニ触りながら手元の本に目を落としている。睫まつ毛げが長い。

「そういえば」と、わたしはふと思いついて穂高センパイにきいてみる。

「うん？」

「穂高センパイって、進路希望とかだいたい決まってたりするんですか？」

「あー、俺？　俺は薬学かな」

「ヤクガク……？」わたしはその響きを脳内ＩＭＥで漢字に変換できなくて、頭の上にハテナを浮かべながら首を傾かしげる。

「薬学部。薬だよお薬。薬剤師の資格を取ろうと思って」

「ああ、薬学。お薬ですか」

　わたしはそういう学部があること自体をいま初めて知ったっていう感じなんだけど、そりゃでもまああるだろうね。薬剤師って大事な仕事だしちゃんと勉強しないとダメっぽいし。でも、なんか唐突な感じがするというか、穂高センパイと薬学というのがイメージてきに即座には結びつかない気がしてちょっと意外。穂高センパイは理系コースのはずだから理系は理系なんだろうけれど。

「えっと、どうしてまた薬学部なんですか？」

「うん？　別にどうしてってこともないけど、普通に手堅いから。資格あれば就職困らなさそうだし」

「そりゃまた随分と堅実な。医学部とかじゃなくて？」

「医学部はお金がかかりすぎるから。働きはじめるのもだいぶ後になっちゃうし。うちあんまりお金ないから四年で卒業してパパッと手堅く就職できそうで稼げそうなのが薬学って感じ」

「は～なるほどぉ」

　なんか、わたしがふわーっと考えているのとは比べ物にならないくらい、現実的で具体的な計画だなぁという感じがして感心してしまう。

「お母さんは全然アテにならないんだけど、祖父母が俺の進学資金にって残してくれたお金があるから、それで国立ならとりあえず学費はなんとかなるかなぁって感じ。でもそんなに余裕はないから、できれば有利な奨学金も取りたいし、頑張らないと」

「えー、でも国立志望ってことは大学に進学したらここを出ていっちゃうってことですよね」

「んー、まあそうなるね。うまくいけば」

　受験に失敗したら地元で就職するしかないかもだけど、なんて特になんてこともない風にサラリとそう言っていて。

　そうか、穂高センパイ、街を出ていくのかって思う。

　まだ先の話と言えばまだ先の話だけど、でも高校に入ってからのこの数カ月は本当に飛ぶみたいにあっという間に過ぎてしまったし、わたしが高校二年生になるってことは穂高センパイは高校三年生になるってことで、あと一年と少しで卒業……しちゃうんだよなぁ。

　まだすぐそこに見えているわけではないけれど、ずっと前から滝壺は変わらずそこにあって、進路が決まっていようと決まってなかろうと、名な残ごり惜しかろうとそうでなかろうと、時が来れば自動的に突き落とされてしまう。ちょっと待ってもタイムも通じない。時間は前にしか進まない。止まらないし巻き戻らない。エントロピーは増大し続け宇宙はやがて熱的死を迎える。

　いつかは決断を下さなければならない。

「ところでさ」

　と、穂高センパイがそう言って、宇宙の果てまで思考が飛んでいたわたしはビューンと地上に舞い戻り、顔を上げて目だけで「なんですか？」と返事をする。

「もうすぐクリスマスだよね。中萱さん、なにか予定はあるの？」

　わたしはそれを聞いて、ああなるほど、クリスマスの予定。うん、別にないけどなかったらそれがなんだっていうんだろう？　って思う。あ、そっか。つまりこれはデートのお誘いですねってわたしの脳が理解して、ふーんなるほど？　って納得してから、なにかがボッ！　と頭を突き抜けて、それで咄とつ嗟さに返事できずにじっと穂高センパイのことを見ていたら「いや、なんかあるなら別にいいんだけど」と穂高センパイが手首を振るから「ないないないない！　ないです！　ない！　ワタシ！　ヨテイ！　ナイ！」と原始人並みの語ご彙い力りよくで勢いよく返事をする。ウッホウッホ。つい大きい声が出ちゃって、なんかあちこちから視線が集まるのを感じて、わたしは急に恥ずかしくなって肩をすぼめる。高まった頭蓋骨の内圧がプシューッと耳の穴から抜けていくのを待ってから、コソっと穂高センパイのほうを覗のぞき見る。

「えっと、じゃあどっか行く？　ごはんとか」

「べべべべべ別に、いいです……けど」

「あそう。まあ、あんまりお金ないから大したところ行けないけど。いちおー予約とかしたほうがいいのかな、混みそうだよね」

「そそそうですね。わたしもなんか調べてみますねねね」

　て感じで、なんかクリスマスの夜に予定が入ったりする。うわー！　クリスマスに予定が入ってる！　マジかー！　イエーイ！　お母さん見てるぅ～？　ピースピース！　うわーどうしよう！　なに着て行こううわー！　え？　どこ行く？　なんかいいお店あったかなー外食ってもっぱら甘いものしか食べないから普通のごはん屋さんあんまり知らないや、いや原稿の清書しなきゃ……え？　カフカの変身って本当にこんな話だったっけ？　とか根本的なところが不安になってきて、また本棚から引っ張り出してきて読み直してみたりしてそうかークリスマスかー。え？　クリスマスですってよ聞きました？　って熊みたいに部屋の中をウロウロしたりして、ブーツ、ブーツほしいなー、ちょっと踵かかとがついててモヘアでもこもこしてるような、ベージュの、またベージュかよ！　もうちょっと色合い冒険しようよ！　そうだクリスマスだしさ、赤とか……いや赤とか勇気要りすぎでしょ……あ、また文字数オーバーしちゃった。カフカうーん。って部屋の中を熊みたいにウロウロしたりして。ららぽーとじゃちょっとありきたりな気もするけれど、でもイルミネーションとか見たいしなぁ。ああ、コート。お母さんのコートをなにか拝借しよう。無難なのなんかあったかなぁうわ！　ピンク！　こんなのよく着れるよなぁお母さん、まあわりと着こなしてる感があるから別にいいんだけど、しかし派手だなぁ。いや、だから原稿だってば。

「最近アズ、楽しそうだよね」

　と、サワメグが窓の外をぼんやりと眺めながら呟つぶやいて、教室でまた原稿をコシコシ消しゴムで擦っていたわたしはちょっと顔を上げて「そう？　そう見えるかな」って、向かいの席で椅子を前後逆に跨またいで頰ほお杖づえをついているサワメグを見てみる。

「うん、ひとりで勝手に前向いて楽しそうにしてるんだもん。嫌になっちゃうわ」なんて、サワメグは伏し目がちで、少し寂しそうにも見えたりして、どうなんだろうね？　客観的にはたぶん相変わらずの地味で地道なベージュ系の感じなんだろうけれど、うん、ひょっとしたらわりとひとりで勝手に楽しんでいるかも。

「ひとりで勝手に大人にならないでよね……」ってサワメグがフフッと笑うから、わたしも「なにそれ」って返事して笑う。

「魔法少女は魔法少女だから、大人にはならないのよ」

「大人になんかなりたくないっていうやつ？　ピーターパン症候群？」

「なりたくない、わけじゃあないけれど」まあ、そんな感じかもね、なんて、サワメグは俯うつむいて首を横に振る。「魔法少女になるって決めたときには、なりたくなかったのかも、大人」

　普段は魔法少女稼業で忙しそうにしているサワメグも、もっぱらお仕事は夕方かららしくて試験期間後の短縮授業の間だけはわりと暇そうにしてて、だからわたしが読書感想文の推敲をやってるのを見るともなしに見ながらボーッとしてる感じ。遠くのほうで吹奏楽部のパート練習の音が聴こえているけれど、もう本校舎にはあまり人の気配もなくて、なんだか静かで。

「なんか、久しぶりだよねーこうやってアズとふたりっきりっていうのも」

「そういえばそうだね。夏休み前はだいたいずっとふたりっきりだったのにね」

　わたしは顔を上げずに原稿用紙をカリカリしながら、そんな感じで気のない返事をする。スタートダッシュに乗り遅れてすっかり取り残されちゃって、サワメグとふたりきりで余人にはアンタッチャブルなＡＴフィールド全開空間を形成して高校の三年間を突っ切っていっちゃうのもそれはそれでアリかもな～とか思ってたはずなのに、なんだか最近いろいろな人と関わる羽目になっちゃってて、それはそれでちょっと疲れちゃって、何事も良し悪あしだよね～なんて考えたりもする。でも総合的には、うん、悪くはないかも。

「わたし中学の時全然イケてなくてさ～」

「ん～？」

「高校に入ったら絶対にクラスの人気者になってやろうと思って、それで魔法を使ったの」

　サワメグは大きく息を吸って、魔法に頼ったの、と上を向いた。線の細い、綺麗な栗くり色いろの髪がさらさらと流れた。高校デビュー、ちょっと張り切り過ぎだよね。

「それで？　結果はどうだった？」

「ん～、ちょっと期待してたのとは違ったけど、まあ及第点かな」

　なんでも、百点満点ってのはなかなか難しいもんだよね、とサワメグは足を組みなおしながら呟く。

「もうすぐクリスマスが来るわ」遠くを見つめながら、サワメグが言う。「うんそうだね～」と、グレゴールザムザのことを考えながら、わたしはまた生返事をする。

「わたし、クリスマスが来たら……」

　カリカリカリカリ……と、わたしのシャープペンが原稿用紙を擦る音だけが響く。不意にサワメグがなにも言わなくなったから、逆にわたしは気になってちょっと視線を上げる。サワメグを見る。サワメグは頰杖をついて静かにわたしのことを見ている。

「もう、なに？　どうしたの？」

「ううん、なんでもない。ところでアズは？　クリスマスの予定はなにかあるの？」

「デュッフフ」

　サワメグにそうきかれてわたしはクリスマスの予定を思い出して、想定外に含み笑いが声になって漏れちゃって。

「……うわ、なにそれ気持ち悪い」

　素で引かれた。ヒドイ。まあいいか別に、デュッフフフ。あ、よだれ出ちゃった。

「実はクリスマスは穂高センパイにお食事に誘われているのですよ」

「あらそう」

　さも意外、とでも言うようにサワメグはしばらくポカーンと口を開けたあとで、にんまりとＵの字に引き結んで「よかったじゃない」と微笑ほほえむ。なんていうか、いっつも皮肉っぽく眉をつり上げているサワメグにしては、あんまり見ないような素直な柔らかい微笑みだった。

「デュッフフフ～」

「その気持ち悪い笑いかたは止めたほうがいいわよ。百年の恋も一瞬で醒さめるわ」

「そうかな？　ンフフ～ンッフフ」

「ていうか、アンタたちまだ付き合ってないの？　なんかとっくの昔にお互い概おおむねは告ってるようなもんじゃない。何か月その中途半端な感じで引っ張るのよ」

「う～ん、なんだろうね？」

「アズも待ってるばっかじゃなくてさ、こう……さっさと詰め寄ってみればいいじゃん。白黒つけようぜって」

「いや、なんでそんな喧けん嘩か腰ごしなのよ」

「だいたいの物事はグーで殴れば解決するでしょ」

　いやいや、暴力的すぎでしょ。暴力はよくないよ。なんか、段階とか手順とかそういうのがあるらしいみたいなことをポロッと言っていたような気がしないでもないけれど。まあ、高校生らしくもうちょい清く正しい交際していきましょうって話なのかな？

「なんかアズはもう大丈夫って感じね」

「そうかしら？　ん～そうかしら～??」

「噓うそ、やっぱ全然ダメかも」

「ンフフ」

　ジュルルッと、垂れかけたよだれを啜すする。サワメグが呆あきれかえっているのが気配で分かるけど、ついつい笑みが漏れてしまうのはこれはもう如何いかんともしがたくて、だってねぇ？　クリスマスですよ。聞きました？

「出会った最初のころは」

　と、いつになくサワメグが真ま面じ目めな口調で言うから、わたしは口くち許もとを袖で拭ってシャープペンシルを置く。サワメグの顔を見る。

「アズはなんか行き当たりばったりすぎるというか、破滅的なところがあってちょっと危ういと思ってた。なんだか、すべてをどうでもいいって思っているみたいで、生きることを諦めているみたいな感じがして、刹せつ那な的で、いつか、遠くない将来あっさり死んじゃうんじゃないかって、少し不安だった」

「そうだったかな……そうだったかも」実際、危ない場面もいくつかあったかも。

「もっと、死んでやるぞー!!　って感じならそれはそれで、あらアンタも色々と大変なのね、まあ頑張んなさいよって思うだけなんだろうけど、そんな積極的な感じでもなくて、なんか目を離した隙すきにうっかり死んじゃいそうというか。あ、死んじゃった、みたいな軽いノリで死にそうな気がして、ソワソワしちゃってつい見ちゃうみたいなさ」

「なにそれ、ただのアホの子みたいじゃん」って、わたしが頰杖をついて不満を言うと、サワメグは「まあアホの子ではあったんじゃない？　お互いに」とか言って。

「変わったね、アズ」

「そうかな……そうかも」

「一年先、二年先、その先のずっと将来のことまで考えはじめているもの。きっと大丈夫よ。人間、ちゃんと考えればやってやれないことなんて、ほとんどなにもないんだから」

　だから、きっと大丈夫。とサワメグは笑う。綺き麗れいに笑う。一年先、二年先、その先のずっと将来のこと、考えはじめたのはつい最近のことだけど、そうね、どうでもよくない人が増えた気がする。できればこの先もずっと一緒に居られたらなって思う人が増えちゃった気がする。もちろん、本当にいつまでも一緒ってわけにはいかないんだろうけれど、そういう物理的な距離としてって意味じゃなくて、なんか一緒に生きていけたらなって思う。

「最初はサワメグだったんだよね」

「うん？」

「どうでもよくない人。わたしあの時、全然まだなにもサワメグのこと知らなかったけどさ、でも、どうにかしたいって思ったから」

　最初は、たんに同じ学校の子だから、多少見かけたことのある子だったから、ちょっと気にしただけのことだった気がする。なにしろサワメグは見た目が派手だから、性質的に人の顔の区別が難しいわたしの認識にも他の子よりは少し引っかかるところがあって、あ、ひょっとしてあの子知ってる子だな、同じ学校の子だなって思って。でも、それだけのことだったような気がする。別に、誰が死んでも、殺されても、基本的にはそんなのわたしの知ったことではなくて、自分以外のことは全て他ひ人と事ごとで、どうでもよかったはずなんだけど。どうしてだろう。別に、なにか特別なことがあった覚えもないけれど。

　思えば、わたしとサワメグがしていた友達らしいことなんて昼休みにお弁当を一緒に食べるぐらいのもので、本当にただそれだけのことなのに、そんなことで誰かが誰かの特別になるなんてこともあるんだなって、今さらながら思う。

　あれはもう、半年以上も前のことになるんだっけ。遠い昔みたいな気もするし、ついこの間みたいな感じもする。

「そうね、あの時はありがとう。今でも感謝しているわ」

「……どういたしまして」

　と、わたしとサワメグは顔を見合わせて笑う。

「アズ、幸せになりなさいね」

「なによ急に」

「なにがあっても、一番大事なものを見失っちゃダメよ。人間、アレもコレもなんて全部は手に入らない。手の届く範囲のものにしか手は届かない。だから、手の届く範囲のものはちゃんと抱きしめて、絶対に手を離しちゃダメなんだからね」

　いつになくシリアスな感じで、ううん？　ふざけているのかな。なんか、よく分からないけれど。わかったよ、とわたしは承諾する。

「サワメグはまず学校の勉強を頑張ろうね」

　サワメグとももうしばらくは一緒に居たいから、本気で留年とかされちゃうとやっぱ困るし。

「わかったわよ……。来年は、そうね。あれば頑張ることにするわ」

　と、サワメグは両手を上に上げて、お手上げのポーズで投げやりっぽくそう言い捨てる。

　結局、読書感想文の推すい敲こうと清書は終業式の日の午後までかかっちゃって、職員室まで行って国語主任の先生に原稿を提出して読んでもらって「とてもいいわね。論旨も整理されているし、結論までの運び方もスムーズで前よりもずっといいわ」なんて、ありがたいお言葉を頂戴してホッと胸を撫なで下ろす。そこから国語主任の先生とちょっとだけなんてことないような話をして、それじゃあよろしくお願いしますと原稿を預けて、職員室を出た後でなんとなく二度柏かしわ手でを打ってお辞儀をしてナムナムとなにかを拝んでおく。誰になにをよろしくお願いすればいいのかは分からないけれど、神様てきなサムシングがちょっとだけでもわたしのことにも注意を払ってくれてたらいいなと思う。

　もう冬だから夕ゆう陽ひの時間がずっと早くって、そんなにゆっくり話し込んでいたつもりもなかったんだけれど、職員室を出たらいつの間にか窓の外は一面のオレンジ色で、また例の夕陽のシーンを思い出す。川っぺりの土手のところに居る誰かが『楽しそうだな』って言っていて、相変わらず逆光で顔は見えないんだけれど、たぶん笑っている。うん、見つけたかも、やりたいこと。わたしは心の中でその人にこたえる。

　ポケットの中でスマホがムームーとバイブして、画面には穂高センパイからメールが届きましたって表示されている。「あ、やっば」と、スマホを片手にわたしはペチンッとじぶんの頭を叩たたく。

「今日、クリスマスイブじゃん」

　あ！　え～？　やっば！　えっと、約束何時だったっけ？　いや、そもそもいま何時だ。ダッシュで一回家に帰って着替えて出直して何分？　え～ウッソ！　いくらなんでも熱中し過ぎでしょ読書感想文……言っても読書感想文だよ君？　え？　マジか！　え～マジかうわっちゃ～！　って焦って、とりあえずメールを返さないとって右往左往していたら、廊下の真ん中になにか黒い小さな塊があることに気付く。目が合う。凶悪な目つきをした、感じの悪そうな黒い犬。

「あれ……？　え～っと、ケルベル？」

　サワメグのペットっていうか、違うか。むしろ魔法少女てきには上司てきな上の立場になるんだっけ？　なんか知らないけど、とにかく魔法少女のほうのサワメグとセットになってる可か愛わいくないヤツ。ケルベルはわたしのほうを一いち瞥べつすると、フイッと顎を振って階段のほうへと消えていく。え～っと、どうしよう。穂高センパイに連絡しなきゃ。今からダッシュで帰ればギリ間に合うような気がする。え？　マジで？　いや、今なんかケルベルが。急速に、わたしの胸に謎の焦しよう燥そう感かんが拡ひろがる。今のあれって、あれってさ……。

『ダチになんかあったんじゃねぇのか？』

　と、焦るわたしに川っぺりの土手に居る誰かさんが助け舟を出してくれる。なにかあったんじゃないか？　じゃない。なにかあったんだ。そうだ、なにかはもう既にあった。そういえばサワメグなんかおかしかったじゃん。え？　なんでわたし気にならなかったんだろう？　自分のことで手一杯になっていた？　噓でしょ？　サワメグだよ？　サワメグのことなのに、わたし全然気にしてなかった。なんか言ってたはず。サワメグはなんて言っていた？　ダメだ、わたし全然まともに聞いてなかった。

　なにがあっても、一番大事なものを見失っちゃダメよ。そう言っていた。

　一番大事なもの。ムームーと、スマホがバイブする。わたしは画面も見ずにそれをポケットに突っ込むとケルベルを追って走り出す。ごめんね穂高センパイ、なんか、今この瞬間はサワメグが一番大事だから。ちゃんと抱きしめて、絶対に手を離しちゃダメみたいだから。窓から差し込む夕陽が廊下をオレンジと黒のボーダー柄に染め上げている。階段のところで立ち止まって、上か下か一瞬迷う。直感的に上だと思う。縮地（奥義）で一気に階段を駆け上がる。屋上に出る。

「え……なによコレ……」

　廊下の窓からは普通に晴れ渡った冬の夕陽が見えていたはずなのに、屋上に出たら嵐のような暴風が吹き荒れていて、空には台風の目のような、でも普通の台風ではありえないような赤黒い禍まが々まがしい渦巻きができていて、その中心に黄金色に輝くめちゃくちゃ大きくて丸いナニカが浮いている。ううん、浮いているんじゃなくてすごくゆっくりとした速度で落ちてきている。屋上の真ん中には小さな黒い塊、ケルベルが居て、その隣で見慣れた栗くり毛げの後ろ姿が、でも見慣れない感じで力なく肩を落としてへたり込んでいる。

「アズ……？」

　サワメグが振り返る。泣きはらしたような真っ赤な目をして、ひどく疲れ切った顔をしている。

「サワメグ！」

　叫んで、わたしは駆け寄る。スライディングするようにしゃがみ込んで、サワメグの両肩をガッシリと摑つかむ。

「あれ？　アズだって今日は穂高センパイと約束してたんじゃないの？」

「なに吞のん気きなこと言ってんの!?　なんなのよコレは!?」

　サワメグは泣いてるみたいな顔で笑って「うわぁ……マジでアズじゃん」と掠かすれた声を出す。

「当たり前じゃない！」

「いたたたた……！　痛い、痛いって。なんか謎に全身の関節極きまってるから！　マジで指先ひとつ動かせないから！　とりあえず手を離して……！」

「ああ、ごめん。つい」

　なんか力んじゃって。うわーマジでアズじゃん、つーかなんなのその謎スキル、とか、なんか緊張感のない呆ほうけたようなことを言っているサワメグにわたしは「わたしじゃなかったらなんだっていうのよ!?」と大声を出す。

「えーっと、今際いまわの際きわに見る幻？　みたいな」

「そんな馬鹿なこと言ってる場合じゃないでしょ。なんかヤバいよ。逃げよう」

　そう言って、わたしはサワメグの脇の下に腕を突っ込んで引き起こそうとする。

「逃げられないぞ」

　相変わらずの感じの悪い声がして、わたしは足元のケルベルを見下ろす。

「アレはクリスマスだ」

「あれがなんだろうとそんなのどうだっていいよ。とりあえずなんかヤバそうだからわたしはサワメグを連れて逃げる。逃げないっていうなら君だけ勝手に残ればいいでしょ」

「ダメ……逃げるわけにはいかないの」

　サワメグが力なく首を振る。

「クリスマスは世界で魔法が行使される限り溜たまり続ける『オリ』のようなものだ。魔法は根本がズルとペテンとどさくさ紛れのイカサマだから、その歪ひずみは必ずどこかに溜まる。定期的に解消しなければいけない。それがクリスマスだ。今年は随分と大きく育ってしまったがな」

　ケルベルが吠ほえる。わたしはケルベルを睨にらみ付ける。言っていることは分からないけれど、コイツがサワメグを虐いじめているんだと思う。

「クリスマスが落ちてきたら、現実世界でも大災害を引き起こして大変なことになるわ。たくさん死ぬことになる」

「だったらどうだって言うのよ！　たとえそうだったとしてもそんなのサワメグには関係ないことじゃん！」

　あんな大きいもの、戦ってどうにかなるようなものじゃないし、こんなの逃げるしかないじゃない。仮にサワメグが逃げたせいでなにかが起こったとしても、そんなことまで責任持たないといけない筋合いはない。

「関係なくはない。最初からそういう契約だからな。地獄は契約と引き換えに魔法少女の願いを叶かなえる。魔法少女は願いと引き換えに契約を行使する。魔法によって溜まった『オリ』の解消が魔法少女の仕事だ。その対価をサワメグは既に受け取っている」

「言ったでしょ。わたし、中学生のとき全然ダメで、地味で暗くて友達もいなくて、バンド組む仲間も居ないのに部屋でひとりでギターの練習したりしてて、真っ暗闇の中にひとりで取り残されているみたいで、耐えられなくて、それで……魔法に頼ったんだよ。ズルをしたの」

　願ったのは、可か愛わいい見た目と快活な中身。そして、長い綺麗な栗色の髪。

「結局、魔法に頼ってみたところで今度はちょっと調整を間違えちゃって逆方向に失敗しちゃったんだけど」

　それでも、まあアズが居てくれたから、真っ暗闇ってことはなかったし、よかったよ。

「だから～～～!!!!　それは～～～!!!!　ただの高校デビューでしょうが～～～～!!!!!!」

　わたしはサワメグに思いっきり顔を近づけて怒鳴る。

「ただの！　高校デビュー！　女の子は！　誰だって！　少なからずはしゃぐ！　気合いを入れる！　新生活を夢見る！　そういうもの！　当然のこと！　当たり前！」

　と、血の気が足り過ぎててゴリラ並みに退化した語ご彙い力りよくで叫ぶ。

「いや、並の高校デビューじゃないんだってば！　だって元はコレだよコレ！」

　サワメグはポケットから羽根と手足のついたピンクの謎のクソデカケースに収まったアイフォーンを出して、中学の時の画像をわたしの眼前にまるで印いん籠ろうのように掲げる。わたしは一息ついて、まじまじとそれを見る。

「どんぐりみたいで普通に可愛いと思う」

　うん、そんな言うほど、悪くないよ？　どんぐりみたいで。

「いや、どんぐりダメでしょ……」

「そう？　どんぐりってなんか可愛くない？　ついつい拾い集めたくならない？」

　あと、まつぼっくりとか、銀杏いちようとか、いがぐりとかも可愛くてついつい拾っちゃう。

「おいこら、お前ら。そんな悠長な話をしている場合じゃないぞ」

　ケルベルが吠える。ああ、まあそうかもしれないね。だから逃げよう？　サワメグ。

「サワメグは魔法を使って願いを叶えた。未知の未来の可能性を売って今を買ったんだ。その対価は支払われなければならない」

「いや、高校デビューの対価がアレってどう考えても支払いが法外すぎるでしょ！」

「先さき物もの取引のようなものだ。その年のクリスマスがどこまで成長するかは未知数だからな。どれだけの支払いになるかは不明だが、必ず支払うというそういう契約になっている」

　馬鹿言うな金利だって法定の上限があるし上限を超えた請求は過払い金と呼び過払い金の返金手続きには期限があります無料で何度でも弁護士にご相談頂けますまずはお電話を！　だいたい願いを叶えたって言ったって今度は過剰すぎて空回りしちゃって全然うまくいってないし。

「俺はクライアントの要望に正確に応えただけだぞ」

　えっと、なんだっけ。顧客が求めていたものと、顧客の説明と、開発の理解と、出来上がったプロダクトのテンプレあったよね？　あんな感じ。的外れも甚はなはだしい。とんだ素人しろうと仕事じゃないの。

「アズ……いいから」

　サワメグがわたしをトンッと、少し突き放して。笑う。綺き麗れいに笑う。

　ボンッ！　と、栗色の髪が黄金色に輝いて、ゆるふわのふたつ結びが風や重力を無視してふわふわと浮かび上がる。魔法少女モード。

「愛と勇気と、信じる心が魔法になる」

　サワメグが右手を掲げる。その手には、マジカルコルトシングルアクションアーミー人呼んでマジカルピースメイカー（魔法少女アイテム：構造が単純なので堅けん牢ろう）

「わたし、ちょっとビビっちゃってさ。魔法少女の魔法パワーの源泉は信じる心だから、ビビっちゃって心が折れると魔法が使えなくなっちゃうの。でも、アズが来てくれて勇気が出たから。もう……大丈夫だから」

「馬鹿馬鹿馬鹿！　あーんなでっかいのにそーんなちっちゃいピストルでどうにかなるわけないでしょ！」

「そうね。だから、わたしの魂に火をつける。魂全部に火をつけて放つ。底無しの痛みを迎えてやる。そして輝く……」と、なにかを言おうとするサワメグの声を遮ってわたしは「アホ！　馬鹿！　魂全部ってなによそれ！　サワメグが死ぬってこと！　そんなのダメに決まってんじゃん!!」と大声を出す。

「せっかく大トリのために取っておいた決め台詞ぜりふを言おうとしたのに」……でも、さすがに今のはギリギリ踏み留とどまっておいて正解かも？　とか、サワメグはなんか言ってるけど。

「魔法少女は魔法少女だから、大人にはなれないのよ。そういうものなの」

　だいたいは少女のうちに死んでしまうから、だから、魔法少女は永遠に魔法少女のままなのよ……って、そんな馬鹿な話があるか～～～[image: ]

「女の子は～～～～!!!!　いくつになっても少女でしょうが～～～～!!!!」

　納得できない！　認めない！　そんなことは許さない!!　って、わたしが怒鳴ってみても、サワメグは「まあいいわ、最期にアズに会えてよかった」って微笑ほほえんでいて。

「待て待て待て！　勝手に最終回っぽくなるな！　ひとりで勝手に盛り上がるな！　こういうことはちゃんと事前の報告！　連絡！　相談！　友達でしょう!?」

「あの報告連絡相談って実質全部同じことを言っていると思わない？　要は話をしましょうってことでしょ」

「あのな、お前たち。なんでさっきからそんなに危機感がないんだ？　クリスマスはもうそこまで落ちてきているんだぞ？　他に方法はないんださっさと覚悟を決めないか」

　脇からまたケルベルが偉そうに文句をつけてきやがる（ゴホン失礼）から、わたしはムカついて「あのさ、さっきから君なんでそんな偉そうなの？　犬畜生の分際でさ」と、鼻先に指を突きつける（※さきほど発言に一部不適切なところがありました。お詫わびして訂正いたします）

「犬畜生とはなんだお前、俺は地獄の監督者だぞ。お前のような半端な妖怪変へん化げなんかよりもずっと上位の存在なんだからな。偉そうなんじゃなくて偉いんだよ」

「君、なんかムカつくね」

　わたしはそう言って、ケルベルの首根っこを捕まえてヒョイと真上に放ほうり上げる。「おっ？」っと、ケルベルが間の抜けた声を上げて、わたしは上を向いて口を開ける。落ちてきたケルベルをそのままバクンッと口で受け止める。ゴクンッと一ひと吞のみにして、はい終わり！　うん、静かになった。

「あーーーっ!!!!」

　サワメグが目を見開いて口をあんぐり開けてこっちを見ていて、ふわふわと黄金色に輝いていた髪が光を失って重力に従ってふわりと落ちる。いつもの栗色を通り越して黒髪になっちゃう。

「ちょっと！　どうすんのよケルベル食っちゃって！　魔法のアクセスポイントになってるソイツが居ないとわたしは魔法が使えないのよ！　こら！　吐け！　吐き出せ!!!!」

　サワメグがわたしの首を締めながらブンブンと揺すってくるけれど、わたしは目を細めて「無理……もう吞んじゃった」と答えるしかない。わたしが食べたものって物理的にお腹なかの中にあるわけじゃなくて、吞みこむとどっかにいっちゃうっぽいから吐いてもたぶん出てこないよ。

「え？　ていうか毎度のことだけど今のそれどうやったの？　明らかにケルベルはアズの口よりも大きいよね？　なんでそんな一息に吞みこんだりできるのよ？　構造的におかしいでしょ？」

　目を逸そらさずにしっかり見てたはずなのになにがどうなってそうなったのか全然見えなかったしさ～、ってサワメグは文句をつけてくるんだけど、それを言ったらだいたい普段から自分の質量よりも大きな男でも余裕で綺麗サッパリ跡形もなく食っちゃってるし、構造的には最初からおかしい。つまり、そこはギャグマンガ時空なわけで、理屈で文句をつけたって仕方がないのだ。細かいことを考えるのは止めて、諦めて設定を受け入れましょう。

「ちょっと！　マジでなんてことしてくれたのよ！　世界の脅威なのよ!?」

「いや、なんか勢いで……」

「勢いって……アンタね～！　も～！　あ～もう終わりだ～！　どうすんのよコレどう収拾つけるのよ!?!?」

「まあ……なんとかなるって、たぶん」

「なんとかって……」

　それに、たとえなんとかならなかったとしても、サワメグがひとりで死んで、それで解決！　なんかよりもさ、ずっといいよ。

「一緒に死ぬ気？」

「馬鹿言わないで。一緒に生きるのよ」

　一年先も、二年先も、そのさきずっと先の将来も、サワメグと一緒に生きていくんだから。

「こんなところでこんなことで、躓つまずいてる場合じゃないのよ！」

　クリスマスはさらに落ちてきていて、こちらに迫ってきていて、大きすぎて感覚が狂うけれど、本当にもうそんなに時間はないっぽい。川っぺりの土手に居るいつもの誰かさんは『やっぱアイツの娘だな、後先考えないんだからよ』とか言って、お腹を抱えて爆笑している。

「笑ってないでさ、コレ、なんとかならないの？」

　わたしは逆光で顔の見えない誰かさんにボソッと文句をつけてみる。

『さて、どうかな。今はちょうど夕ゆう陽ひの時間。普段は絶対的に君臨している時空間が弱気になる昼と夜の曖あい昧まいな領域。女の子は誰だって魔法が使えるサービスタイムだ。まあ、なんとかなるんじゃないのか？』

「そんないい加減な」

『エクスカリバーを使え』

　わたしはエクスカリバーなんて持ってない。あれは今、穂高センパイが持っている。

『お前もエクスカリバーを持っている。お前の聖剣エクスカリバーを』

　エクスカリバーは心の聖剣だ。他の全ての可能性を捨て去ってでも、今この状況を打破したいという強い願い、その決意と覚悟がお前のエクスカリバーになる。気合いを入れろ。

「気合いぐらい……入れてやる!!」

　丸かったクリスマスから大きな大きなふたつの腕がウニウニと生えてきて、それがゆっくりとわたしたちを狙って伸びてくる。違う、尺が大きすぎて一見ゆっくりに見えるけれども、近づいてくるとそれは猛スピードで迫ってきていて、うわっ！　死んだ!?　って思ったところで誰かに抱えあげられて寸前でソレを回避する。ネジくんが「やあ、待たせたね」と、モリモリのバラの花とキラキラシャイニングなエフェクトを背負いながら、なんというか顔が近い。いわゆるお姫様抱っこっていうやつ。どうも、と会釈しながら降ろしてもらって、そういえばサワメグは？　って思って見たら、そっちは穂高センパイが抱えていて、いやこの分担はどうなのよって気がしないでもない。

「本体が来るぞ！」

　サワメグを降ろして穂高センパイが叫ぶ。もう、クリスマスは目の前まで迫っていて、これじゃ伸びてきた腕を避けようが避けまいが、本体に校舎ごと押しつぶされて終わっちゃう。

「魅了の魔法が意図せず空間の折りたたみを引き起こしてしまうということは……」

　すぐ横で、聞き慣れた落ち着いた声がして、振り向くと松川さんが居る。オーケストラを指揮するように、スッと差し出した指をスイッと上にあげる。

「その相関を明らかにすれば意図したとおりに空間の折りたたみを引き起こすことも可能、ということ」

　松川さんがスッスッとタクトのように指を優雅に振るのに合わせて、クリスマスの周辺の空間がバシバシと最小限に折りたたまれて、檻おりのような、網のようなものを形成する。それがクリスマスの本体を受け止めて、クリスマスの落下が寸前のところで停止する。

「そんなご都合主義的な……」と、わたしが半ば呆あきれてそう呟つぶやくと、松川さんはチッチッチと指を振って「都合はつくものじゃない、つけるものよ。自分のちからでね」と、胸を張る。

　松川さんは前髪をピンで留めて上にあげていて、ポンパドール。おでこのデカデカとした☆のマークが丸見えだけれど、うん、なんかそうやって堂々と出されているとそれはそれで綺麗な感じがしないでもない。

「と言っても、とりあえず止めるは止めたけど、こんな大きなもの、一体どうしましょうね　あんな大きなものを丸ごと空間で折りたたんだら、今度はその空間の歪ひずみがまた厄介なことになるし」

　今のうちにみんなで逃げる？　と松川さんは可か愛わいらしく首を傾かしげる。その松川さん目がけて、空間の檻の間を縫うようにして、ところてんが押し出されてくるみたいにクリスマスから無数の触手が伸びてきて。

　松川さんは一瞬、驚きよう愕がくの表情を見せる。

　轟ごう音おん。

「まいったね、こういう暴力的なのはあんまり好きじゃないんだけどさ」

　ネジくんが撒まいたお札が五枚空中で静止して、それらを結ぶ五角形の見えない壁みたいなのがクリスマスの触手を防いでいる。最強の盾と呼ばれたりもしたけどさ。

「好きじゃないからって、別に得意じゃないってわけではないんだよね」

　ネジくんが握りこぶしから指を二本立てて、それをクイッと動かすと連動してお札がグルリと円運動して、まるでピアノ線の卵切りを使ったみたいにクリスマスの触手が輪切りになってボタボタと落ちる。

「あ……ありがとう」

「どういたしまして、お嬢さん」

　なんて言いながら、松川さんとネジくんがキラキラのエフェクトを飛ばしあいながら吞のん気きに見つめ合っていたりして。

「走れ！」

　穂高センパイはサワメグをこちらに押して、襲ってくる触手にエクスカリバーで応戦している。エクスカリバーに当たったクリスマスはまるでお豆腐みたいになんの抵抗もなさそうにスパンスパンと切れる。最強の矛さえも破った地上最強の聖剣。そう、最強の矛と最強の盾が両方あればめっちゃ最強ってこと。

「アズ！」

　サワメグがわたしのほうに走ってきて、わたしはサワメグを背中側に庇かばうように立つ。魔法少女としての力を失って、今、この場で一番ただの普通の女の子なの、たぶんサワメグだから。まあ、概おおむねわたしのせいなんだけど。だから、わたしがなんとかしないと。とはいえ、なんとかなるのかこれ？

「囲まれた……もう逃げられないわ」

「うーん、参ったもんだね」

　ドロドロと垂れてくるところてんはカーテンのようにわたしたちを３６０度取り囲んでいて、かんぴょうを干しているところにちょっと似ているな、なんて場違いなことをちょっと考えたりする。

「クッソ……ジリ貧だ！」

　クリスマスから伸びてくる触手はエクスカリバーでパスパス斬れるけれども、なにしろ数が多すぎる上に斬った破片がどんどんと溜たまっていくから穂高センパイはどんどん後退させられている。

「こうやって切り刻んでいけば落下の衝撃は殺せるかもしれないけれど、このままじゃどっちみち生き埋めにされてしまうね。なんとか大災害は防げそうだけれど、僕たちが生きて帰るのはこれ、なかなか難しいかもしれないな」

　と、ネジくんも声だけは余裕綽しやく々しやくって感じだけれども、触手を防ぎながら応戦しつつ少しずつ後退してきている。

「やっぱり……魔法少女の力を使わないと、境界の呪いぐらいじゃクリスマスには太刀たち打ちできないわ。質量が圧倒的すぎる」

　サワメグがわたしの背中をギュッと摑つかむ。

「そうかもね。こういう身も蓋ふたもない物量作戦には、境界はとんと向かないから」

　僕たちは根回しと未然の防止が本分でね、と話すネジくんの声からもいよいよ余裕がなくなってきている。

　ネジくんの張った盾の脇を抜けるように触手がこちらに伸びてきて。

　穂高センパイがエクスカリバーを振り、寸前のところで触手を斬り捨てる。

　斬り捨てられた破片が猛スピードでこっちに飛んでくる。

　瞬間、思考が間延びして。

　こちらに向かって破片が猛スピードで飛んでくるのが、スローモーションで見える。

　あ、これわたしに直撃ルートじゃない？

　計算する。

　破片の移動速度。わたしの反応速度。到達予想時間。

　うん、間に合わない。

「中萱さん！」

　穂高センパイが叫んでこちらを振り返るのも、スローモーションで。

　ヤバイ、と思ってわたしは反射的に口を開く。

　バクンッ！と、破片を口で受け止める。

　口の中に飛び込んできたそれを食う。

　完全な反射行動でゴクリと一ひと吞のみにする。

　口にした瞬間、口いっぱいになめらかに広がるズシリとした確かな質感とガッツリとした甘み。それでいて決してしつこくなくスポンジのような食感は舌の上で淡雪のようにスッと溶けてこれは……うまい！　え？　待って、めっちゃおいしい。クリスマスやばうまい。激うま！　まいう～～！　卵黄とミルクとバニラビーンズのフレーバー！　これは完全にわたしの大好きなカスタードクリーム！　クリスマス！　それは空から降ってくる巨大なカスタードクリームケーキの塊!!!!　等身大カスタードクリームケーキ食べ放題[image: ]　なんだこれは！　乙女の夢か!?!?

「アズ！　大丈夫!?」

　サワメグの声が聞こえて、わたしは至福の時間から現実の瞬間に戻ってくる。口の中にはまだとろけるようなクリスマスの甘い余韻が残っていて、わたしはペロリと舌なめずりをする。

　空から落ちてくる巨大なクリスマスは松川さんの空間の網でところてんみたいに縦長にカットされて、それを穂高センパイとネジくんが次々にパスパス斬るから、これは完全な一口大。わたしてきには余裕で余裕の一口大。満足感のある大ボリュームの一口大！　それがこんなに山積みに！　え？　マジで？　ヤバい！　こんなことが現実にあって本当に良いのか？　クリスマスまじヤバい！　ドリームスカムトゥルー！　信じれば夢は叶かなう！　神様ありがとう！　生きててよかった!!

「あのさ、サワメグ」

　わたしは下っ腹を撫なで擦さすりながら呟く。ぐぅ～～っとお腹なかが鳴る。

「うん？」

「ごめん、わたしこの戦い、負ける気がしないわ」

　見せてあげよう、この中萱梓あずさの真の力を！

　もう後先なんて考えない。この先の他の全ての可能性を今この瞬間のために賭かけてしまってもいい。３６０度を埋め尽くすカスタードクリームケーキの山！　この中萱梓が必ず食べ尽くしてみせましょうぞ！　カスタードクリームケーキなら東京ドーム一杯分だって余裕で食べれちゃう。だって、やっぱホラ甘いものは別腹だもの。
















「食あたりね」

　結局クリスマスから丸二日ほどウンウンと寝込む羽目になったわたしにお母さんが下した診断がそれ。

「アズちゃん、なんか悪いものでも食べたでしょう？」わたしの口から抜き取った温度計（体温計でなく）をチェックしながら、お母さんは呆あきれたように大きく息を吐く。

「まあ、悪いものかもしれないけれど、でもアレは良いものだよ……とても良いものだ」と、ものすごい発熱と発汗と、そのくせに絶え間なく襲ってくる寒さむ気けとに意識朦もう朧ろうとしながらも夢ゆめ現うつつでわたしは呻うめく。アレはとても良いものだった……たとえ食あたりで丸二日寝込む羽目になったとしても、わが生涯に一片の悔いなし。

「空から降ってくるバカでかいカスタードクリームケーキの塊みたいなのを全部食べちゃったのよ」わたしは、こーんな、と大きく両手を広げる。そりゃあそんないっぺんに馬鹿みたいにカロリーを摂取したら発熱もするわよね、なんて言いながらお母さんは巨大な氷ひよう囊のうをわたしのおでこにボンッと落とす。痛い。氷囊の中の氷はみるみる溶けて、わたしのおでこからはもうもうと湯気が立つ。いや、前々から自分でもいい加減な身体をしているなーと思ってはいたけれど、これどういうメカニズムなんだ。

「それにしても」と、お母さんは腰に手を当てて「そんな程度のことで食あたりだなんて、情けないわね。わたしがアズちゃんぐらいの歳としの時には空から落ちてくるアンゴルモアの大王を一口で丸吞みにしたものだけれど、お腹も下さずにピンピンしてたわよ」と、フフンと謎のドヤ顔を決める。いやお前だったのかよ。ていうか、今のでだいたいの実年齢がバレましたわよね。「26歳よ」そうですか。まあいいや、なんかもう今はすべてが面倒くさい。

　サワメグがお見舞いに来てくれたんだけど、魔法少女としての契約が切れて、というか契約破棄みたいな感じなのかな？　まあそんな感じで、さらさらのシルクみたいな栗くり毛げがもわっとした黒髪になっちゃってて、どうにも収まりが悪いから結局三つ編みのお下げにしているみたいで「もうダメだ……終わりだ……美しくなかったら生きている意味がない……」って、虚うつろな顔で天を仰あおいでブツブツとハウルみたいなことを言っているばかりで、これじゃどっちがお見舞いなんだかよく分からない。いや、前までだってそりゃ可愛かったは可愛かったけど別に美しいってことはなかったし、今のそれはそれで普通に可愛いと思うよ。どんぐりみたいで。

「アズから出てくる蒸気でこの部屋の湿気がすごいのよ。髪が広がっちゃう」

　と、サワメグは言い訳みたいに三つ編みを撫でるんだけど、やっぱり前までの栗毛に比べると髪質そのものが変わってるっぽい感じがあって、魔法少女の魔法って髪質改善とかそういうことだったの？　って感じは無きにしもあらず。たかだか髪色と髪質改善のためにえらい大騒ぎだったわよ。まあ、わたしは生まれて初めて本当にお腹一杯に甘いもの食べられたし、別にいいけれど。何事も、終わりよければすべて良し。結果オーライ。

「ポカリ飲む？」

「飲むー」

　はい、ってサワメグが２リットルのポカリのペットボトルに長いストローを差して出してくれるから、わたしはそれをズボーッ！　と一気に飲み干す。ボワンッ！　と全身からまた湯気が出て部屋がサウナみたいになる。

「暑～、こりゃ芯から温まるわ～」と、サワメグはパタパタと顔を扇あおぎながら窓を全開にする。外の冷気が顔に当たって気持ちいい。

「サワメグ」

「うん～？」

「どんな風に生まれついたとしても、生まれちゃった以上は生きなきゃダメだよ」

「……ハイ」

「ミミズだってオケラだってどんぐりだってみんなみんな生きてるんだから」

「なにアズ、どんぐりディスってんの？」

　どんぐりの名誉のためなら死ぬまで戦うよわたしは？　とサワメグが三つ編みを首に掛けたタオルみたいに握って、わたしはクスクスと笑う。そりゃ魔法少女のサワメグもウザかわいかったけどさ、でも、こういうのも全然悪くないよ。

　これから先も、そのずっと先も、一緒に生きてたいって思える人が誰か居る。生きているところを見ていたいと思える人が居る。生きている意味なんて、たぶんそれぐらいのことで十分なんだから。

「結局、魔法少女のお仕事はこれでクビってことになっちゃうわけ？」

「たぶんね……バックには地獄ってもっと大きな組織みたいなのがあるっぽいけれど、わたし自身はケルベルを介してしか指令を受けたことはないし、そのケルベルが居なくなっちゃった以上は向こうからコンタクトがない限り、こっちからはどうしようもないもの」

　まあ仕事じたいは別に、やりたくてやっていたわけでもないから別にいいんだけどさ、なんて。

「そういえばごめんね？　なんか勢いで犬食っちゃって」

　アレって、いちおうはサワメグのペットてきななんかだったんだよね、たぶん。

「ん？　ああ、まあいいんじゃない？　ケルベルは所詮、わたしの頭の中で動いていた仮想人格に過ぎないし」

　とはいえ、あの犬の身体じたいは実在のどこかの犬の身体っぽいから、犬には不ふ憫びんなことをしたかもしれないわね。とかなんとか。

「地獄とか魔法っていうのは完全に形けい而じ上じよう学的で抽象的なシステムだから、本来は、わたしたちが考えるような一般的な意味での意志や意図なんて持たないのよ。でも、人間の限定的な認識能力ではそれをそのまま扱うことが難しいから、間にユーザーインターフェースとして仮想的な人格を置いているだけのことで」

　あ、なんかまた難しいっぽい話だからいいや、パス。とりあえず問題ないならそれで。

「あ～せっかく高校デビューしたのに、今さらまた三つ編みどんぐりか～。まあいいわ、とりあえずありがとね、アズ。また助けられちゃった」

「フフ……どういたしまして」

　クリスマスは結局食あたりで寝込んじゃって終わっちゃったけど、せっかくだからみんなで初はつ詣もうでに行こうよって話になって、わたしとサワメグと松まつ川かわさんとネジくん、それに穂ほ高たかセンパイ。すごいよね、真・オールスターメンバーって感じ。松川さんなんか気合い入ってて、待ち合わせに着物で来てて。

「うわーすごい！　晴れ着じゃん！」ってわたしははしゃぐんだけど、「晴れ着じゃなくて紬つむぎよ。名古屋帯だし」と松川さんはクールな反応。よく分からないけど、なんかカジュアルな着物ってことらしい。羽織の代わりにトレンチコート風のデザインのポンチョを肩に掛けていて和洋折せつ衷ちゆうな上級コーデって感じ。さすがは老舗しにせのお茶屋さんだね。よく知らないけど。

「中なか萱がやさん、もう体調はいいの？」

「うん、もう快調快便！　出すもの出したらスッキリしちゃった」

「あ、やっぱなにかは出るんだ……」

　ヴァニラ・アイスのクリームみたいなものかと思ったんだけど、そういうわけでもないのかしら？　消滅するだけではなくてなんらかのエネルギー変換はなされている？　って、松川さんはほっぺに手を当ててはんなりと小首を傾かしげるんだけれど、うん？　なんでしょう？　甘いものの話ですか？（←懲こりない）

「まあやっぱ、真ま面じ目めに考えるだけ無駄ってことなんじゃない？　そのへんは気合いでどうにかなってるって理解でいいんじゃないかな」

「でも詳細を摑つかめれば応用の可能性も……たぶん、縮地（奥義）もザ・ハンドの応用技みたいな原理なのではないかなって」

「そういうのは使用者の性格がモロに出るからね。トキちゃんみたいにキッチリした性格の子の能力はキッチリ発現するけど、アズちゃんみたいに勢いでいくタイプの場合は勢いで発現しちゃうから、あんまり意味ないよそういうの」

　うーん、使い方次第では最強クラスのスタンド能力かもしれないんだけど、なんて話をネジくんと松川さんでしていて、言ってる意味はまったく分からないんだけど。

「なんかネジくんと松川さん、最近仲いいよね」

　て、わたしがサワメグにこそこそ耳打ちしたら、サワメグは「まあ、だってもともとネジくんがアズに惹ひかれたのもアズが見た目に惑わされずに本質を見れるから、みたいなところでしょ？」と、謎の身ぶりを交えながら説明してくれて、アズのそれは長所というよりも、ただの欠点っていうか認識能力の欠落なんだけど、ともののついでみたいにディスられる。まあ、失礼ね。て言っても、わたしはネジくんの顔どころか性別すら見分けられなかったぐらいに人の顔を識別するのが苦手だから、それは重大な認識能力の欠落であり短所であるっていうのはその通りなんだろうけれども。「そういう話なら、トッキーもそういうところあるしね？　トッキーは天然で支配的だけど、ユニットを適切に支配して意のままにコントロールするためには、やっぱりちゃんとよく見て各ユニットの特性を精確に把握して、そこに巧妙に介入する必要があるから」つまり、人を見る目は確か、というわけ。

　え～？　ネジくんはわたし目当てで電光石火かつ疾風迅じん雷らいの勢いで転校してきたはずなのに、その心変わりの早さはなんかそれはそれで腑ふに落ちないところもないではないけれど、まあ結果オーライってことならなんでもいいか。どっちみち、わたしのほうの席は予約で埋まってますからね。

「ネジくんは……どうなんだろうね？　最初から韜とう晦かいって感じがしないでもなかったけれど」

「うーん？　トーカイ？」

「たぶん、ネジくんの行動は、あれは全部人食いであるアズを無力化するための呪いの楔くさびを丁寧に打ち込んで回っているみたいな感じだったから」

　まあ、そこに含まれる気持ちや想おもいが本物か噓うそかなんて永遠に分かりっこないんだけど、とサワメグは肩を竦すくめる。人間には人間の気持ちなんて永遠に理解できない。理解できないまま、ただ受け入れるか拒絶するかだけ。

「ふーん、よく分からないけど」

「境界の手口なのよ。撃破するんじゃなくて、身動きできないように雁がん字じ搦がらめにして実質無力化するっていうの」

　まあでも、呪いも想いも同じもの、受け止める側の気持ち次第よ、とかなんとか、魔法少女を辞めてもやっぱりサワメグの言うことは相変わらず難しくて。

「はあ～、わたしにも誰かいい人居ないかな～～？」って、サワメグが大きく伸びをしながらそんなことを天に向かって言うから「願掛けしよう願掛け、そのための初詣だもの」と、ふたり並んで五円玉を投げる。一礼二拍手。

「なむなむなむなむ～、う～～良縁祈願恋愛成就体脂肪率３パーセント減……」と、サワメグがギューッと目を閉じてむにゃむにゃと掌てのひらをこすり合わせているから、いや、そうやって仕様をもりもり盛り込むから盛り過ぎになって高校デビューも失敗しちゃったんじゃないかなってちょっと思う。願いはピントを絞ったほうが良いですよ。

「穂高センパイはなにをお祈りしたんですか？」

「ん、合格祈願」

　って、まあそりゃそうか。次はいよいよ受験生だもんね。合格祈願。国立の薬学部か～、合格してほしいけど、順調にいけばあと一年ちょっとで穂高センパイは卒業しちゃって遠くに行っちゃうんだなぁとか考える。遠くの景色にそろそろ滝たき壺つぼが見え隠れしている感じ。「中萱さんは？」って、穂高センパイにもきかれたけれど、わたしはこのそこそこ真面目で適度に退屈な日常がつつがなくもう少しだけ続きますようにって、でも「ナイショ」って答える。本当の願いはあまり人に言わないほうがいいらしい。

　そんな感じで冬休みが明けるぐらいまでは平穏で普通だったんだけど、新学期に入ってまたなんやかんやと忙しくて、時間は吹き飛ばされるように過ぎていって、二週間ぐらい経たったころに不意に松川さんに「ねえ中萱さん、もしかして日くさ下か部べセンパイとなにかあったの？」とか言われたりする。え？　穂高センパイがなにか？

「ううん、別になにもない……と思うけど」

　むしろ、なにかあったの？　なんか最近忙しくて、朝の通学電車以外で穂高センパイと顔を合わせることもないし。

「わたしもなにかを知っているというわけではないんだけれど、ここのところらしくないというか、上の空みたいな感じで、練習の時もボーッとしちゃってる感じだし、なにか心配事でもあるんじゃないかなって」

　それで、てっきり中萱さんとなにかあったのかなーと思ったんだけど、と松川さんは下唇に人差し指を当てる。わたしは腕を組んでうう～ん？　と頭をひねってみるんだけれど、別にこれといってなにかあったということもないし、そもそも穂高センパイの様子がおかしいこと自体も把握してなくて、いや、朝の電車で顔を合わせてもなんか元気がない感じではあるんだけれど、穂高センパイは朝が弱いみたいで朝の電車で元気がないのは平常通りって感じで、そういうものなのかなーって思っていたんだけど。

　うーん、まずいなぁ。なんか毎回、わたしだけ穂高センパイの変化に対して解像度が低いような気がする。松川さんとかネジくんのほうがよっぽどよく見てるというか、これは負けてられないぞ（？）みたいな。それで穂高センパイにメールを送ってみたり電話をかけてみたりもするんだけれど、それも「あ、ごめん。今日はちょっと忙しくて」みたいな感じでかわされていてなかなか会えないし、なにかあったんですか？　みたいなことをそれとなくきいてみても「大丈夫だよ」って言うだけだから、そう言われてしまうとわたしも「そうですか……」って言って引き下がらざるを得ないというか。なにか変な感じなのは間違いがないんだけれど、距離を取られちゃっている感じでうまくいかない。

「なに？　アズひょっとして穂高センパイと喧けん嘩かでもしてるの？」なんて、お弁当の時間にとうとうサワメグにまで突っ込まれたりして。

「喧嘩ってわけじゃないと思うんだけど」

　むしろ、喧嘩ならまだいくらか分かりやすかったんだけど、ただなんとなく疎遠になっているだけだから原因が分からなくて。

「穂高くんは人が困ってるとすぐにおせっかいを焼きたがるわりに、自分が人に助けてもらうのには慣れてないっていうか、抵抗感があるみたいだからね」

　と、ネジくんが当たり前みたいな顔で松川さんのお弁当箱からヒョイとアスパラベーコンを横取りしながら言う。アスパラベーコンを横取りされた松川さんも、そのことに対しては無反応なまま「責任感が強いのは良いことだと思うけれど、素直に他人を頼れるっていうのも才能のうちだから、まあ短所かもしれないわね」なんて言いながらペットボトルのお茶を一口飲んで、それをそのままネジくんにはいって渡す。ネジくんも当然のようにそれを受け取って、一口飲んで返す。うん？　なんかますます松川さんとネジくんの距離感近くない？　なんか、阿あ吽うんっていうか。目と目で通じ合うみたいな。なんだったら目と目すら合わせずに通じ合ってない？　それってもうほぼほぼふたり付き合ってない？　そういえば、恋愛なんか長い時間を一緒に過ごせば自動的にくっつくものっていうのが松川さんの持論だったっけ？　まあクラスメイトなわけだしこうやってお昼ごはんも一緒に食べているわけだし、松川さん、穂高センパイよりはネジくんのほうが一緒に過ごす時間は長いよねそういえば。つまりはそういうことか？　別にいいんだけど。

「ああ見えて、穂高くんはたぶんめちゃくちゃ防御が堅いタイプだから、アズちゃんもちょっと強引なぐらいにズケズケ踏み込んでいっていいんじゃないかな」

　そんなことをネジくんにも言われたりして、うーんどうしたものかなーとりあえず会って話してみないとなーなんて考えながら夕ゆう陽ひに照らされた赤い校庭を横切って帰ろうとしていたら、またいつもの川っぺりの土手のところに居る逆光で顔の見えない人が『後ろだ』って言ってきて、わたしは後ろ、第一校舎のほうを振り返る。別になにもない。

『もうちょい上』

　言われるままに視線を上のほうに上げて『左、もうちょい左』と、スイカ割りみたいな要領で誘導されて、わたしはようやく屋上の手すりにもたれかかって誰かが夕陽を眺めているっぽいのを見つける。誰かっていうかあれ穂高センパイじゃん。遠くてあんまり見えないけれど、なんかこの距離でも漂う禍まが々まがしい黒い負のオーラが見える感じで、瞬間、わたしはクリスマスの時のことをブワーッ！　と思い出してまた謎の焦しよう燥そう感かんに包まれる。勢いよく地面を蹴って、反転して駆け足で第一校舎のほうに向かう。一段飛ばしで階段を飛ぶように駆け上って、屋上の重い扉を開ける。屋上に飛び出して「穂高センパイ！」と、声を掛ける。

　夕陽に照らされて、振り返った穂高センパイの顔。顎のライン……が、あれ？　なんか変。こう、重力に負けているというか、溶けて垂れ下がっているというか、表情もなんか、虚無というか無というか、ていうか、穂高センパイだよね？　え？　こんな顔だったっけ？　たしかにわたしは人の顔に対して鈍感なところがあるけれど、もうちょっとこう……綺き麗れいな顔をしていたような気がしたんだけれど。いや、別に顔がどうだからどうだっていう話ではないんですけれどもね。ええ、決して。

「ああ、中萱さん」

　穂高センパイがそう言って、え～？　声もなんか変。声がすっごい、溶けてるみたいな。重力に負けてわたしの耳に届く前に地面にポトリと落ちてるみたいな感じで、なんかこう、張りがないというか若々しさがないというか。え～やだ～。いや、ヤだじゃないけど……え～？　ねえ？

　わたしは穂高センパイに駆け寄って、正面から両肩をガシッと摑つかむ。強制的に目を合わせる。

「どうしちゃったんですか穂高センパイ？　なんか変ですよね？　なにかあったんですか？　なにかあったんですよね？　見るからに全然大丈夫じゃないじゃないですか！　なにかあったなら、ひとりで抱え込まないでちゃんと相談してくださいよ！　わたし……そりゃ別になにもできないし、頭が良かったりもしないし、頼りないかもだけど！　ひょっとしたらなにかの役には立てるかもしれないじゃないですか！　助けられるばっかりじゃなくて、穂高センパイが困ってたらわたしも助けたいですよ！」

　クリスマスの時のサワメグみたいに、またわたしの知らないうちに知らないところで勝手にひとりで盛り上がって、勝手にひとりで最終回されるのは、もうたくさんだよ。

「痛い痛い！　謎に全身の関節極きまってるから！　マジで指一本動かせないから！」

「あ！　すいません、つい……」

　わたしは慌てて穂高センパイの両肩を摑んでいた手を離して、ブンブンと振り回した後でやり場に困って仕方がないからスカートの裾を摑む。穂高センパイはえ～なにその謎スキル……と言いながら肩をグルグルと回している。

「あの、穂高センパイ本当に、なにかあったなら教えてもらえませんか？　役に立てるかどうかは分からないですけど、何も教えてもらえないまま距離を取られるのは、すごく……寂しいです」

　スカートの裾を摑みながら、わたしはそう口を尖とがらせる。

「ああ、そうかな。そうかもしれないね……」

　わたしは上目づかいに、ジッと穂高センパイを見つめるんだけれど、わたしの両眼は間違いなく穂高センパイの両目を凝ぎよう視ししているのだけれど、穂高センパイの瞳はわたしを捉えていなくて、なんかわたしの向こうのはるか彼方かなたの空間をぼんやり見ているような眼で、なんか空虚な洞うろみたいで、いや、こういうこと言うと本当にアレなんだけど、わ～ぶっちゃけなんか怖いぞこれ。不気味っていうか、なんかジッと見てるとだんだん不安になってくるなコレ。瞳のハイライトどこにいった。

「実は……」穂高センパイが、重苦しそうに口を開いて。「祖父母が俺の進学資金にって残してくれていた三百万円をお母さんがＦＸで全額溶かしちゃってさ……」

　風が吹き抜ける。

　……。

　は？

　待って。

　待って待って。

　ちょっと問題がリアルすぎてその……想定外かも。うん、ちょっと想定外。そういうのはさすがに完全に想定外。あ～、なるほどね～悩みってそういう系か～、あ～うん。なるほど？　ていうことはなんですかい？　こう、穂高センパイが今まで頑張って勉強してきたのとかも全部無駄みたいな感じで、国立の薬学部を学部で卒業して手堅く就職みたいな堅実な人生プランも、ん～、おじゃん？　みたいな？　せっかく初はつ詣もうでで合格祈願もしたけれど。それもお釈しや迦かてきな？　あ～なるほどぉ～、うん、キッツイ。それはキッツイな。キッツイわ。そりゃ顔面も重力に負けるわ。たれパンダみたいになっちゃうわ。うん。へ～、そうか～、ふ～ん……。

「ごめん、やっぱ相談しても仕方ないよね……こういうのは」

「いえ、こちらこそ……こっちからけしかけたのに、なんかお力になれそうもないアレで……ええ、大変に恐縮でありますというかその……申し訳ないです」

　って、ふたりして押し黙っちゃってすごく気まずい雰囲気。三百万円か～、三百万円かそうか～、う～ん。

　……。

　いや、待てよ？

　アベレージで五万円くらいはイケると想定して六十人で三百万？　さすがに毎日はキツいから週三でコンスタントにこなしていくとして……「中萱さん、いまなにか不穏なことを考えてない？」「いえ、まったく」

　う～ん、どうしようねこれ？　なんて考えていたら川っぺりの土手の人がなにかを言っていて、それでふと思いついてわたしは「あの、穂高センパイのお父さんって……？」と聞いてみる。

「うん？　お父様のこと？」

「え～っと、お父様っていうのは穂高センパイのお母さんの連れてくる男の人のことですよね？　なんかそういうのではなく、本当のお父さんというか、最初のお父さん？　血の繫つながっているお父さん、みたいな」

　なんか穂高センパイのところも家庭環境が複雑っぽいような話だった気はするけれど、それにしたって穂高センパイも人間なんだから木の股またとか池の泥から生えてくるわけでもなく、穂高センパイのお父さんはどこかには居るはずなわけで。

「ああ、うん。まあどこかには居るとは思うんだけど」

　父親が家を出ていった時の記憶は、そういえばあるなあ、とか穂高センパイは言っていて。すごく小さいころに両親が離婚して、それっきり会ってもいないらしい。女手ひとつで（パチンコで）育ててくれた母親に気後れして会おうともしていないうちに、自分でも今の今までその存在を忘れていたみたいで。

「そういえば、俺にも居るんだよな。父親」

「ねえ、穂高センパイのお父さんに相談してみましょうよ。進学資金のこと」

「いやでも……どこに居るのかも知らないし、それに、もう十年以上も会ってない子供がいきなり金を工面してくれって訪ねていくのもどうなのかなって感じがするけれど」

　お母さんやお父様みたいに、金に意地汚い人間にはなりたくないんだけどな、と穂高センパイは渋っていて。

『どんな理由だろうと、子に頼られて嫌がる親なんてのは居ねえよ』と、川っぺりの土手の人は言う。

「どんな理由だろうと、子に頼られて嫌がる親なんて居ませんよ。……たぶん」と、わたしは言う。

「そうかな……そうだといいけれど」

　穂高センパイは反転してまた手すりにもたれて、不安そうな顔でボーッと夕陽を眺める。

「わたしも一緒に行きますから！」

　わたしは勢いでそんなことを言ってみたりもする。それで穂高センパイが穂高センパイのお母さんにそういう風に話をしたら「あらそうね、それがいいわそうしなさい」みたいな反応だったらしくって、あっさりと穂高センパイの本当のお父さんの連絡先を教えてくれたみたいで、もうすっかり春の気配がする陽ひ射ざしの暖かな某日、わたしは穂高センパイとふたりで郊外に向かう電車に乗っている。うん、なんか本当に一緒に行く感じになっちゃって、そのへんはまあ勢いで。

「ていうか、おかしいとは思っていたんだよね。普通に考えて、いくらお母さんのギャンブル運強くたってパチンコの収入だけで一家の家計を賄まかなうことなんてできるわけがないもんな。最初から、毎月父親から養育費が振り込まれていたんだ。お母さんは毎月きっちりそれを目減りさせていただけの話でさ」

「うわぁ……」

　そんなわけで、穂高センパイのお母さんは穂高センパイの本当のお父さんともずっと連絡を取っていて、穂高センパイが自分で父親に話をしにいくと言ったら渡りに船とばかりにすぐ連絡先を教えてくれたみたい。

「それ、仮にお父さんがお金を工面してくれたとしても、そのお金までお母さんに取られちゃわないように気を付けないといけませんね」

「うん、銀行口座を新しく作らないと」

　うちもなんだかんだと普通の家庭環境ではないような気はするけれど、そうは言ってもここまで特に不自由なく育ててきてもらったんだから、やっぱ感謝しないといけないなーなんてちょっと思いついたりもする。でも脳のう裏りに一瞬お母さんのドヤ顔がチラついて、やっぱ保留ってことにしておく。まあ、稼ぎは悪くないみたいだから、お金のことで困ったことだけはないけどね。

「遠くの国立の薬学部を受けようって思ったのも、どっちみち国立狙うなら地元は出るしかないってのもあるんだけれど、それよりもやっぱり早く家を出たいっていうのもあってさ。お母さんのことは、さすがに実の親だから憎み切れないところはあるけれど、でもやっぱり一緒に居ちゃダメだなって思うんだ。もうあの人はなにをどうやったって変わらないし、一緒に居たらたぶん、またいつか全てを台無しにされちゃうから」

　逃げるしかない。て、穂高センパイは言う。それはたぶん、本当にそうなんだろうなって、わたしも思う。思うんだけど。

「出ていっちゃうんですね、穂高センパイ。この街」

　そこのところが、どうしても引っかかってしまって、穂高センパイのこと、応援したいけど、国立に合格して家を出れたらいいのになって思うけど、やっぱりそこはちょっと寂しいなって思ってしまって。

「でもさ、子供のころは、小学生のころとかは隣の校区ってもう別の街だったじゃん」

「ああ、そういえばそうですね。自転車に乗っていかないといけないようなところは、もう別の街って感じで」

「まず校区って区分が謎だよね。別にそこに国境があるわけでもないのに、なんとなくここまでみたいな感じがあって。中学生になっても、多少範囲は広まるけれども、やっぱお前どこ中だよ？　みたいなのもあってさ。帰属意識みたいなものなのかな？」

「あったんですか？　穂高センパイも、お前どこ中だよ？　みたいなの」

「いや、俺の話じゃないけどさ」

　なんて、穂高センパイは慌てたように笑って。あ、なんか久しぶりに通常運転の穂高センパイだなって感じがする。別に溶けてないし重力に負けてない。いつも通りの穂高センパイで安心する。心が安らぐ。

「高校生になったら、みんなもうちょっと色んなところから通ってくるじゃん？　電車一本で行ける範囲ぐらいは、まあ近所かな～みたいな。隣の市ぐらいまではなんとなく、地元って感じがして」

「ああ、なんか分かる気がします。遠くに旅行とかに行って帰ってきたときの、ああ帰って来たなって思うタイミングがだんだん早くなっているっていうか」

「そうそう、だから地元って概念もだんだん広がるものだと思うんだよね。大人になるほど実際に行動範囲が広がるからっていうのもあるんだろうけれど、なんか気持ちの問題みたいなところで。そのうち、日本に帰ってくるだけで、ああ帰ってきたなって思ったりするのかもしれないし」

「宇宙を旅するようになったら火星ぐらいから思うのかもしれませんね。ああ、帰ってきたなって」

「うん。だからたぶん、そういうことなんだよ」

　とか、穂高センパイはまとめるんだけど、いや、どういうことなのかは全然分からないんだけど。まあなんとなく、大丈夫なんじゃないかなって、そんな気にはなったけれど。なんか気持ちの問題みたいなところで。そんな話をしているうちに目的の駅に着いちゃって、わたしと穂高センパイは電車を降りる。

「こんな、電車で一時間程度の距離に住んでたんだね、ずっと。会おうと思えばいつだって会えたんだ。なんで、今まで思いつかなかったんだろうな」

　なんか、自分の家が普通じゃないのは、これは仕方のないことなんだって最初から諦めていたような気がするって、穂高センパイは呟つぶやく。思い付きもしない選択肢は選ぶこともできないわけで、それじゃあ選択肢が無いのと同じだから、人は最初から自分ひとりで考えられるわけじゃない。考え方だって、誰かから借りてきて学ぶしかない。

「中萱さんが言ってくれなかったら、たぶんこういう話にはならなかった気がするから。ほんと、ありがとう」

「……どういたしまして」

　手ぶらでお邪魔するのもなんだからって、駅前のケーキ屋さんでケーキを調達していくことにする。「何人分ですか？」って聞いたら、「再婚して奥さんは居るみたい」って話で、じゃあ最低でも四人分か、まあせっかくだから多いめにって七～八個くらい見繕って買っていくことにする。ケーキの箱を片手にスマホのナビを見ながら住宅街をてくてくと歩いていたら、途中から穂高センパイが「あ、俺ここ知ってる気がする」って言い出して。

「ここを曲がると川沿いの道に出るはず」

「あ、本当だ」

「あれ～、いつだろう？　なんかずっと昔に来たことがあるな」

　なんて頭を搔かきながら言っていて、ワサワサと揺れる髪から石せつ鹼けんの香りがする。穂高センパイがここからは道分かると思うって言うからナビを切って、しばらく川沿いに土手の上を歩いていって、途中で普通に歩いていたら見落としてしまいそうな、地元の人しか知らなそうな梯子はしごみたいに細くて急な階段を降りる。

「やっぱり知ってる。ここだ」

　そこからまたしばらく歩いて、着いたのはちょっと古い昭和の香りのする青い屋根の戸建てのおうちで、小さいけれども庭もついていて、こういうことを言うといやらしいけれど、三百万円くらいのお金は持っていそうな感じで少し安心する。玄関先にはよく手入れされたプランターがモリモリと並んでいて、まだ寒いのにカランコエやヒナギクの花が咲いている。追おい分わけって表札が出ている。穂高センパイがインターホンを鳴らすとハーイとおうちの中から大きな返事があって、インターホンで応答せずにそのまま玄関の引き戸がガラガラと開く。穂高センパイよりはちょっと小柄なおじさんがつっかけを引っかけて出てきて「やあ、よくきたね」と笑う。穂高センパイに似ている感じがあって、ああ本当にこの人が穂高センパイのお父さんなんだなあってちょっと思う。顔とかはあんまりよく分からないんだけど、なんか雰囲気とか、耳に心地よくて安心できる感じの声とか、そういうのが似ている気がする。

「お久しぶりです」と、穂高センパイが敬語で挨あい拶さつして頭を下げる。

「初めまして。穂高さんの高校の後輩で中萱と言います」と、わたしも横で頭を下げる。なんか、成り行きでついて来ちゃったけれど、これすっごく緊張するな。いきなり怖そうなおじさんが出てきたら耐えられなかった気がする。穂高センパイのお父さんが優しそうな感じの人で本当によかったなって思う。

「どうぞ、上がって」と、穂高センパイのお父さんに促されて玄関をくぐったら「いらっしゃい、ゆっくりしていってね」って、エプロンをつけた穂高センパイのお父さんの奥さん（ややこしい）もにこやかにお出迎えをしてくれて、「こんにちは、お邪魔します。これ、大したものじゃないですけど」と、穂高センパイは買ってきたケーキを手渡す。

「まあまあ素敵。せっかくだからみんなで頂きましょうね」

　と、奥さんはパタパタとスリッパを鳴らして奥に引っ込む。こっちにどうぞって、和室のほうに通されて、下半分がガラス窓の雪見障しよう子じの向こうにはお庭が見えて、藪やぶ椿つばきの花が綺き麗れいに咲いている。穂高センパイのお父さんか奥さんかが、お庭とかプランターとかを触るのが好きなんだろうなって感じがする。

「俺、この家に来たことありますよね。この部屋も、なんとなく知っています」って、穂高センパイが正座したままグルリと部屋の中を見回して、「ああ、ここは僕の実家なんだ。もう他界してしまったけど僕の両親が住んでいた家。君にとってはお祖じ父いさんの家だね。君とまだ一緒に住んでいたころにも、君を連れて何度かここに遊びに来たことはあったから」と、穂高センパイのお父さんが説明をする。

「そうか……じゃあここは、お祖父さんの部屋ですね。そうだ、覚えています。物静かな人でした」

「へえ、君が随分小さいころに別れたつもりだったけど、大きくなっても意外と覚えているものなんだねぇ」

　元気にしてたかい？　はい、滞りなく。すいません、今の今まで連絡もしないままで。　まあいいよ、来てくれてよかった。学校は楽しい？　はい、中学のころから吹奏楽をやっていて今も吹奏楽部でトロンボーンをやっています。　僕も昔はトランペットをやっていたんだ、覚えていないかもしれないけれど、君がまだこんな小さい時に聴かせてあげたことがある。　なんとなく、覚えています。たぶん、それがトランペットだとは分かっていなかったんだけど、それでラッパを吹きたいなって子供のころから思っていて、中学で吹奏楽に興味を持ったんだと思います。　そうか、それならよかった。薬学部を受けるんだって？　はい、最初は就職のことを考えると手堅いかなって思ったんですけど、調べてみるとなかなか面白そうな気もして。　いいんじゃないかな、実は僕も薬学部だったんだ。　そうなんですか？　ああ、知らなかったのかい？　薬剤師じゃないけどね。今でも製薬会社で働いているよ。まあ、仕事だから、そんなにものすごく面白いってものでもないけれど、面白い部分もあるし、君は僕に似ているみたいだから、やってみれば案外向いているんじゃないかな。　そうだといいんですが。

　なんて、他た愛わいもないような、そうは言っても微妙な距離を感じるような、でもやっぱり、このふたりは親子なんだなあっていう感じの会話が少しあって、わたしはなんか、あんまりふたりの邪魔をしてはいけないような気がして、にこにこ笑うだけの等身大の置物になったつもりで黙って庭の藪椿を眺めていたりして。

「進学資金のことは心配しなくていい。志望校を聞いて驚いたよ。僕よりも君のほうがよっぽど優秀みたいだし、君は大学に進学するべきだと思う。まさか、僕と鼎かなえの子がこんなに優秀に育つとはね。トンビが鷹たかを生むってことも、あるもんなんだなあ」と、穂高センパイのお父さんは気楽に請け負ってくれて、横で話を聞いていただけのわたしも、ホッと胸を撫なで下ろす。

「ありがとうございます」と、穂高センパイは正座のまま座布団から一歩下がって、床に手をついて深々と頭を下げる。「すいませんでした。十年以上も一度も連絡しないままだったのに、突然お金の相談を持ちかけたりして」

「いや、いいんだ。頭を上げてくれ」と、穂高センパイのお父さんは手で制する。「僕のほうこそ済まなかった。鼎に問題があることは分かっていて、それを投げだしたのは僕の不始末だ。僕のせいで君にもいらぬ苦労をたくさんかけてしまったみたいで、申し訳ない」と、今度は穂高センパイのお父さんが机に手をついて頭を下げる。「よく、真っ直すぐに育ってくれたね。ありがとう」

「穂高さんは」と、わたしは自然と話し始める。なんだか、あーよかったなっていう気持ちで肩の力が抜けてしまって、本当にこんなんでいいのかなって逆にちょっと不安になるぐらいリラックスしちゃってて、素直な気持ちで。

「真ま面じ目めで堅実で、困っている人が居たら助けずにはいられないような性分で、なにより判断が速くて決断力があって、とても優秀な人です。きっと、お借りした進学資金を無駄にすることなく、立派に学業を修められるものと思います」

　そう言うわたしを、穂高センパイのお父さんはすごく優しい顔をして見ていて、わたしは急に恥ずかしくなってボンッ！　と耳まで赤くして俯うつむいてしまう。

「息子が十何年ぶりに会いにきてくれたって、それだけでも大した話なのに」と、穂高センパイのお父さんはしみじみとした調子で言う。「そのうえ、立派な高校に通っていて立派な大学を受験するっていうし、こんな可愛らしいお嬢さんまで連れてきてなあ……。まるで十何年ぶんの盆と正月がいっぺんに来たみたいだなあ」と、雪見障子の向こうに目を向ける。庭には綺麗に手入れされた藪椿。「うれしいなあ」

　その後、お茶とケーキを頂いたり学校の話をしたりして、わたしもぽつりぽつりと喋しやべったりして、あんまり変な風に思われてないといいけれど、たぶん、大丈夫だったと思うんだけど、そうだといいんだけれど。穂高センパイのお父さんのお宅を辞するころにはもう夕方近くになっていて、駅までの道を並んで歩きながら「よかったですね」ってわたしが言って、「うん」って穂高センパイが短く答えて。

　なんかあんまり、言葉にならない。言葉にすると、せっかくのこの綺麗な感じが壊れてしまいそうで。先のこととか将来のこととか、分からないことも不安なこともたぶんたくさん色々あるんだろうけれど、とりあえず今のこの瞬間だけは、なんだか全てが上手うまくいきそうな気がして、全部が完かん璧ぺきで綺麗で、せめてもう少しだけ、もうちょっとの間だけは綺麗なままで、このままでそっとしておきたくて。わたしと穂高センパイはふたりで黙って並んで歩く。穂高センパイの沈黙には漠ばく然ぜんとした受け入れられているような感じがあって、うん、やっぱり全然、嫌じゃない。いいなって思う。好きだなって思う。

　川っぺりの土手に出る頃にはあたりはすっかり夕ゆう陽ひの赤い光に包まれていて、夕陽の赤い光の中では時間とか空間とかの普段は絶対的に威張り散らしているやつらもちょっと弱気になって曖あい昧まいになることは経験的に知っていたから、いつもの逆光で顔の見えない誰かさんがわたしたちの行く手に立っているのを見つけた時も、わたしは軽く片手を上げて自然に「ああ、お父さん久しぶり」と言っただけだった。

『よお』と、ポケットに突っ込んでいた手を片っぽだけ上げて、お父さんも気楽そうに返事をする。

「なにしてんの？　こんなところで。この世の因果から途絶しちゃったんじゃなかったの？」

『ん？　基本的にはそうなんだがな。俺のほうから見てみりゃ、俺がこんなところに居るっていうよりはお前たちがこんなところにまで迷い込んできているって感じなんだが、まあそのへんは相対的な話だ。今はたまたまうまいこと時空間が歪ひずんで重なり合っていて、これは偶然のラッキーチャンスみたいなもんだよ』

「あれ？　その声、エクスカリバー……さん？」と、穂高センパイは首を傾かしげる。

「え？　穂高センパイも知ってるの？」

「知ってる、わけじゃないけど、声は聞きおぼえがある。この人、中萱さんのお父さんなの？」

「うん、まあ、そういうことみたいですね」

『よお。こうやって面つらを合わせるのはこれが初めてだな、少年』と、お父さんもカラカラと笑う。

「最初、中萱さんの家でおにぎりに台所に飛ばされた時に喋りかけられたんだ。力が欲しいかって」

　なにその露骨な悪の黒幕ポジションみたいな台詞せりふは。というわけでここから穂高センパイの回想シーンに突入～～。

「力が欲しいか？　この状況を打破できる力が」「なんだこれ……？　剣……？」「我は地上最強の聖剣エクスカリバー。我が声を聞く者よ、全ての因果を断ち切りあらゆる困難を打ち倒す力を求めるか？」「まあ、あるなら」「他の全ての可能性を捨て去ってもこの状況を打破したいと強く願うか？」「あー願う願う」「いや、お前もうちょっと真面目に考えろよ。わりと重要な話だぞ？　他の全ての可能性全部だぞ？」「あのさ、考えてる場合じゃないでしょ。差し迫ってんだけど。考えてるうちに手遅れになるぐらいだったらとにかく決断したほうがマシでしょ。たとえアンタが鬼や悪魔でもさ」「クッソ……可か愛わいくねえガキだな。もうちょっとビビッたり訝いぶかしんだりとかなんかあんだろ？　そういうのが」「ビビッてるっちゃあ、あっちでナイフ振り回してる金髪のほうによっぽどビビッてんだよね。アレのほうが完全に頭おかしいでしょ。とっととしないとマジで中萱さん殺されちゃうしアンタがこの状況をどうにかできるっていうならまずは現状をどうにかしてから後のことを考えようぜ」「おっと、そうだな……。あ！　でもお前、下心とかそういうのがあったらダメだからな！　純粋にあの子を助けたいっていう、そういうピュアな願いじゃねぇと効果がないからな！」「分かった、分かったってば。ピュアだってピュアピュアだって。だからなんかやるなら早くしろよ」「手出したら殺すからな！　絶対だからなお前！　お前約束だぞお前！」「分かった分かった、手え出さねえから」「約束だなお前！　お前男に二言はないからな！」「だから分かったっつってんだろいい加減キレるぞ俺も。はいはい約束約束」「いや、つってもお前本当に絶対ダメとかそういう話じゃなくてお前、そこはホラお前やっぱまだ高校生なんだからお前なんか色々とこう、段階とか手順とかをちゃんと踏んでだな……」「あのさ、だからそのへんの話はまた後でしない？」「あ、そうか。そうだな。よし！　この俺を手に取れ少年！　この地上最強の聖剣エクスカリバーの力をお前に貸してやろう！」

　回想以上。

「あのさぁ……」

　わたしは眉み間けんに手を当てて呻うめく。「お父さん、わたしの手助けをしたいんだかわたしの邪魔をしたいんだか、いったいなんなのよそれは」

『馬鹿野郎お前そりゃあお前ケースバイケースに決まってンだろ。助けたいところは助けるし邪魔したいところは邪魔をする』

「邪魔をするな」

『お……おう悪かったって……』

　わたしが凄すごむと、まったく、ますますアイツに似てきやがったな、とかお父さんはブツブツと文句を言っていて。

「ああもう、せっかくついさっきまで綺麗な気持ちになっていたっていうのに、なんか色々と台無しじゃん」

『台無しってことはないだろお前、こっちはこっちで十何年ぶりの親子の対面シーンじゃねぇか。感動的だろうがお前』

「はいはい。もう感動で涙が出そうよ」

　実際のところ、たぶん感動的なシーンではあるんだろうけれど、だって、穂高センパイのお父さんみたいに、会いに行こうと思えばいつでも会えるってものでも、たぶん、ないんだろうから。

「結局のところさ、エクスカリバーってなんだったわけ？　お父さんがエクスカリバーなの？　エクスカリバーがお父さんなの？」

『ああ、アレはたしか俺がまだ英国王室直属の秘密エージェントをやっていた頃の話なんだが……いや、まずはそもそもＣＩＡの工作員をやっていたところから話さないとダメか？』

　実話だったのかよソレ。まあなんか色々とあってイギリスで由緒ある地上最強の聖剣エクスカリバーを手に入れた後で傭よう兵へいになって南米の麻薬密売組織を壊滅させたりとかもしたらしい。あー、うん。なんかそのへんの話はお母さんから聞いてるから知ってるわ。全然本当のことだとは思ってなかっただけで。

『つまりは境界の仕業だよ。お前に仕掛けられた呪いと似たようなものさ、規模は全然違うけどな。ちょっと色々と派手にやりすぎちまって境界の連中に目をつけられちまってな。このままじゃあ現世に与える影響が甚じん大だい過ぎるってことで、連中の呪いで現世の因果と途絶させられて、俺はまあ今はこんな感じってわけ。そうは言っても、こっちはこっちでそれなりに元気でやっちゃあいるがね。これはこれで、ひとつの最適な落としどころではあったんだろ』

　色んなところと折り合いをつけていかねぇとな、とお父さんは鼻を鳴らす。

「ていうか、結局エクスカリバーの説明にはなってない気がするけれど」

『ありゃあ、あれ自体はただのめちゃくちゃ硬い棒だよ。因果や縁ってのは放っておいてもいくらでも結ばれてしまうもんだ。いくら境界とはいえ、完全に断つってのは難しいもんだからな。俺と結びつきの強いエクスカリバーとか、あとはお前の頭ン中の思い出とか、そういうのを媒介にして俺も多少はそっちの因果にも介入できるって感じでよ』

　えーっと、つまりエクスカリバーはお父さんと通話できる霊界電話みたいなもんってことですか。

『まあ、だいたいそんなもんだ』

「わたしも、たぶんお母さんも、全然そんなこと知らなかったんだけど」

　うちでは、マジでただのめちゃくちゃ硬い棒としての役目しか果たしてなかったし、お母さんにとっても単にお父さんの思い出の品（というか形見）でしかなかったみたいだし、通話機能とかあったのか。

『お前たちはふたりして感受性が雑すぎるんだよ。ガサツなの。そこの少年みたいにもうちょっと繊せん細さいな感性の持ち主じゃないと異界からの通信は聴けないわけよ』

　雑とかガサツとか、お父さんにだけは言われたくないよ。まあいいけど。じゃあ、お父さんがその霊界電話を通じて、たまたま声を聴ける穂高センパイをかどわかして戦わせていたってわけ？　と、わたしが詰め寄ると、お父さんは別にそういうわけじゃあねえよと口を尖とがらせて。

『最初ン時はエクスカリバーを媒介にして俺が多少介入したりもしたけどよ。あの剣自体はそりゃ硬いけど大したもんじゃないしな。物理的な憑より代しろってのはそんなに重要じゃあないんだ。エクスカリバーってのは、要はお前たちの心の中のココんところにあるもんなんだからよ』と、お父さんは胸を拳こぶしで叩たたく。『他の全ての可能性を捨て去ってでも、今この状況を、閉へい塞そくした運命を切り開きたいと強く願う、その決意と覚悟が地上最強の聖剣の刃になるのさ』

　だからほとんどはそこの少年自身の決意と覚悟の力だよ。ま、要は、知ったことじゃねぇみたいな開き直りに近いけどな、なんて身も蓋ふたもないようなことをお父さんは言う。『ヤベエ時には気合いを入れりゃいいのよ。気合いで乗り切ればいいんだ。後は野となれ、山となれってな』

「でも、そんな他の全ての可能性を捨て去るような聖剣、何度もブンブン振り回して大丈夫だったのかな？」と、穂高センパイが当然の疑問を口にする。そうだよね。これから大事な受験もあるっていうのに、もう全ての可能性を使い切っていますなんて言われても、困っちゃうよね。

『さあな。でもまあ大丈夫だろ。若いお前たちの持つ可能性はまだ無限大なんだ。無限からいくら引いたところで、結局のところ無限は無限のままだろう？』

　なにその屁へ理り屈くつ、なんか適当。それにちょっと、ズルっぽい。

『いいんだよ、ズルしても。踏み倒せる支払いや取り立てなんざぁ踏み倒してやりゃあいいんだ。そんなズルや無む茶ちやや屁理屈が通用するのなんて、どうせ今のうちだけなんだからよ。大人になっちまうと色々と限界も出てくるし、無茶をやったらやっただけ相応のなにかは持っていかれる。あちらを立てればこちらが立たねえ。それを毎回全部まとめてエクスカリバーでぶっ飛ばしてたら、俺みたいに現世のあらゆる因果から切り離されるような羽目になっちまったりもする。だからまあ、今のうちだけだよ』

　若いうちに精一杯青春しておけよガキども、と、そう言って、またお父さんはカラカラと笑ってポケットに両手を突っ込む。

『おっと、そろそろ時間みたいだな。あんまりここに留とどまってるとお前たちまで帰れなくなっちまうぜ』

　じゃあな、まあ元気でやれや。と、最後は声だけが響いて、太陽の最後の光も地平線の影に沈んで、あたりが夕闇に包まれるともうお父さんの姿はない。

「さて、帰るか」

　そう言って、歩き出した穂高センパイの後ろ姿を、背中を、わたしは見る。見据える。

　もうすぐ春が来て、春になればわたしも高校二年生で、まだ大人じゃないけれど、もうそろそろ大人に片足くらいは突っ込んでいる頃合いで、いつまでもエクスカリバーにばっかり頼ってはいられない。気持ちと気合いだけで無茶ばっかりはしていられない。色んなところで色んな物事と折り合いつけてなんとかやっていくしかない。一年先、二年先、その先のずっと将来のことまで、ちゃんと先を見据えて計画を立てて、地味に地道に堅実に着実に、自分の足で自分の力で進むべき道を歩んでいかないといけない。

　これから先も、ずっとその先も、一緒に居たいって、そう思える人たちと一緒に、時には迷ったり戸惑ったりもするだろうけど、そんな時はひとりで抱え込んだり勝手に盛り上がったりしないで、ちゃんと相談したりお互いに助け合ったりしたりして、一歩一歩、前に向かって歩いていかないといけない。

　だから、これで最後。

　気持ちと気合いと勢いだけで乗り切るのはこれで最後だから。

　今、この瞬間、わたしは他の可能性なんて微み塵じんも考えない。思いもよらない。

　心の中のココんところにある全ての気持ちを刃やいばに変えて。

「穂高センパイ」

　わたしは穂高センパイの後ろ姿に呼びかける。穂高センパイは足を止めて、わたしのほうを振り返る。少し首を傾かしげる。

　うなれ、わたしの聖剣エクスカリバー。




「好きです」

























カバー・口絵・本文イラスト／Ｕ３５

カバー・口絵・本文デザイン／沼田里奈
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